ムスリムの磐 


クルアーンとスンナに則ったズィクル 

サイードブンアリーブンワハフ 
アル=カ ハター ニー 


サイード佐藤•ファーティマ佐藤訳 
第一版 

T . *V - UYA 







j ' う ,•- 1 If し j 11 ‘ I ゴ A け . 1 ^_la5L4 I 



A 、 ミ Y 八し jJI ~ 一 •、! し〜ィり ‘ 一 liyi / pi '.•い三.一、 


^ WXU バ Y 
AA'W - 0 V - AAO - ス 

( 又^し LJt 又 JdJ しぃ aJJO 


(jljJLsJI - 1 

- (j|j-3JI - Y ぅ y - > 

UYA/n*r 


Y バ，が【くが 

V 

/ 、 
、バ八/ぃィ;と1〇；^苗1(<1^^ 

ノ 


^^ス* - OV - AAO - ス： 

V J 



が ll&dukJt 



AUUjL 心 J 




/ 一 。グ々 


慈悲あまねく慈愛深きアツラーの靖晦において 
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はじめに 

全ての讚美は アツ ラーにこそ属します。私たちは 
アツラーを讚美し、かれにこそご援助をホめ、お赦 
しを請い、私たち自身の悪と悪行からのご加護を求 
めます。アツラーがお導きになられる者はホして迷 
うことなく、またアツラーが迷わせられる者はかし 
て導かれることはありません。私は、唯一の並ぶも 
の無きおホアツラーな外に真に崇拝すべきものは無 
く、 ムハンマド （アツラーよ、彼と彼の一族、教友 
たち、そして審半りの日まで彼らによく従った者たち 
に祝福と平安を与えたまえ）がアツラーのしもべで 
あり使徒であることを証言します。 

さて本書は拙著『クルアーンとスンナに則ったズ 
イクルとドアーと魔除けによる治療』①のズイクルの 
部を、旅行中にも携帯しやすいように要約したもの 
です。またズイクルの本文も短縮し、その出典にお 
いても1、2冊の文献を挙げるだけに留めました。で 
すから伝承した教友や出典の詳細を知りたいホは、 
自分で原典に立ち返る必要があります。 


①訳を注：「ズィクル」とは一般にアッラーの唱念、「ドアー」とはアッ 
ラーに対するネ斤願を示します。 
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おはその美名及び崇高な属性において、本書編篡 
が高貴なるアツラーのために捧げられたものとなり、 
私の人生と死後において私自身を始め、読者各位や 
出版関係者たち、及び本書普及に携わったホ々を益 
することを、至高のアツラーにネ斤ります。そして唯 
一無二のアツラーこそがこの件に関しての援助者で 
あられ、その実現を可能にされたおホであられます。 
アツラーよ、私たちの預言者ムハンマドと彼の一族、 
教友たち、そして審判の日まで彼らによく従った者 
たちに祝福と平安を与えたまえ。 


ヒジュラ暦1409年サファル月 
筆者 
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訳を序文 

全ての賞貴は万有の主 アツ ラーにあり。そして頂 
言者 ムハンマド とその一族と教友、そして審半りの日 
まで彼らによく従った者たち にアツ ラーからの平安 
と祝福あれ。 

サイード.アル=カ ハター ニー師の編纂されたこ 
のドアー.ズイクル集は、ムスリムの毎日の生活に 
必要不可欠なドアーやズィクルの数々を簡潔に、そ 
して携帯しやすいようにポケツトサイズにまとめた 
小冊子です。その規模の小ささながら、世界中のム 
スリムー般から好評を博し、現在まで様々な言語に 
翻訳されてきました。 

さて今回この本を日本語訳するにあたっては、幅 
広い購読層を想定し、基本的な宗教用語や意ホが不 
明瞭に捉えられがちな箇所に関して、可能な限り注 
釈を施しました。また、原本では著者が引用したハ 
ディース（預言者の言行録）の出典箇所が提示され 
ていますが、この邦訳に関してはクルアーンな外の 
出典箇所は省略しました。それゆえハディースの出 


7 


典先を御存知になりたいホは、本書の原本や英語版 
などを照らし合わせて参照して頂く必要があります。 

また、アラビア語のズィクル.ドアーの本文には 
カナ表記を付記しましたが、そもそもアラビア語に 
は日本語に存在しない子音が数多く存在し、忠実な 
音訳は不可能です。例えば「ア」行はアラビア語の 
り」「と」の2音を兼ねて表すようにし、レ、」行に 
関しては「。「と」「。」の3音を兼ねて表記していま 
す。ゆえにカナ表記は飽くまで発音の大まかな目安 
とし、可能な限り原語であるアラビア語に親しんで 
頂くことをお願い申し上げます。 

またアラビア語では基本的に、文の最後や区切り 
目にある母音は発音しません。例を挙げれば：レく一 
ラカツラーフラぶ、ワ .. .」という文を途中で 
切る場合、レくーラカツラーフラと。ワ .. .」と 
なります。また同様に「サーイ ムン 、イン ニー」 と 
いう場合も「サーイ全。イン ニー」 となります。こ 
の辺の法則は少々複雑なので、可能な限りカナ表記 
の句読点に忠実に読んで頂くことをお勧めします 
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(尚ク ルアー ンの音訳においては 「*」マークが 休 
止点を表しています)。その他「ラ之。（アラビア語 
の「。」）」の休止発音なども独特の音なので、出来れ 
ばネイテイヴのちに発音してもらうなどして確認し 
て頂くようお願い申し上げます。 

ヒジュラ暦1428年 シヤアバーン 月 
2007年8月 
翻訳者 
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ズイクルの徳 

至高のアツラーは仰せられた。 

「だからわれを想念（ズイクル）せよ。そうすれば 
われもあなたホを御心に留めおくであろう。われに 
感謝し、恩を忘れてはならない。」【雌牛章：152】 

却レタ iu タシ皆け 

「あなたホ信者よ、 アツ ラーをよく唱念（ズイクル) 
せよ。」【部族連合章： 41】 

. 41 ふ I> が ' 共ふ I 古巧 iJJlj I jdk%\ ； y- ぶ JJlj 参 

「アツラーを多く唱念（ズイクル）する男と女、こ 
れらの者のためにアツラーは彼らの罪の赦しと、こ 
の上ない報奨をご準備なされた。」【部族連合章: 35】 

jJlJJ し J °a_4jl J jjij Lp (J liJljj ^ 

'聲苗 占 I ジぶ gu 、 じ 

「またあなたは朝夕に魂を込めて謙虚に、畏れ謹ん 
で、声をひそめながらあなたの主を唱念（ズイクノレ） 
せよ。そして（主の恩恵を）おろそかにする輩の仲 
間となってはならない。」【高壁章： 205】 
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預言者（彼にァツラーからの祝福と平をあれ）のは言 
った。 

「主を念じる者と念じない者との差は、あたかも生 
者と死人のそれのようである。」 

また預言者（彼にァツラーからの祝福と平安あれ）は 
言った。 

「支配者のもとで最も優れかつ清らかで、最もあな 
たちの位階を上げ、また金貨や紙幣を施すことより 
も更に優れ、更には敵と遭遇してあなたホが彼らの 
首を討ち、彼らがあなたホの首を討つことな上に優 
れた行為を教えてやろうか？」教友たちは「ぜひと 
も。」と答えた。預言者は言った。「至高のアツラー 
を念じることだ。」そしてこう言った。「至高のアツ 
ラーはこう仰せられている：『われはしもべがわれを 
思うその思いの通りにあり@、彼らがわれを念じれば 


① 訳を注：預言をムハンマドのぶが言及された時に彼にお福と平ををネ斤 
願するのは、155頁の「預言を（彼にァツラーからのお福と平をあれ） 
のためにネ斤願することの徳」章で触れられている通り、徳のをい巧い 
です。アラビア語では「サツラツラーフアライヒワサツラム」 
と言い、これが最も一般な預言を（彼にァツラーからのお福と平をあ 
れ）へのネ斤願の仕方です。 

② 訳を注：例えば何らかのイバーダ（崇拝行為）を行った上で、アツラ 
一がそれに報奨を与えて下さるということを有望に考えるをは、アツ 
ラーがその通りに叶えて下さります。 ー ホそれに懐疑的なをは、アツ 
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彼とともにある。もし彼がわれを彼自身の中で念じ 
れば、われも自分自身の中で彼を念じる。もし彼が 
集団でわれを念じるのであれば、われは彼らよりよ 
い一団（天使たち）において彼を念じる。もし彼が 
われに手のひら分だけ近付けばわれは片腕分だけ近 
付くだろう。そしてもしわれに片腕々だけ近付けば、 
われは両腕分だけ近付くだろう。もし彼がわれへと 
歩いてきたらわれは彼へと走っていくだろう。』」 
アブドツ ラー ブンブス ル （彼に アツラーの ご満 
悦あれ）はこう伝えている。 

「ある男が言った。『アツラーの御使いよ、イスラー 
ムの制約は私にとって多すぎます。ですから私が遵 
守できる範囲のことを教えて下さい。』すると預言者 
は言った。『あなたの舌を、アツラーの唱念でもって 
乾かさないようにしなさい。』」 

預言者（彼に ァツラーからの 祝福と平安 あれ） は言っ 
た。 

「ク ルアー ンを読んだ者は、 一つの 善行を行ったと 


ラーもそれ相応のものをもって応じられます。預言を（彼にアッラー 
からの祝福と平をあれ）は仰られました：「アッラーに対して希望的 
な観測をもつことなしには、この世を去ってはならない。」（サヒー 
フ.ムスリム） 
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される。そして一つの善行にはその10倍の報奨があ 
る。『アリフラームミーム』は一文字ではなく、 
アリフで一文字、ラームで一文字、ミームで一文字 
なのである。」 

ウクバブン アー ミル（彼に アッラーの ご満悦あ 
れ）は言った。 

「私たちが軒下にいると、アッラーの御使い（彼にァ 
ッラーからの祝福と平安あれ）が出てきて言った。『毎 
朝ブトゥハーンやアル=アキーク①に出かけていっ 
て、そこから罪を犯すでもなく親類関係を切るでも 
なしに、大きなコブの2頭の雌駱靡を得て戻って来 
たい者はいるか？』そこで私たちはこう言った。『ア 
ッラーの使徒よ、私たちはそれを望みます。』すると 
預言者は言った。『あなたホのある者は朝モスクへ行 
き、学ぶのではないのか？またはクルアーンの2節 
を読むのではないのか？それらのホがその者にとっ 
て、2頭の雌駱靡よりも優れた物なのだ。3節は3 
頭より優れ、4節は4頭より優れ、（そして彼の読ん 
だ）節と同数の驗靡より優れている。』」 

また預言者（彼にァッラーからの祝福と平安あれ）は 

①どちらもマデイーナ近巧の溪谷のを称。 
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言った。 

「アッ ラーが 唱念されなかった場所に座った者はア 
ッラーからの お怒りを受け、 アッラーが 唱念されな 
かった場所に横たわった者はアッ ラー か らの おを め 
を受ける。」 

また預言者（彼にアッラーからの祝福と平まあれ）は 
こうも言った。 

「アッラーを念唱しない所に座り、預言者への巧願 
をしなかった者たちは、アッラーからのおをめを受 
ける。もしアッラーが望めば彼らを罰し、あるいは 
彼らを赦すのである。」 

また預言者（彼にアッラーからの祝福と平まあれ）は 
言った。 

「アッラーを念唱せずに集まりの場から立ち上がる 
者たちは、ロバの屍（つまり無益なこと）から立ち 
上がることと同じである。それは彼らにとって損失 
である。」 

1. 目覚めのズイクル 

. (じ苗 I 与'じなじ;じみがゴふ川ふ1;山))-、 

アル ノ、ム ドウリッラーヒッラズイーアハヤーナー 
バアダマーアマータナーワイライヒンヌシ 
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二'~~ル。 

「私たちを死なせた後に生き返らせ、また死後、か 
れの御許におたちを復活させるおホアッラーに称え 
あれ。」 

jj •おみ 5 1 1 ;山み dUil ん ' aJ み_^、如、! y ! 、))-2 
んが立レ/ふけ!ん t ふ1;も ij .ふ15じ4^ . y ><-°r 
'が >1お t (^1 與1ふし乃なん 

ラーイラーハイツラツラーフワハダフラー 
シャリーカラフ。ラフルムルクワラフルハム 
ドウ、ワフワアラークツリシャイインカ 
ディール。スブハーナツラー。ワ/レハムドウリツラ 
一。ワ フー イフーハイツフツ フー。 ワツ フー 
フアクノ《ル。ワラーハウラワラークウ 
ワタイツラービツラーヒルアリーイルアズイー 
ム。ラツビグフイルリー。 

「唯一で並ぶもの無きおホアッラーな外に真に崇拝 
すべきものはありません。主権と讚美はかれのもの 
で、かれは全能です。アッラーに称えあれ。全ての 
讚美はアッラーにあります。アッラーな外に真に崇 
拝すべきものは無く、アッラーは偉大で、至高至大 
のアッラーの他にいかなる威力も強大なるものもあ 
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りません。主よ私をお赦し下さい。」 

<. み ^‘ i jLJii み ^ I ふ丄 J^i ))-r 


' (( 。 j^jj 


ア/ レノ、 ムドウリッラ' ー ヒッラズ イー ア' ーファーニ 
ーフィージャサディー。ワ ラップ ァライヤ 
ルーヒー。ワアズイナリービズイクリヒ。 

「私の体をずり、私の魂を私に戻し、かれの唱念の 
仕 ホを教えた ァッラーに 称えあれ。」 

J ろ今均 j } is \ jS ^\ ^が； 〇じ脚ぶ^ 

J 。バ■ん為3 お；じ G 加山夕>^^ を言げ 、I 

4^ i ： U 峰ぶム ；_i 'ッ^し: lii じを〇じ卢 Ji み 

却巧を)じゴ^ OiiUiiJ uj jii jUi 少 ：1! 山过 1 をを)如 

jJij らぶ白' jiiu をじじみ;^ \^\-〇\ j じ乂 J が乌みな llkw 
おがお立じ J ぶ ll み;じちなを-がクおをちちを::た 



、を一 I ゴ I - yl ^ oJllt j <lll Jilt 一 \ j\"y j 与づ 1 じぶ ^ ,c ^ 今心 r 
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インナフイーハルキッサマーワーテイワルア 
ルデイワフテイラーフイッライリワンナハーリ 
ラアーヤーテイッリウリルアルバーブネアツラ 


ズイーナヤズクルーナッラーハキヤーマンワ 
クウーダンワアラージュヌービヒムワヤ 


タファツカルーナフィーハルキツサマーワーテ 
ィ ワルアルディ ラツノスナーマーハラクタ 
ハー ザー ノ《ーティランスブ ハー ナカファキナ 
ーアザーノくンナール*ラツノくナーインナカマ 
ントウドウヒリンナーラファカドアハザイタ 
フワマーリツザーリミーナミンアンサー 
ルネラツノスナーインナナーサミァナームナー 
ディヤンュナ ー ディ ー リルイ ーマーニ アン 
アーミヌービラツビクムファアーマンナー 
ラッノスナーフアグフイルラナーズヌーノスナー 
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ワカツフイルアンナーサイイアーテイナー 
ワタワツファナーマア/レアブラー/レ * ラツバ 
ナーワアーティナーマーワアツタナーア 
ラールスリカワラートウフズイナーヤウ 
マルキヤーマテイインナカラートウフリフル 
ミーアードウ*ファスタジャーバラフムラツブ 
フムアンニーラーウディーウアマラアー 
ミリンミンクムミンザカリンアウウンサ 
ーノくァドウクムミンノくァデインファツラズ 
イ' ーナハ'ージャル'ーワウフリジュ'ーミン 
デイヤーリヒムワウーズーフイーサビーリ 
ーワカータルーワクテイルーラウカツ 
フイランナアンフムサイイアーティヒムワ 
ラウドウヒランナフムジャンナーテインタジ 
ュリーミンタハティハルアンハールサワーノく 
ンミンインデイツラーヒワツラーフインダ 
フフスヌツサワーブ本ラーヤグツランナカタ 
カツルブツラズイーナカファルーフイルビラー 
ドウ*マターウンカリールンスンママアワー 
フムジャハンナムワビイサルミハードウ*ラ 
ーキニッラズイーナッタカウラッノ《フムラフム 
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ジャンナートゥンタジュリーミンタハティハ 
ルアンハールハーリディーナフィーハーヌズ 
ランミンインディッラーヒワマーインダ 
ッラーヒハイルッリルアブラール * ワインナ 
ミンアハリルキタービラマンユウミヌビッ 
ラーヒワマーウンズィライライクムワ 
マーウンズィライライヒムハーシイーナリ 
ッラ' ーヒ ラ' ーヤシュタル'ーナビア'ーヤ'ーテ 
ィッラーヒサマナンカリーランウラーイカ 
ラフムアジュレフムインダラッビヒムイン 
ナッラ'ーハサリ'ーウルヒサ'ーブ*ヤ'ーアイユハ 
ッラズィーナアーマヌスビルーワサービルー 
ワラービトゥーワッタクッラーハラアッラク 
ムトウフリフーン。 

「本当に天と地の創造、また巧と昼の交替の中には、 
思慮ある者への印がある。（彼らは）立ち、または座 
り、または横たわって（不断に）アッラーを唱念す 
る者たち。そして天と地の創造に就いて考える者た 
ち。彼らは言う。『主よ、あなたはいたずらにこれら 
を御創りになったのではないのです。あなたの栄光 
を讚えます。業火の懲罰から私たちを救って下さい。 
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主よ、本当にあなたは業火に投げ込まれた者を、必 
ず屈辱で覆われます。不正の徒には援助者はないの 
です。主よ、本当に私たちは《あなたがたの主を信 
仰しなさい。》と信仰に呼ぶ者の呼び声を聞いて、信 
仰に入りました。主よ、私たちの罪を赦し、私たち 
の罪業を抹消し、信仰の達成者たちと一緒にあなた 
におして下さい。主よ、あなたの使徒たちによって 
私たちに約束されたものを授け、また審半りの日には 
屈辱から救って下さい。本当にあなたは、決して約 
束を反故になさいません。』主は彼ら（のネ斤り）を聞 
き入れられ、仰せられた。『本当にわれは、男であろ 
うと女であろうと、あなたホの成した行いを徒労に 
することはないであろう。あなたホは互いに同±で 
ある。それで移住した者、故郷から追放された者、 
わが道のために迫害され、また奮戦して殺害された 
者は、われが彼らの全ての罪業を抹消して、川がそ 
の下を流れる楽園に入らせよう。』これはアツラーの 
御許からの報奨である。アツラーの御許にこそ、最 
も優れた報奨がある。あなたは、不信者が地上での 
さばりはびこっていることに惑わされてはならない。 
これは片時の歓楽であるが、やがて地獄が彼らの住 
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まいとなろう。それは何と悪いが床であろう力、だ 
が主を畏れる者には、川がその下を流れる楽園があ 
り、彼らは永遠にその中に住むであろう。これはア 
ッラーの御許からの歓待である。アッラーの御許に 
あるものこそは、敬虔な者にとって最良のものであ 
る。しかし啓典の民の中にもアッラーを信仰し、あ 
なたホに下されたものと彼らに下されたものを信じ 
てアッラーに謙虚に仕え、僅かな代価で啓示を売っ 
たりしない者がいる。これらの者には、アッラーの 
御許で報奨があろう。本当にアッラーは清算に迅速 
であられる。あなたホ信仰する者よ、耐え忍ぶのだ。 
忍耐し、敵の前に堅固であれ。そしてアッラーを畏 
れよ。そうすればあなたホは成功するであろ 
う。」 【イムラーン 家章：190〜200】 

2. 着衣時のドアー 

、 j ふ じ i た J (こ户 1) 山 ‘ j じ！ふ jJU 1；山)) - 0 

' ，'((苗 

アルハムドウリッラーヒッラズイーカサ ーニ ー 
ハー ザ （ッサウノく） ワラ ザ カニーヒ ミンガ 
イリ ハウ リンミン ニーワラー クウ ワ。 

「無力な私にこの服を着させ、恵み与えて下さった 
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アツラーに 讚え あれ。」 

3. 新しい服を着た時のドアー 

'心じぶ5若シ'过たん知心す山过許〇ぃ 
. (む;:^じ ji ; 。共心/み i ぶ j 

アツラーフンマラカ/レハムドウアンタカサウ 
タニー ヒアスアルカミンハイリヒワハイ 
リ マー スニアラフ。ワアウーズビカミ 
ンシヤツリヒワシヤツリ マー スニアラ 
フ。 

「アツラーよ、全ての讚美はあなたにこそあれ。あ 
なたこそが私にそれを着せて下さいました。そこに 
ある良きものと、それによって得られる良きものを 
与えて下さいますように。そしてあなたにそこにあ 
る悪しきものと、それによって得られる悪しきもの 
からのご加護をポめます。 の」 

4. 新しい服を着た人へのドアー 

■ ((( J だふ1 J ))-V 

トウブリーワユフリフッラーフタアーラー。 


①訳を注：つまりその衣服をアッラーへの服従や崇拝行為に用いれば、 
それによって報奨ボ得られますボ、そのホ服をアッラーへの反逆行為 
や不服従に用いれば、それによって罪ボ得られることになります。 
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「（その服が）着古され、その後更にアッラーが巧し 
い物を与えて下さいますよう 。の」 

. ((い *6 一 こ t t 山;- wwJl ) ノ-八 

イルビスジャディーダン、ワイシュハミーダ 
ン、ワムトウシヤヒーダー。 

「亲片しい物を着なさい。誉れ高く生きなさい。そし 
て商教者として死になさい。」 

5. 服を置いた時の言葉 


. ((础 

ビスミツラー。 

「アツラーの御《において。」 

6. トイレに入る時のドアー 

■ ((4^み1 j 44山シ/立いすぶ (4^1 油户 )) -ぃ 

ビス ミツラー。アツラー フン マ イン ニー アウ ー 
ズビカミナルフブ スイ ワル ハバー イス。 

「アツラーの御 《において。 アツラーよ、 私は男女 
の悪魔からあなたにご加護をホめます。」 

7. トイレから出た時のドアー 

.(( 如 弁))-、、 

①訳を注：つまりそのホ服ボ着古され、その後別の新しい衣服を得る時 
ボ来るまで長生きしますように、という意み。 
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グ フラー ナカ。 

「あなたにお赦しを求めます。®」 

8. ウドウーの前のズィクル 

■ ((ふ1户))-バ 

ビスミツラー。 

「アッ ラーの 御《において。」 

9. ウドウーが終わった後のズィクル 

!) t おじこ J み^'、 j ふけ I 巧、なお f ))_ 、 r 

アシュハドウ アッラーイラーハイッラッラー 
フワハダフラーシャリーカラフ。ワアシ 
ュハドウアンナムハンマダンアブドウフワ 
ラス ー/レフ。 

「かれに並ぶ者なきァッラーな外に真に崇拝すべき 
ものはなく、ムハンマドは彼のしもべであり、使徒 
であることを証言します。」 

アッラーフンマジュアルニーミナッタウワービー 
ナワジュアルニーミナルムタタッヒリーン。 

® 訳を注：排便により身体的に清められた後、更に精神的な巧れであ 
る罪の赦しを請うという意ホが含まれています。 
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「アツラーよ、私をよく悔悟する者に、そしてよく 
屯、身を清める者として下さい。」 

•:しこ Jun 0; し 过じ 4_ i ))- い 

■ ((dUl 

スブ ハー ナカ ツラー フン マ ワビ ハム デイク。ア 
シュハ ド アツラー イラ ーハイツラー アント 
ウ。アスタグフイルカワアトウーブイライク。 

「アツラーよ、あなたに賞賛と讚美あれ。私はあな 
たな外に真に崇拝すべきものはないと証言し、あな 
たにお赦しを請い、悔悟します。」 

10. 家を出る時のズイクル 

. ((ふい!み 、 j J > 、 jt 祉みみ祉 (^))-n 

ビスミツ ラー。 タワツカ/レ トウ アラツ ラー。 ワ 
ラー ハウラワ ラー クウワタイツ ラー ビ 
ッラー。 

「アツラーの 御ぶ において。 私は アツラーにこの 身 
を 委ねます。至高至大の アツラーの 他にいかなる威 
力も強大なるものもありません。」 

t お f ふ 心 f 苗班0ぃ V 

-((おぶ^ふお "1 ふり 
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アツラーフンマインニーアウーズビカアン 
アディツラ、アウウダツラ、アウアズィツラ、 
アウウザツラ、アウアズリマ、アウウズラマ、 
アウアジュハラ、アウユジュハラアライヤ。 

「アツラーよ、私は自分が迷い迷わされることから、 
また過ちを犯し犯されることから、また不正を働き 
働かれることから、また無知に贿り無知に贿らされ 
ることから、あなたにご加護をホめます。」 

11. まに入る時のズィクル 

(( じ 1 巧みぶ j. 1：^> ふ 1 (. ノ ) 一、八 



ビスミツラーヒワラジュナー。ワビスミツラー 
ヒハラジュナー。ワアラーラツビナータワ 
ツカ/レナー。 

「『アツラーよ、アツラーの御《において私たちは入 
り、アツラーの御ぶにおいて私たちは出ました。そ 
して私たちの主に全てをお任せしました。』こう言つ 
て、それからま族に挨接をする。」 

12. モスクへ行く時のドアー 

Jj 'jJ-> ciLlJ J j i. \jy J 广み ! の-パ 
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■ ''I i ミ ヴ。 '|^- 一 ' 

ぶ J <■ b>J 吟づ i o^J <• b ザ タ 山ジ <• b ザ 山ジ <• br ^jf^. 

<■ 'jj-' -(_^ J J-^'j ^ bjj 0 •ソ t \jy ^^ じ 1 班 j t しょ ; Jl^ 

^■4 ^ し Lj-> ^ bjj J <■ bjj J 广 hy J 广 

<■ 'jj-' 安' • bj-' cs-?^ Jj ^ hy usr^ J J^'j <• hy us4^^ 

■- J bj-' J J-^' 苗 i' )) (( bjj (i ィ与みふ Jj 

)) (( ^\jy ぶみ' ■ ぶジ t し，; ぶが) (( 止咬 jJjyj 

.jy iP'hy d 

アツラーフンマジュアルフイーカルビーヌー 
ラン、ワフイ ー リサ ーニー ヌーラン、ワフ 
イーサムイーヌーラン、ワフイーバサリー 
ヌーラン 、ワ ミンフアウキーヌーラン 、ワミ 
ンタハティーヌーラン、ワアンヤ ミーニー 
スーラン、で アン シマー リーヌーラン 、ワミ 
ンアマー ミー ヌーラン 、ワ ミンハルフイー 
ヌーラン、ワジュアルフイーナフスイーヌー 
ラン、ワアアズイムリーヌーラン、ワアツ 
ズイムリーヌーラン、ワジュアノレリーヌー 
ラン、ワジュアル ニー ヌーラ ー。 アツラーフンマ 
了マティニー ヌーラン、ワジュアルフイー マ 
サビーヌーラン、ワフイーラハミーヌーラ 


28 


ン、ワフイーダミーヌーラン、ワフイーシ 
ヤアリーヌーラン、ワフイーバシヤリーヌ 
ーラー。アツラーフンマジュアルリーヌーラン 
フイーカブリー.-•ワヌーランフイーイ 
ザーミー。ワズイドウニーヌーラン、ワズイ 
ドウニーヌーラン 、ワ ズイドニーヌーラ ー。 
ワハブリーヌーランアラーヌー ル。 

「アツラーよ、私の屯、に光を、私の舌に光を、私の 
聴覚に光を、おの視覚に光を、おの上から光を、私 
の下から光を、私の右に光を、私の左に光を、私の 
前から光を、おの後ろから光を、おの魂に光をお与 
え下さい。そして私のために光を強くして下さい。 
光を強くして下さい。私のために光をお与え下さい。 
私を光にして下さい。私に光をお与え下さい。私の 
神経に光を、肉に光を、血に光を、髪に光を、皮膚 
に光をお与え下さい。」 

「アツラーよ、おのために私の墓に光を--•私の 
骨に光をお与え下さい。」 

「そして光をお増やし下さい。そして光をお増や 
し下さい。そして光をお増やし下さい。」 

「そして光の上に光をお与え下さい。」 
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13. モスクに入る時のドアー 

jllg ": •い C ド ^^( Ajllal.-jj (. ド ^^^( 苗 J t、* . も 。1 <Ullj i^^1))—Y • 
^\y\ (j 品 I 弁し加 j 尸 j ホ r ' 义こ Jij sSCJij t 油厂 L t 广クタ 

. (( 

アウーズビツラーヒルアズイーミ、ワビワジュ 
ヒヒルカリーミ、ワスルターニヒルカデイーミ、 
ミナツシャイターニツラジーム。ビスミツラーヒ、 
ワツサラートウワツサラームアラーラスーリ 
ツラー。アツラーフンマフタフリーアブワーバ 
ラハマテイク。 

「私は偉大なるアツラーに、その尊い御顔に、そし 
て原初よりのかれの権威において、日兄われるべきシ 
ャイターンからのご加護を与えて下さるようホめま 
す。アツラーの御《において、そしてアツラーの使 
徒に祝福と平安あれ。アツラーよ、あなたのご慈悲 
の扉を私にお開き下さい。」 

14. モスクから出る時のドアー 
iU もじじ ! ^ し油 J ぶ f 义 iJlj ミ乂三 Jlj 祉 Y 、 

■ ((ド 身 I j ム ; シ , 。若夕 ^' 神し '•4'^ 
ビスミツラーヒ ワッサラートウ ワッサラーム 
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アラーラスーリツラー。アツラーフンマインニ 
ーアスアルカミンフアドウリク。アツラーフ 
ンマアスイムニーミナツシヤイターニツラジーム。 

「アッラーの御ぶにおいて、アッラーの使徒に祝福 
と平をがありますように。アッラーよ、私にあなた 
の恩恵をお恵み下さい。アッラーよ、私を呢われる 
べき悪魔からお守り下さい。」 

15. アデーシ®を聞いた時のズイクル 
22-乂グッス V ン（アデーンを呼びかける者）が言 
う通りに、後を次いで繰り返して言う。ただし、 

.(( ピ AlJl ぶ若ぶ^)) 

レ、イヤアラッサラーテイワハイヤアラル 
ファラーハ（いざ礼拝に来たれ、いざ成功に来たれ)」 
の部分だけ、 

.バふしが 

ラーハウラワラークウワタイツラービ 
ツラー。 


① 訳を注：礼拝を呼びかける一連の文句のこと。「アッ ラー フアクバ 
ル （2 回）、アツラーフアクバノレ但回）、アシュハドウアツラー 
イラーハイツラツラー （2 回）、アシュハドウアンナム ハン マ 
ダッラスールッラー （2 回）、 ハイヤーアラッサラー （2 回）、 ハイ 
ヤーアラルフアラーハ （2 回）、アッラーフアクバル但回）、ラ 
ーイラーハイッラッラー。」 
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「至高至大のアッ ラーの 他にいかなる威力も強大な 
るものもありません。」と言う。 


、ぶ立じ U ん苗け!叫、 j ; j ^ il しち))-げ 
. ( 也 -; 户 i ツが jd^J Lj 4iL 


ワアナアシュハドウアツラーイラーハイ 
ツラツラーフワハダフラーシャリーカラフ、 
ワアンナムハンマダンアブドウフワラス 
ールフ、ラデイートウビツラーヒラツバン、ワ 
ビムハンマデイツラスーラン、ワビルイスラーミ 

ディ ーナー。 

「『そして私は、並ぶ者無き唯一のアツラーな外に真 
に崇拝すべきものは無く、 ムハンマドは 彼のしもべ 
であり使徒であると証言します。おはアツラーが私 
たちの主であり、イスラームが私たちの宗教であり、 
そ してムハンマ ドが私たちの使徒であることに満足 
しました。』これをグツス' V ンのタシャツブド（信 
仰告白） ® の後に言う。」 

24 -「•^グツス' V ンの呼びかけに答えた後に、預言 


①訳を注：「アシュハドウアツラーイラーハイツラツラー、アシ 
ュハドウアンナムハンマダツラ スール ツラー」の言葉。 
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者（彼に ァツラーからの 祝福と平まあれ）への祝福と平 
安を願う。®」 

じ UU' 心 jJl 。 1_^ こ ；^ Y 0 

、立]かじ1^; (_5。1 (■ i 尸なしに么^じ i み^じみ六 ' JI 

■ CSIUI 

アツラーフンマラツノくハーズイヒツダアワテイ 
ツターンマテイ、ワツサラーテイルカーイマ。アー 
テイム ハン マ ダニ ルワスイーラタワルファデイ 
ーラ。ワブアスフマカーマンマハムー ダニ ツラ 
ズイーワアツタフ、（インナカラートウフリフ 
ルミーァードゥ）。 

「ァツラーよ、この完成された呼びかけと繰り返し 
続く礼拝の主よ、ムハンマドに天国における高い位 
階と栄誉を与え、あなたが彼に約束されたところの 
賞营に溢れた位階に彼を蘇らせたまえ（本当にあな 
たは約束を反故にされる事がありません)。」 

26 - 「 アザーンと y クーの間に任意のドアーをす 


① 訳を注： I 2 頁の訳を注①及び155頁の「預言を（彼にアッラーから 
の況福と平巧あれ）のために巧願することの徳」章を参照のこと。 

② 訳そを：礼拝開始直前の呼びかけの言葉。31頁脚注のア ザーンの 言 
葉を を 1回ずつ言います（ただしハナ フイーを 学派はア ザーン 同様2 
回ずつ）。尚、レ、イ ヤー ア ラルフアラーハ」 の後には「カドウカ 

33 




る。この間に行われたドアーは、必ず受け入れられ 
る。」 

16. y スデ y ブターブけし拝開始）のドアー 

じ ti -(1^ 〇 毒みぶ 广 gJJD)- YV 





■ ((ミス]! j s ふ^こ k ] し二が山石： r 5 


アツラー フン マノくー イド ノくイニー ワ ノく イナ 
ハタ'ーヤ'ーヤカマ'ー ノス'ー ア ' V タ ノス イナルマシ 
ュ リキワルマグリブ。 アツラー フンマナツキ ニ 
ー ミン ハターヤーヤ、カマー ユナ ツカツ サウ 
ブルアブヤドウミナ ツダ ナス。 アツラー フンマグ 
スイ ル ニー ミン ハターヤー ヤ ビツ サルジワ 
ル マー イワル バラ ドウ。 

「ァッラーよ、私と私の過ちの間を東西の間を遠ざ 
けたように遠ざけて下さい。アッラーよ、白い服が 
汚れから清められるように私を私の過ちから清めて 
下さい。アッラーよ、雪と水と養で私を私の過ちか 
ら清めて下さい。」 

.•£] こ备 j な；.弁 I ぶじ ))-YA 

ーマティッサラーけ L 拝はまさに始まった）」という文句を2回入れ 

ます。 


34 



. ( な夕叫 

スブハーナカッラーフンマワビハムデイカ、ワ 
タバーラカスムカ、ワタアーラージャッドウカ、 
ワラーイラーハガイノレカ。 

「ァッラーよ、あなたに賞营と讚美あれ。あなたの 
御名は祝福に溢れ、あなたのご偉力は至高です。あ 
なたの他に真に崇拝すべきものはありません。」 

Cr-i じ；しお占 (；^j 

i (. (j^LxJl 一 j ぶ (_jl_iT; t t t ^ (j い山 ^— バ JJ 

un Aili こ J; . 立 ^^^ I シ ' じじ o>J 鸣おなみ ^ 

卜 Ji (J, J^LJ ムみじ C-UJs (. じじ (Jj i£JI .cS\ 

- i；l L*^ 

. こ J ^ 占 _ ふ:、ぶ^ ク じ t ム W ! 

C がじ过 ^ UU がしジなお t 过ぶぶ • みじ t 為ム；が 
■ ((が'! じ苗;^しこづにちこ与 

ワッジャフトウワジュヒヤリッラズイーファ 
タラッサマーワーテイ ワルアルダハニーファン 
ワマーアナミナルムシュリキーン。インナ 
サラーテイー、ワヌスキー、ワマフヤーヤ、ワ 
ママーテイ’ ーリツラーヒラツビルアーラミーナ、 
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ラーシャリーカラフワビザーリカウミル 
トウワアナミナルムスリミーン。アツラーフ 
ンマアンタルマリクラーイラーハイツラー 
アントウ。アンタラツビーワアナアブドウ 
ク。ザラムトウナフスィーワアタラフトウビ 
ザンビーフアグフィルリーズヌービージャ 
ミーアンインナフラーヤグフィルツズヌーバ 
イツラーアントウ。ワハディニーリアフサニノレ 
マ' つラ 'ーキ ラ' ーヤハディ'ー リアフサニハ'一 
イツラーアントウ。ワスリフアンニーサイイ 
アハー、ラーヤスリフアンニーサイイアハー 
イツラーアントウ。ラツバイカワサアダイカ、 
ワルハイルクツルフビヤダイカ、ワツシャツル 
ライサイライク。アナビカワイライク。夕 
バーラクタワタアーライトウ。アスタグフィル 
カワアトウーブイライク。 

「おは天地の創造主に、シルク®を犯す者ではなく純 


①訳を注：シルクとは、全宇巧の創造や巧有や管巧などアツラーのみが 
専有する性質においてアツラーな外の何かをかれに共有-参与させた 
り、あるいはアツラーのみに向けられるべき祟拝行為を、かれな外の 
化のものに向けて斤うこと。イスラームのお本教義であるタウヒード 
の反対語であり、ゆえに厳しく禁じられています。 
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正な信徒①として顔を向けました。私の礼拝、献身行 
為、生、そして死は並ぶ者なきおホである全世界の 
主アッラーにこそ捧げられます。私は実にそのよう 
に命じられ、そして服従した者たちの1人です。ア 
ッラーよ、あなたはあなたな外に真に崇拝すべきも 
のがないところの王です。あなたは私の主で私はあ 
なたのしもべです。私は自分自身に不正を働きまし 
た。そして自分の罪を認めました。ですから私の罪 
全てをお赦し下さい。罪を赦されるおホはあなたな 
外にいないのです。私を最も良い人格へと導いて下 
さい。そこへ導くのはあなたな外にいません。私か 
ら悪い人格を取り除いて下さい。悪い人格を取り除 
くおホはあなたな外にいません。私はあなたに常に 
仕え、あなたの御許に馳せ参じます。全ての善はあ 
なたの御手の内にあります。悪いまがあなたに帰せ 
られることはありません。私はあなたによって存在 
するもので、あなたの御許へと帰ります。あなたは 
祝福に溢れ、いと高くおわしますおち。私はあなた 


①訳を注：ヌーフからイブラーヒーム、ムーサー、イーサーらから最後 
の預言をムハンマド（彼らにアツラーからの祝福と平まあれ）にまで 
至る全ての預言をボ人々をそれに誘ってきたところの、アツラーのみ 
に崇拝行為を向けるという純正な一神教のことです。 



に罪の赦しを請い、あなたに悔悟します。」 

み Li 扛 1 みじ t ふ ^ ち ck お 4^; ^oyr> 
^ ijiii も 14^ も ^: Ji 心 U sS^iJij 心卜庐 t ゾ 心 '^ ij 

J1 主し *^ ^ c5 ■: i-r ム i ^も L?^' li y-^i- 

■ ■Hj'f 

アッラーフンマラッバ ジブ ラーイー多、ワ ミ 
一力ーイーラ、ワイスラーフイーラファーテイ 
ラッサ マー ワーテイワノレアノレドウ。アーリ マ ルガ 
イビワツシャハーダ。アンタタハクムバイナ 
イバーデイカ フイー マーカーヌー フイ ーヒ 
ヤフタリフーン。イヒデイニーリマフトウリファ 
フイ ーヒミナ ルハツキビイズニク。イン ナカ 
タハデイ ー マンタシ ャー ウイラ ー スイラー 
テインムスタキーム。 

「アッラーよ、 ジブリールとミーカーイールとイス 
ブーブイー/が■の主、天地の創造主よ、不可視なる世 
界と可視なる世界をご存知なられるおホよ、あなた 


①訳を注：全て大天巧のを。ジブリール（ガブリエル）は諸預言をや 
巧巧たちに対して、 アッ ラーからのを示伝達を担い、ミーカーイール 
(ミカエル）は雨と作物をを任されています。またイスラーフイール 
は巧笛をホいてこの世の終焉を吾げ、またもう ー ホきで全てのものの 
復活を知らせる役割を任されています。 
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こそあなたのしもべたちがな前意見を異にしてぃた 
ことに関して彼らの裁かを下されるおホ。真理から 
反れたことに関して、あなたのお許しをもって私を 
お導き下さぃ。あなたこそあなたがお望みになる者 
を真っ直ぐな道へとお導きになられるおホです。 
し^ふ夕 r 油 j ホ i 夕 j 方 i •夕 r^io) - で、 
じ乂 &((' ツ ^ じ； 1jOSLij j ぶふ丄；もじ 
. ((5 夕 j t Axijj 14^' 心 ' ： jU4iJi シ ' ふいぶ)） 
アツラーフアクバルカビーラー。アツラーフ 
アクバルカビーラー。アツラーフアクバルカ 
ビーラ ー。 ワルハムドウリツラーヒカスイーラ 
一。ワルノ、ムドウリツラーヒカスイーラー。ワ 
ルハムドウリツラーヒカスイーラー。ワスブ 
ハーナツラーヒブクラタンワアスイーラー。 

( X 3 回）アウーズビツラーヒミナツシヤイター 
ニミンナフヒヒ、ワナフスイヒ、ワハムズ 
ィヒ。 

「ァッラーは偉大なり。ァッラーは偉大なり。ァッ 
ラーは偉大なり。ァッラーを限りなく称えます。ァ 
ッラーを限りなく称えます。ァッラーを限りなく称 
えます。朝に夕にァッラーを称えます。」 （ X 3 回）「私 
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はアツラーに、シャイターンとその息と唾の吹きか 
け、そしてその帰きのからのご加護をホめます。」 

山 '；.^ 心 か j olj 片 1 J ザ ' ム ; 1 ；山ぶ神。 卜け 
心ム ; L ； SL| 山 ' j t ^ ^ j t y^j% 〇レ片おム ; jO 山 
心 か； みレ 片 1 加ぶ山 1 il ら . ^ 户夕じ Ob 片 1 

ムし 1 ；も I ilJj. 户ジじ dUi こ i 1 ；も I il ら 
jiijiji ふ占 4_^Liji ぶりお lir ぃみ I 过み t ，争 I み I 



iLjt ij.1 Jjgijc ム下 dL,jc ムが过 4 も t ムじ;山 
じ； i こ ^ °J-I じ； t ム JlJ じみじ i c^U- とづじ t c^U- 
ムし cS\ 却、户みム b t (• ぶ il ムし CUU^I じ； t oj づ 

. ((こ叫、 

アツラーフンマラカルハムドウ、アンタヌール 
ツサマーワーテイワルアルディワマンフイ 
ーヒンヌ。ワラカノレハムドウアンタカイイム 
ツサマーワーテイワルアルディワマンフイ 
ーヒンヌ。ワラカ/レハムドウアンタラツブツ 
サマーワーテイワルアルディワマンフイー 


①訳そ注：これらは全て人を迷わせ、巧獄への道連れにしようとする 
シャイターンの策略を示しています。 
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ヒンヌ。ワラカルノ、ムドウラカムルクッサマ 
ーワーティ ワルアルデイワマンフイーヒン 
ヌ。ワラカノレハムドウアンタムレクッサマー 
ワーティワルアルディ、ワラカルハムドウ。ア 
ンタルハック。ワワアドウカルハック。ワカウ 
ルカルハック。ワリカーウカルハック。ワルジャ 
ンナトウハック。ワンナーノレハック。ワンナビ 
ィユーナハック。ワムハンマドウンサッラッ 
ラーフアライヒワサッラマハック。ワッサ 
ーアトウハック。アッラーフンマラカアスラ 
ムトウ。ワアライカタワッカルトウ。ワビカ 
アーマントウ。ワイライカアナブトウ。ワビ 
カハーサムトウ。ワイライカハーカムトウ。 
フアグフィルリーマーカッダムトウ、ワマ 
ーアツハルトウ、ワマーアスラルトウ、ワマ 
ーアアラントウ。アンタルムカッディム、ワア 
ンタルムアッヒル。ラーイラーハイッラー マ 
ンタ、アンタイラーヒーラーイラーハイッ 
ラーアントウ。」 

「アッラーよ、讚美はあなたのもので、あなたは天 
地とそこにある者たちの光です。あなたに称えあれ。 
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あなたは天地とそこにある者たちを司るおホです。 
あなたに称えあれ。あなたは天地とそこにある者た 
ちの主です。あなたに称えあれ。天地とそこにある 
者たちの主権はあなたの御許にあります。あなたに 
称えあれ。あなたは天地の王です。あなたに称えあ 
れ。あなたは真実であり、あなたの約束は真実であ 
り、あなたの御言葉は真実であり、あなたとの謁見 
は真実であり、天国は真実であり、地獄は真実であ 
り預言者たちは真実であり、ムハンマド（彼に ァッラ 
一からの 祝福と平を あれ） は真実であり、審半リの時は 
真実であります。アッラーよ、私はあなたにこそ帰 
依しました。あなたにこそ全てをお委ねしました。 
私はあなたを信じ、あなたに悔悟しました。私はあ 
なたによって議論し、あなたにこそ栽かをホめます。 
既に私が犯し、またこれから犯す過ちを、そして密 
に犯し、また露わに犯した過ちをお赦し下さい。あ 
なたこそはまを進め遅らせるおホで、あなたの他に 
真に崇拝すべきものはありません。あなたこそは私 
の崇拝するおホであり、あなたな外に真に崇拝すベ 
きものはありません。」 
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17. ルクーウ (立礼）①のドアー 

■ ((片 iJl を5白; 

スブハーナラツビヤルアズイーム。 （ X 3 回） 

「偉大なる私の主を称えます。」 （ X 3 風 

( U 。與おぶム；^))-^ 
スブ ハー ナカ ツラー フン マラツノ《ナー ワ ビノ、 
ムデイカ アツラー フンマグフイルリー。 

「私たちの主アツラー、あなたに賞實と讚美あれ。 
アツラーよ、私をお赦し下さい。」 

.(( こ J ツじ夕りふ ! t )) -で。 

スツブーフン、クツ'ドウースツラツブルマラーイカ 
テイワツルーフ。 

「讚美されるべき崇高なおち、聖なるおホ、天使た 
ちと ジブリ ー/い D 主よ。」 

I ぶぶ id ：-! 逝 t iLji 山 j ぶ神 I ))- r -\ 

■ (( 1/5山 〇^じ二' じ； 

アツラーフンマ’ラカラ^ァトウ、ワ ピヵ，ァ 
ーマントウ、ワラカアスラムトウ。ハシャアラ 
カサムイー、ワバサリー、ワムツヒー、ワア 

①訳者を：礼拝中の一動作。立ったまま、上半身をお辞儀をするように 
前方に傾ける状態。 
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ズミー、ワアサビー、ワマスタカツラビヒカ 
ダミー。 

「アツラーよ、あなたのためにノレクーク（立礼）し、 
あなたのみを信仰し、あなたに服従しました。私の 
耳も、目も、脳も、骨も、神経も、そして私の足が 
運ぶもののも、全てはあなたを屈んで畏敬します。」 

■ ((。丘 iJ じ. J し:^ ij. 山ぶ山 j. 古 J み I 如 5 じ 4*i))-rv 
スブ ハーナズイルジ ヤノ 《ルーテイ、ワルマラクー 
テイ、ワルキブリヤーイ、ワルアザマ。 

「この上なき権勢と王国、強大さと偉大さの持ち主 
に称えあれ。」 

18. ノレクークから起き上がる時のドアー 

サミアツラーフリマンハミダフ。 

「アツラーは、かれを貴美する者の声をお聞きにな 
られる。」 

. (( aJ じ J 与 心 I 过；を))-パ 

ラ ツノく ナーワラカノレノ、ムドウ、ハムダンカス 
イーランタイイバンムバーラカンフイーヒ。 


①訳を注：身体のこと。 
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「私たちの主よ、あなたにこそ賞貴あれ。この上な 
くが山の、素晴らしい、祝福に溢れた賞賛あれ。」 

が こ^じ；ム3 1 じ；;ム3 oij レ」 I ;ム))-い 
己じ、神し:!; a ぶを j t みI jii じおしム。 jj .なIぶ;' み 
.((社 I も社ぶ を心 ^ il 共 、 J t 

ミルアッサマーワーテイ ワミルアルアルデイ 
ワマー ノくイナフマー、ワ ミルアマーシウ 
タミンシャイインバアドウ。アハラッサナー 
イワルマジュデイ、アハックマーカーラルア 
ブドウ、ワクッルナーラカアブドウ。アッラ 
ーフンマラーマーニアリマーアアタイタ、 
ワラームウテイヤリマーマナアタ、ワラ 
ーヤンフアウザルジャッデイミンカノレジャッ 
ド'ゥ。 

「あなたへの讚美は天地とその間にあるもの、そし 
てあなたの望むその他全ての物を満たします。讚美 
と栄光の主よ、私たち全員がそうであるところのあ 
なたのしもべが（次のように）言う言葉は、至極の 
真理です：『アッラーよ、あなたが与えたものを禁じ 
る者はなく、あなたが禁じれば他に与える者はおり 
ません。（現世における）どんな優れた境遇も、あな 
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たの 御 許での真の幸福を益することはありません。 

①』」 

19. サジダ (平伏礼）②の時のドアー 

. ぷ -ミ、 

スブ ハー ナラ ツビ ヤルア アラー。 （ X 3 回） 

「崇高な私の主に称えあれ。」 （ X 3 回） 

.(し r み媒 I 苗峰 j を許 I 

スブ ハー ナカ ツ ラー フンマ ラツノス ナー ワ ビハ 
ムデイカ アツラー フンマグフイルリー。 

「私たちの主アツラー、あなたを称えます。アツラ 
一よ、私をお赦し下さい。」 

. ( レ， クじみ油 与 j t 占 4^))-ir 

スツブーフン、クツドウースツラツブルマラーイカ 
テイワツルーフ。 

「讚美すべき崇高なおホ、聖なるおホ、天使たちと 
ジブリ ールの主。」 


の訳を注：現世における権力、財産、子巧などの幸運は、それ自体では 
アッラーの御許での真の幸運、つまり天国という報奨を獲得すること 
には直接つなボらない、ということ。至高のアッラーは仰られまし 
た：《が産と子孫は現世の生巧の飾り物であるが、永遠に残る善行こ 
そはあなたのまの御許で最も優れた報奨であり、希望である》（洞窟 
章： 46) 

◎訳そ注：礼拝の中の1動作。いわゆる贿拝のこと。 
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ム JL ：; 山 '; t iLj oj^iu 神 OM ミ 

■ ((苗 も I i ^ V ^\ お与 t : み:;心 Jij . ;ぶ 三 j t なじ (^ JlU 

アッラーフンマラカサジャットウワビカ 
アーマントウ、ワラカアスラムトウ。サジャダ 
ワジュヒヤリッラズイーハラカフ、ワサウワ 
ラフ、ワシャッカサムアフワバサラフ、夕 
ノくーラカッラーフアハサヌルノ、ーリキーン。 

「アッラーよ、おはあなたにサジタ''し、あなたを信 
仰し、あなたに従いました。私の顔はそれを創造し、 
形造り、そこから耳と目を刻み分けたおホに平伏し 
ます。最高の創造主アッラーに称えあれ。」 

.(( じム iJi j t ぶ夕じ t 古知み由 j み I 如 j じ 4^))- い 
スブハーナズイルジャノ《ルーテイ、ワルマラクー 
テイ、ワルキブリヤーイ、ワルアザマ。 

「この上なき権勢と王国、強大さと偉大さの持ち主 
に称えあれ。」 

。みみ;;>巧 Ujl j c j lii . ぶ 神 1))- n 

' (も; 

アッラーフンマグフイルリーザンビークッラ 
フ、デイッカフワジッラフ、ワアウワラフワ 
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アーヒラフ、ワアラーニヤタフ、ワスィツラフ。 

「アツラーよ、大きいものも小さいものも、最初の 
ものも最後のものも、知られているものもまだ知ら 
れていないものも、私の罪を全てお赦し下さい。」 

i lLIlJJ lip '.一 liJ-jliljtojJ i ン レ -; S V 

■ ぶこ真うおム; il お•ぶ 峰 ^; んみみじ 

アツラーフンマインニーアウーズビリみ一力 
ミンサハティク。ワビムアーファーティカミ 
ンウ クー バティク。ワアウーズビカミンク。 
ラーウフスィーサナーアンアライカアンタ 
カマーアスナイタアラーナフスィク。 

「ァツラーよ、おはあなたのご満悦によってあなた 
の怒りからの、そしてあなたのお赦しによってあな 
たの懲罰からの、あなたによってあなたからのご加 
護をホめます。私はあなたが御自身を護美されたよ 
うにあなたを讚美することは出おません。」 

20. 2回のサジダの間、座っている時のドアー 

ラツビグフィルリー、ラツビグフィルリー。 

「主よおを赦したまえ、主よおを赦したまえ。」 
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<•1^3 ぶ <• 苗じ；' ■ <■ (*" frUO トバ 

アッ ラー フンマグフィルリー、ワルハム ニー、 ワ 
ハディ ニー、 ワジュブル ニー、 ワ 了ーフィニー、 
ワルズク ニー、 ワルファア ニー。 

「ァッラーよ、おを赦し、私にお慈悲をかけ、私を 
導き、私を正し、私をずり、私に恩恵を与え、私の 
位階を上げて下さい。」 

21. クルァーン読誦によるサジダの時のドアー 

t 户-‘み み； j_ij tliU esllj 苗 'J 3^))-0' 

' (( ；^な1 お鸟参 

サジャダワジュヒヤリッラズィーハラカフ、 
ワシャッカサムアフワバサラフビハウリ 
ヒワクウワティヒ。ファタバーラカッラーフ 
アハサヌルノ、ー リキーン。 

「私の顔はそのお力によってそれを創造し、形造り、 
そこから耳と目を刻み分けたおホに平伏します。『最 
高の創造主 ァッラーに 称えあれ。』」 

J しぶ?■じ t Ijjj 11 Jt\ ^ J, 4-^' 0 、 
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アツラーフンマクトウブリービ ハー インダカ 
了ジュラー。ワ ダァアン ニー ビ ハー ウイズ 
ラー。ワジュアルハーリーインダカズフラー。 
ワタカツノ《ルノ 、ー ミン ニーカマー タカツノく 
ルタ ハー ミンアブデイカダーウード。 

「アツラーよ、私のために（クルアーン読誦の）報 
奨をあなたの御許に書き留めて下さい。そしてそれ 
によって私の罪という重荷を取り除いて下さい。そ 
して私のためにそれをあなたの御許に蓄えて下さい。 
そしてあなたがあなたのしもべである夕''ークー ドか 
らそれを受け入れられたように、私からも受け入れ 
て下さい。」 

22. タシャツブド（信仰告白）① 

i ら UIj t 三 Jlj . ふ バ 

un 4)1 ぶ；^义 U しだをぶ加ぶ 

.(( ジバし含 y おじ苗 n! 

アツタヒーヤートウリツラーヒ、ワツサラワート 
ウ、ワツタ イイ バートウ。アツサラームアラ イカ 
アイ ユハンナビーユ ワラ ハ マトウッラ ーヒ ワ 


①礼拝の中の義務行為の内の1つ。礼拝の2ラクア、あるいは 3. 4ラ 
クア目を終えた時に、座ったまま無言でこの言葉を唱えます。 
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バラカートウフ。アツサラームアライナーワ 
アラー イ バーデイツラーヒツサーリヒーン。アシ 
ュハドウアツラー イラ ーハ イツ ラツラーフ 
ワアシュハドウアンナムハンマダンアブド 
ウフワラス ーノ レフ。 

「全ての讚美と巧りとよき言葉はアッラーに（捧げ 
られます)。預言者よ、あなたの上に平安とアツラー 
のご慈悲と祝福がありますように。私たちに、そし 
てアツラーの敬虔なしもべたちに平安あれ。私はア 
ッラーな外に真に崇拝すべきものは無いことを証言 
します。私は ムハンマドが アツラーのしもべであり 
使徒であることを証言します。」 

23. タシヤツブバをの預言を（彼にアツラーからの 
巧福と平安あれ）への巧巧 

ぶ；卜$1石 i ぶ じお t jT (Jpj ぶ げ 

だ去 (/f ( j ■ぶ j 去一ぶ j ■ぶも' 4 しと叫 <■ 卜句 

■ (( ぶい jT ぶ j 户 功ぶこ i ■ぶ 

アツラーフンマサツリアラームハンマデイン 
ワアラーアーリムハンマド ウ。 カマーサツ 
ライタ アラー イブ ラーヒーマワアラーア 
ーリ イブ ラーヒーマ、 インナカ ハミードウン 
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マジードウ。アツラーフンマバーリクアラー 
ムハンマディンワアラーアーリムハンマド 
ウ。カマー ノくー ラクタアラーイブラーヒーマ 
ワアラーアーリイブラーヒー マ、 インナカ 
ハミードウンマジードウ。 

「アツラーよ、あなたがイブラーヒームと彼の一族 
に栄光をお与えになったように、ム ハン マドとムハ 
ンマドの一族にも栄光をお与え下さい。あなたこそ 
全ての讚美と栄光の主です。アツラーよ、あなたが 
イブラーヒームと彼の一族を祝福されたように、ム 
ハン マドとム ハン マドの一族を祝福して下さい。あ 
なたこそ全ての讚美と栄光の主です。」 

おが <• ^ぉ ぶ;ぶ み!1))- 0ミ 

おこ' " S ' ぶ仁女■なぶちら <■ 咕 

アツラーフンマサツリアラームハンマディン 
ワアラーアズワージヒワズツリーヤティヒ。 
カマー サツライタアラーアーリイブラーヒ 
ーム 。ワバー リクアラームハンマディン ワ 
アラーアズワージヒワズツリーヤティヒ。力 
マ 'ー ノく'ーラクタ 了ラ' ー マ 'ーリ イブラ'ーヒ'一 
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ム。インナカハミードウンマジードウ。 

「アツラーよ、あなたがイブラーヒームと彼の一族 
に栄光をお与えになったように、ムハンマドとムハ 
ンマドの妻たちと子孫たちに栄光をお与え下さい。 
アツラーよ、あなたがイブラーヒームと彼の一族を 
祝福したように、ムハンマドとムハンマドの妻たち 
と子孫たちを祝福して下さい。あなたこそ全ての讚 
美と栄光の主です。」 

24. サブーぶのの前の最後のタシャツブバをのドアー 

お hriJ ^ ド占 V 山 hriJ ^ 夕 ' V 心 〇 1 (ffr 姐 ))- 0 0 

.(( ji 4-1 ji 尽^ I 码ジ心 J t 〇か j が I 

アツラーフンマイン ニー アウーズビカミン 
アザービルカブル。ワミンアザービジャハン 
ナム。ワミンフイトウナテイルマハヤーワル 
ママートウ。ワミンシャツリフイトウナティ 
ルマスイーヒツダツジャール。 

「アツラーよ、私はあなたに墓の懲罰、地獄の懲罰、 
生と死の試線、偽メシアの災難からのご加護を願い 
ます。」 


①訳そ注：礼拝の締めくくりの時の動作。タスリームのこと。 



A-：^ Jj_) 之 t 一 IJlP Jjj i (J1 バ 

(jlil ^ iL Jl ^1. o け I j が I 奠^み p\jL ji 4-1 ji 

■((辟 1; 

アッラーフンマイン ニー アウーズビカ’ミン 
アザービルカブノレ。ワアウーズビカミンフ 
ィトウナティルマスィーヒッダッジヤール。ワ マ 
ウーズビカミンフィトウナティルマハヤー 
ワルママ ー トウ。アツラーフンマイン ニー アウ 
ーズビカミナルマアサミワルマグラム。 

「アッラーよ、私はあなたに墓の懲罰 、偽メシアか 
らの災難、生と死の試練からのご加護をホめます。 
アッラーよ、私はあなたに罪を犯すことと負債から 
のご加護をホめます。」 

. 心 Wl 三 jiui 、 j 1 1心叫 i 峰•ぶ iuji Ji 神 1))-。V 

■ (((^夕 ム;过ぶ J 

アッラーフンマインニーザラムトウナフスィ 
ーズルマンカスィーラン、ワラーヤグフィ 
ルッズヌーバイッラーアントウ。フアグフィル 
リーマグフィラタンミンインディカワ/レノ、 
ムニー、インナカアンタ/レガフーレツラヒーム。 
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「アツラーよ、私は自分自身に沢山の不正を働きま 
した。そして罪を赦されるおホは、あなたをおいて 
化にありません。ですからおを赦し、おにご慈悲を 
垂れて下さい。あなたこそよく赦すおホ、慈悲深き 
おホであられます。」 

¢1 (. 0 j (. 0 (. U ^J, .jipl 0 八 

、片 jjj ムじみ;ム!じ j t uj 

' (( ム; 

アツラーフンマグフイルリーマーカツダムト 
ウ、ワマーアツハルトウ、ワマーアスラル 
トウ、ワマーアアラントウ、ワマーアスラ 
フトウ、ワマーアンタアアラムビヒミン 
ニー。アンタルムカツデイムワアンタルムアツ 
ヒルラーイラーハイツラーアントウ。 

「アツラーよ、私が既に犯してしまった、そしてこ 
れから犯すであろう過ちをお赦し下さい。また私が 
密に、露わに犯した過ちと私の行き過ぎ、そしてあ 
なたが私よりもそれらをよくご存知であるところの 
私の罪をお赦し下さい。あなたこそ事を先立たせ、 
遅らせるおホ。あなたな外に真に崇拝すべきものは 
ありません。」 
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. ((み;接卢 j . おぶ t お j ぶふ;班〇トバ 

アツラーフンマアイン ニー アラーズィクリカ、 
ワシュクリカ、ワフスニイバーダティク。 

「アツラーよ、あなたを唱念すること、あなたへの 
感謝、あなたをよく崇拝することにおいて私に力を 
お貸し下さい。」 

^4之^じ t み1シ/ iL^ip; t お I 山み ip ぶ班〇卜V 
.(( 夕 JI 一心；が JI なシみ 三 若 j t 若 I ぶツぶ; i シ 

アツラーフンマインニーアウーズビカミナ 
ルブフル。ワアウーズビカミナルジュブン。 

ワアウーズビカミンアンウラツダイラ 
ーアルザリルウムル。ワアウーズビカミン 
フィトウナティツドウンヤーワアザービルカブ 
ル。 

「アツラーよ、私はあなたに吝畜と臆病、厭わしい 
年齢に戻らされること®、そして現世の試練と墓の懲 
罰からのご加護を求めます。」 

'(( 向シ -iL i ぶ j み ilfdji 神〇卜 "U 

アツラーフンマインニーアスアルカルジャンナ 


①訳を注：老衰して身体的に脆弱で知せも衰えた、巧児巧のようなが態 
に舞い戻ること。 
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タワアウーズビカミナンナー/レ。 

「ァッラーよ、私はあなたに天国を請い願い、あな 
たに地獄の業火からのご加護をホめます。」 

ミみI じ ぷ iU^ pJl))-1Y 

j iuLit Ji ミみ I SjjSili 若ぶ j I ジ 

iu じじ t uS-^i j jjLi Lai iulifj t 

、みミ jj iu じじ t UL: 、'し^' duLitj ^ llalJi 

. o；Il UJ ilf じも t jUlJl み U 夕 ilf じも t をを 

1/ 為 ; お若 jiL：iiJji じ iif じじ 

-丄* 。^じ ^ら)^| ち 去し J 

アッラーフンマビイルミカルガイバワクドウ 
ラテイカアラルハルキアハイニーマーアリ 
ムタノレノ、ヤータハイラッリー。ワタワッファニ 
ーイザーアリムタルワファータハイラッリー。 
アツラーフンマインニーアスアルカハシヤタ 
カフイルガイビワッシャハーダ。ワアスアル 
カカリマタルハッキフイッリダーワルガダブ。 
ワアスアルカルカスダフイルギナーワルファ 
クル。ワアスアルカナイーマッラーヤンファ 
ドウ。ワアスアルカクッラタアイニッラー 
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タンカテイウ。ワアスアルカツリダーバアダル 
カダー。ワアスアルカバルダルアイシバアダ 
ルマウトウ。ワアスアルカラツザタンナザリ 
イラーワジュヒカワツシヤウカイラーリカ 
ーイカフィーガイリダツラーアムディツラ 
テインワラーフイトウナテインムデイツラ。 
アツラーフンマザイインナービズイーナテイル 
イーマーニ ワジュアルナ ー フ ダー タンムフタ 
ディーン。 

「アッラーよ、不可視なる世界を知るあなたの知識 
によって、創造の力によって、おにとって生が良い 
とご半り断される限り私を生かせて下さい。そしても 
し私にとって死が良いとご半 IJ 断されるならば、私を 
死なせて下さい。アッラーよ、私は不可視なる世界 
と可視なる世界においてあなたを畏れるまをホめま 
す。そして満足においても怒りにおいても真理の言 
葉をホめます。そして裕福さにおいても貧しさにお 
いても控えめであることを求めます。私は絶えるこ 
とのない恩恵をホめ、不断の喜びを請い願います。 
そして既に定められた運命に巧しての満足を、死後 
の（天国での）涼しい生活を、あなたのお顔を拝見 
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する喜びと、害する者の害悪と迷妄の災難を被るこ 
となくあなたに謁見することへの切望をホめます。 
アッラーよ、信仰という宝飾によって私を飾り、私 
たちを導き導かれる者として下さい。」 

おふ jJi joJji iit 411 し:过じ f j! 

■ (((^ う I j ぶ I ム ; ill ぶお jJJ 

アツラーフンマインニーアスアルカヤーア 
ッラーつ ビアンナカノレワーヒドウノレアハドウッサ 
マドウッラズイーラムヤリドウワラムユ 
ーラドウワラムヤクッラフクフワンアハ 
ドウン、アンタグフイラリーズヌービー。イ 
ンナカアンタルガフールッラヒーム。 

「生むことも生まれることもなく、比べ得る何者も 
なく、唯一で自存されるアッラーよ、私はあなたに 
私の罪を赦 して 下さることを求めます。実にあなた 
こそよく赦される慈悲深きホであられます。」 

ん ^ 心 I 、 1 ：山过み dUUl Jl 种 0)- "U 
し :^ し : t ^ み uS し : 心か j olj 妈 1 とぶい U しぶ 

. ( しな ;^ み i ぶ j 乏 ! ilfuit Jl 

アツラーフンマインニーアスアルカビアンナ 


59 


ラカノレハムダラーイラーハイッラーアンタ 
ワハダカラーシャリーカラク。アルマンナー 
ヌ、ヤー ノくデイーアッサマーワーテイワルアル 
ドウ。ヤーザルジャラーリワルイクラーム。 

ヤーハイユヤーカイユーム。イン ニー アス 

アルカルジャンナタワアウーズビカミナン 
ナーノ レ。 

「アッラーよ、あなたにこそ賞貴があり、あなたな 
外に真に崇拝すべきものはなく、他に並ぶものもな 
いおホ。恵み深きおホ、天地の創造者、崇局さと栄 
誉の主、永遠に生き、自存されるおホ。私はあなた 
に天国を希求し、地獄の業火からのご加護をホめま 
す。」 

^ け ! 叫、社 I id! お f ぶ ilf じ f 

■ がなぶわ jJ ふお ピ 处 

アツラーフンマインニーアスアルカビアンニ 
ーアシユハドウアンナカアンタッラーフラ 
ーイラーハイッラーアンタルアハドウッサマ 
ドウッラズイーラムヤリドウワラムユー 
ラドウワラムヤクッラフークフワンアハ 

K ウ。 
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「アツラーよ、生むことも生まれることもなく、比 
ベ得る何者もなく、唯一で自存されるあなたな外に 
真に祟拝すべきものはないことを私は証言します。」 

25. 礼拝のサブーぶ後のズィクル 

し : こけ乂 diLj ^ 乂己 1 こ J; 神 1( じが ) 苗 I り )- "H 

• みか ij g 妈 

アスタグフィルツラー （ X 3 回)。アツラーフンマ マ 
ンタツサラーム、ワミンカツサラーム、タノ《ーラ 
クタヤーザルジャラーリワルイクラーム。 

「私はアツラーにお赦しを請います （ X 3 回)。アツ 
ラーよ、あなたこそが平安の主で、平安はあなたか 
らのものです。崇高さと栄誉の主に称えあれ。」 
jj •ぶみ;1；山 巧 di 山な iL i M 立け问 M ))-1 V 

じこ (■ こ一^'4 1^5^ t こ 斗 成 I み ^ じ、し三; 山 

. (( み I iiL み 

ラーイラーハイツラツラーフワハダフラー 
シャリーカラフ、ラフルムルクワラフルハム 
ドウワフワアラークツリシャイインカ 
ディール。アツラーフンマラーマーニアリマ 
ーアアタイタ、ワラームウテイヤリマー 
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マナァタ、ワ ラー ヤンファウザルジャツディ 
ミンカ/レジャツドウ。 

「唯一で並ぶ者無きおホ、ァツラーが外に真に崇拝 
すべきものはいません。主権と讚美はかれの御許に 
あり、かれは全能のおホです。アツラーよ、あなた 
が与えたものを禁じる者はなく、あなたが禁じれば 
他に与える者はおりません。（現世における）どんな 
優れた境遇も、あなたの御許での真の幸福を益する 
ことはありません 。の」 

jj •ぶみ;1；山巧 di 山な.な过^立け I 、り-1 A 
U t ;しが 1 苗、 j /却、間んふい!這、 j ん 5^ 
°jjj む 0；^ 411过ん ;な I み jjLijr も。な 

■ (6 ぶぶ I ;苗 

ラーイラーハイツラツラーフワハダフラー 
シャリーカラフ、ラフ/レム/レク、ワラフノレハム 
ドウワフワアラークツリシャインカデ 
ィール。ラーハウラワラークウワタイツ 
ラービツラー。ラーイラーハイツラツラーフ、 
ワラーナアブドウイツラーイーヤーフ。ラ 


の訳を注： 46頁の巧注①参照のこと。 
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フン ニアマ トウワラフノレフアドウノレワラフツ 
サナーウゾ レノ、 サン。 ラー イラ ー ハ イツラツラー 
フムフリスィーナラフツディーナワラウ 
カリハルカ ー フイ ルー ン。 

「唯一で並ぶ者無きおホ、アッラーな外に真に崇拝 
すべきものはいません。主権と讚美はかれの御許に 
あり、かれは全能のおちです。至高至大のアツラー 
の他にいかなる威力も強大なるものもありません。 
アッラーな外に真に崇拝すべきものはなく、私たち 
はかれな外を崇拝しません。恩恵と超越性はかれに 
こそ属し、そしてかれにこそよき誉れがあります。 
アツラーな外に真に崇拝すべきものはいません。例 
え不信者たちが忌み嫌おうとも、私たちはアッラー 
に誠意を反して仕えます。」 

如、 I 。’ 、知'^三 じ乂‘) yf 如 j . ふ1;山 j . 油5じ 

' ((占もおぶぶぶ 1 1;山を di 山んなみ^、心; 

スブ ハー ナツラーヒ、ワルハムドウリツラーヒ、 
ワツラーフアクノくル （X 33回）。ラーイラーハ 
イツラツラーフワハダフラーシャリーカラ 
フ、ラフルムルクワラフルハムドウワフワ 
アラークッリシャイインカディール。 
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「ァッラーに 称えあれ、そして ァッラーに こそ全て 
の 賞貴があり、 ァッラーは 偉大です（各 33 回)。 唯一 
で並ぶ者無きおち、 ァッラーな 外に真に崇拝すべき 
ものはありません。主権と讚美はかれの御許にあり、 
かれは全能のおホです。」 

J 丄 _1^ 。非 ;- "il を丄 ^1 "il J_i 参广づ "并 心み jJl 础 广 • 

. Ijj ど li 

P 以みおじ ji w を與 1 4^ 為三苗参ド乃声夕油 

■ ムゴ W 三をい古じ缸 Iゴ山^をこ ij じ!ふ一じ 

ホー UI ツん^ J 斗を ij ■-にり j-i 山^•もド色 I 

ビスミッラーヒッラ ハマー ニッラヒーム『クル 
つつッラーつ アハドウ*アッラーフッサ マ ドウ求 
ラムヤリドウワラムユーラドウ本ワラ 
ムヤクッラフクフワンアノ、ドウ』 

ビスミッラーヒッラ ハマー ニッラヒーム『クル 
アウーズビラッビルファラク*ミンシャッリ 
マーハ ラク*ワミンシャッリガースイキン 
イザー つカブ米つ ミンシャツリンナッファー 


4 _!掉心 jLjJ ’ ミを心 jLjJ 、 


\4i\ 
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サーティフイルウカドウ*ワミンシャッリ 
ハースイデインイザーハサドウ』 

ビスミッラーヒッラ ハマー ニッラ ヒー ム『クル 
アウ ーズ ビラッビンナース求マリキンナース*イ 
ラーヒンナース*ミンシャツリルワスワースイル 
ハンナース*アッラズイーユワスウイスフイー 
スドウーリンナース*ミナルジンナティワンナー 
ス』（を礼拝後に言う） 

「慈悲あまねく慈愛深きアッ ラーの 御名において。 

『言え、《かれはアッラー、唯一なる御ち。 * アッ 
ラーは、自存される御ち。*御産みなさらないし、 
御産れになられたのでもない。*かれに比べ得る何 
ものもない。》』【純正章：！〜4】慈悲あまねく慈愛 
深きアッラーの御ぶにおいて。『言え，《梨明の主に 
ご加護をたう。 * かれが創られるものの悪から。* 
更けゆく巧の闇の悪から。 * 結び目に息を吹き込む 
女たちの悪から。の*また、嫉妬する者の嫉妬の悪 
から。》』 【黎 日月章：！〜5】慈悲あまねく慈愛深きアッ 
ラーの御《において。『言え、《ご加護をたう、人間 


①訳を注：当時の呪術の典型的なおとして、縄に結び目を施し、そこに 
息-を吹き込むものがありました。 
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の主に。*人間の王、 * 人間の崇拝するおホに。* 
頻繁に忍び込んでは帰きかける者の悪から。 * それ 
は人間の胸に帰きかける。 * ジンであろうと、人間 
であろうと。》』【人間章：1〜6】 

j じ 。 だ 、; ;じだ、^ょ与 jiMl 。内 411> -VI 

ぶじ广山；文み}1。丄^ じ山户 J J ^ J 今じり' 

しじ^、 I うぅ立そこ r * £おす 

. 令 (：^l が I ぶ挺た^ :；ぶ'、 j J}% 〇1 j 妈 I 

『アツラーフラー イラ ーハイツラーフワル 
ハイユルカイユーム。ラータアフズフスイナ 
トウンワラーナウム 。ラフ マーフイツサ 
マー ワーテイ ワ マー フイルアル ドウ。 マン 
ザツラズイーヤシュファウインダフイツラー 
ビイズニヒ。 ヤ ァラムマーバイナ ァイデ イー 
ヒムワ マー ハルファフム。ワラーユヒー 
トウーナビシヤイインミンイルミヒイツラ 
ービマーシャー。 ワスイアクルスイーユフ 
ツサマーワーテイ ワル ァルダ ワラー ヤ ウー 
ドウフヒフズフマー。ワフワルアリーユルアズ 
イーム』 （を礼拝後に言う） 

「ァッラー、かれはかれの他に真に崇拝すべきもの 
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はなく、永生し自存される御ち。まどろみも熟睡も、 
かれをとらえることはない。天にあり地にある全て 
のものは、かれのものである。かれのお許しなくし 
て、誰がかれの御許で執り成すことが出来ようか。 
かれは（人々の）な前のこともな後のことをも知っ 
ておられる。かれの御意に適ったことの他、彼らは 
かれの御知識に就いて、何も会得するところはない 
のである。かれの玉座は、全ての天と地を覆って広 
がり、この2つを守って、疲れも覚えられない。か 
れは至高にして至大であられる。」【雌牛章： 255】 


ピぶ 1 ； 山 も ふ 山な 立み 六 如 、! iJ!、))-VY 

■(じ-もおぶぶぶ 


ラーイラーハイツラツラーフワハダフラー 
シャリーカラフ、ラフルムルクワラフルハム 
ドウユフイーワユミートウワフワアラ 
ークッリシャイイン カディール 。(マグリブと 


ファジュルの礼拝後10回言う） 

「唯一で並ぶ者無きおホ、ァッラーな外に真に崇拝 
すべきものはなし。主権と護美はかれにこそ属しま 
す。かれは生と死を与えるおホ。そしてかれこそは 
全能のおホです。」 
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.(( ッさ i おみし^じも iif じ f (Ji ^i))-vr 

アツラー フンマイン ニー アスアルカイルマン 
ナー フイ アー 。ワリズカンタイイ バー。 ワ ア 
マランムタカ ツバラー。（ファジュルの 礼拝後 サラー 
ムの後に言う） 

「ァッラーよ、私はあなたに有益な知識を、よい糧 
を、そして（アツラーに）受け入れられる行為をホ 
めます。」 


26 . y ステイノ、ーブの礼拝®のドアー 

心 ilf しホ til り ！^ Jl ^l-Vi 

fki ^\j iiJu Jiiii 

皂お占； l_5 ぶ J 1^ を夕、 1 心 jl こ一' (jj 广 gi!' . 


jjj J (*-■ ^ J りぶム（お b 4 t'^ ■ J レ jl) 心 

: J し °}\)iS J J Ijl c^' 


.も 二 みド 

アツラーフンマイン ニー アスタ ヒール カビイ 
レミカ、ワアスタクデイレカビクドゥラテイカ、 


①訳を注：何かを決断•選択する際に、アッラーに最善のものを請うた 
めの化拝。 
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ワアスアルカミンファドウリカルアズイーム。 
ファインナカタクディルワラーァクディル、 
ワタァラム、ワラーァァラム、ワァンタァ 
ッラームルグユーブ。アッラーフンマインクン 
タタァラムアンナ ハーザルアムラ (ここで最 
善のみ断や選択をホめるところの問題を述べる）ハ 
イルッリ'ー フイ' ー ディ' ーニ'ーワ マ了、 ーシ'一 
ワァーキバティァムリー（あるいはこう言う： 
アージリヒワアージリヒ）ファクドウルフリ 
ーワヤツスイルフ リースンマバーリク 
リーフイーヒ。ワインクンタタァラムア 
ンナ ハーザルアムラ (ここで最善のみ断や選択を 
ホめるところの問題を述べる）シャッルッリーフ 
イ. ー ディ’ ーニ'ーヮマァ'ーシ'ーヮ 了 'ーキノく 
ティァムリー（あるいはこう言う：ァージリヒワ 
アージリヒ）ファスリフフアンニーワスリフニ 
ーアンフ。ワクドウルリヤルハイラハイス 
カーナスンマラッディニービヒ。 

ジャー ビルブンァブドウッラ ー（彼らにァッラ 
一のご満悦あれ）は次のように伝える： 

「アツラーの使徒はクルアーンの章を私たちに教え 
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るように、全ての物事においてイステイハーブをす 
ることを教えました。そして彼は仰るのでした。『も 
しあなたホが何かに迷ったら任意の2ラクアの礼拝 
をし、それからこう言うのだ：《アツラーよ、私はあ 
なたの知識による選択をホめます。あなたのお力を 
ホめます。私は偉大なるあなたの恩恵をホめます。 
あなたこそは何まも可能なおホで、私は無力です。 
あなたこそご存知で、私は無知です。あなたは不可 
視なる世界をご存知の御ホです。アツラーよ、 しか 
じか（ここで最善のか断や選択を求めるところの問 
題を述べる） が私の宗教と生活とまの結未にとって 
最善であるとご存知ならば（あるいは次のように言 
う：「私の現世と来世にとって最善であるとご存知な 
らば」）、私にそれを可能にし、容易くして下さい。 
それからそれにおいて私を祝福して下さい。そして 
もし しかじか（ここでまた最善のか断や選択をホめ 
るところの問題を述べる） が私の宗教と生活とまの 
結未にとって悪いとご存知ならば（あるいはこう言 
う：「私の現世と来世にとって悪いとご存知ならば」）、 
それを私から遠ざけ、そして私をそれから遠ざけて 
下さい。そしてそれがどんなことであろうと、最善 
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の事を私に可能にして下さい。それからそれによっ 
て私を満足させて下さい。》』」 

創造主に y ステイノ、ーブし、信仰者たちに相談し、 
それからまをみ定した者は後‘瞎しない。至高のアッ 
ラーはこう 仰せられた。 

『そして諸事にわたり、彼らと相談しなさい。そし 
て一旦決心したならば、アッラーに身を委ねなさ 
レ、。』【イムラーン家章：1日9】 


27.朝.晚のズイクル 



广 ^ ^ 占:； 5 0- ^ 

に非 。占 J ぶ 与 Ij 妈' 苗し Ih 




アウ ーズ ビツ ラー ヒミナツシャイ ターニ ツラジ 
ーム 『アツ ラー フ ラーイラーハ イツ ラー フ 
ワルハイユル カイユ ーム。ラー タアフズフスイ 
ナトウン ワラー ナウ ム。 ラフ マー フイツ 
サマーワ ー テイ ワマー フイ ルアルドウ。マ 
ン ザッラズ イーヤシュフ アウ インダフイツ 
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ラービイズニヒ。ャァラムマーバイナア 
イデイーヒムワマーハルファフム。ワラー 
ユヒートウーナビシャインミンイルミヒイ 
ツラービマーシャー。ワスイアクルスイーユ 
フッサマーワーテイワルアルダワラーャウ 
ードフヒフズフマー。ワフワルアリーユルアズ 
ィーム。』 

「私は アッ ラーに呪われるべきシャイターンからの 
ご加護をホめます。『ァッラー、かれはかれの他に真 
に崇拝すべきものはなく、永生し自存される御ち。 
まどろみも熟睡も、かれをとらえることはない。天 
にあり地にある全てのものは、かれのものである。 
かれのお許しなくして、誰がかれの御許で執り成す 
ことが出おようか。かれは（人々の）な前のことも 
な後のことをも知っておられる。かれの御意に適っ 
たことの他、彼らはかれの御知識に就いて、何も会 
得するところはないのである。かれの玉座は、全て 
の天と地を覆って広がり、この2つを守って、疲れ 
も覚えられない。かれは至高にして至大であられ 
る。』」【雌牛章： 255】 


お丄_1^卜を丄^_-^1ぶ 1- を丄^すふ I J _ i 参广ゴ ■ jJl 心分; Jl 祉 -VI 
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さ w を4^；!三ぶ J 参ドク 1 タタぶ1卜^ 

. じ I ム1^ ji ン；を jiiJi ( j 山じ山 I ； i 山ふをこみじ!ふ*山 

A _!主が ^^ LjJl ミを^^ LjJ 、 二^可グ；^1加 ， 

が心础 JJ^ J cr-^Ji c5-^' が cT^ 性 ' W を L 

■聲 t ドな；择 1 


ビス ミッラーヒッラ ハマー ニッラーヒー ム『クル 
フワッ ラー フアハドウ*アッ ラー フッサ マ ドウ* 
ラムヤリドウワラム ユーラ ドウ本ワラム 


ヤクッラフクフワンアノ、ドウ』 

ビスミッラーヒッラ ハマー ニッラヒー ム『クル 
アウ ーズビラッビ ル ファ ラク*ミン シャッ リ 
マーハ ラク* ワ ミン シャッ リ ガースイ キン 
イザ ーワ カブ* ワ ミン シャツ リンナ ッファー 


サーティフイルウカドウ*ワミンシャッリ 
ハース イデインイザ ー ハサドウ』 

ビスミッラーヒッラ ハマー ニッラヒーム 『クル 
アウーズビラッビンナース*マリキンナース*イ 
ラーヒンナース*ミンシャツリルワスワースイル 
ハンナース*アツ ラズ イーユワスウイスフイー 
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スドウーリンナース*ミナルジンナティワンナー 
ス』 （ X 3 回） 

「慈悲あまねく慈愛深きアツラーの御名において。 
『言え、《かれはアツラー、唯一なる御ホ。 * アツ 
ラーは、自存される御ち。*御産みなさらないし、 
御産れになられたのでもない。*かれに比べ得る何 
ものもない。》』【純正章：！〜4】慈悲あまねく慈愛 
深きアツラーの御ぶにおいて。『言え，《梨明の主に 
ご加護をたう。 * かれが創られるものの悪から。* 
更けゆく巧の闇の悪から。 * 結び目に息を吹き込む 
女たちの悪から。*また、嫉妬する者の嫉妬の悪か 
ら。》』【黎明章：1〜5】慈悲あまねく慈愛深きアツラ 
一の御《において。『言え、《ご加護をたう、人間の 
主に。*人間の王、 * 人間の崇拝するおホに。*頻 
繁に忍び込んでは帰きかける者の悪から。*それは 
人間の胸に帰きかける。 * ジンであろうと、人間で 
あろうと。》』【人間章； 1 〜 6】 


乱^、 i 3 J-j 加、!却んふ1;もじぶ dilii 苗じじ 4*^ り)- VV 
お j じた ilfuif お t J ,占5よぶ1；山お di 山なぶ 


, j じ ， i ^ とい J>]j , 
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jLIjI (J Jj_) ij_c-l 三 j t J^i jt ^ lijj i j£-\ 

.(((J 一山 ; 

アスバハナーワアスバハルムルク リツラー 

(晚であれば：「アムサイナーワアムサルムルクリ 
ッラー」と言う）。ワゾレノ、ムドウリッラー。ラーイ 
ラーハイッラッラーフワハダフラーシャリ 
一カラフ。ラフルムルクワラフルハムドウ 
ワフワアラークッリシャイインカディー 
ル。ラツビアスアルカハイラマーフイー 
ハーザルャウミワハイラマーノくアダフ（晚 
であれば：「マーフイーハーズイヒッライリワハ 
イラマーバァダハー」と言う）。ワアウーズ 
ビカミンシャツリマーフイーハーザルヤ 
ウミワシャッリマーバアダフ（晚であれば： 
「マーフイーハーズイヒッライリ ワハイラマ 
ーバァダハー」と言う）。ラッビアウーズビカ 
ミナルカ サリ、 ワスーイルキバル。ラッビアウ 
ーズビカミンアザービンフィンナーリワ 
アザービンフイルカブル。 

「主権と讚美がアッラーに帰属する中、私たちは朝 
(あるいは「晩」）を迎えました。唯一で並ぶ者無き 
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おち、ァッラーな外に真に崇拝すべきものはありま 
せん。主権と讚美はかれの御許にあり、かれは全能 
のおホです。主よ、私はあなたに今日（あるいは「今 
晩」）の良いこととその後の良いことをホめます。そ 
してあなたに今日（あるいは「今晩」）の悪とその後 
の悪からのご加護をホめます。主よ、私はあなたに 
怠惰と老衰からのご加護をホめます。主よ、おはあ 
なたに地獄の業火と墓の懲罰からのご加護をホめま 
す。」 

iUl ; iLj t み J み j t ちゴみ j t 04 神 l))-VA 

アツラーフンマビカアスバハナー。ワビカ 
アムサイナー。ワビカナハヤー、ワビカナ 
ムートウワイライカンヌシュール。 

「ァッラーよ、あなた（のご意志）により朝を迎え 
ました。あなたにより夜を迎えました。あなたによ 
り私たちは生き、あなたにより私たちは死にます。 
そして（死後蘇らされ）集められる先はあなたの御 
許です。」 

1]み ぶ しち t 化 心ぶ ^ t ムれ间、ぶム!神 W-V A 
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t を じ ji 心一 il 4 ぶ t i ； ム 111 じ 

. ((こょ; Iji 苗、呼若 u ぶ;!^;ぶ 
アツラーフンマアンタラツビーラーイラー 
ハイツラーアントウ。ハラクタ ニー ワアナ 
ァブドウク。ワァナァラーァハディカワ 
ワァディカマスタタァトウ。アウーズビカミ 
ンシャツリ マー サナァトウ。アブーウラカ 
ビ ニァ マティカアライヤ、ワアブーウビザン 
ビーファグフィルリーファインナフラー 
ヤグフィルツズ ヌーバ イツラー マン弓。 

「ァツラーよ、あなたは私の主であなたの他に真に 
崇拝すべきものはありません。あなたはおをあなた 
のしもべとして創造されました。私は出来る範囲で 
あなたとの契約と約まを守ります。おはあなたに私 
の成した悪からのご加護をホめます。そして私に巧 
するあなたの恩恵と私自身の罪を認めて、あなたの 
御許へ帰り行きます。ですから私を御赦し下さい。 
あなたな外に罪を赦されるホはいません。」 

立ぶり吟; t iL 4> ぶ Jl 苗 0 )-A • 

化 t 山'ん_^、 liU - j こ J 却、如ム;ぶし iijU y^j 
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. ((过ンぶ三がぶ 

アツラーフンマインニーアスバ ハ トウ（晚だった 
ら r ァムサイトウ J と言う）。ウシュヒドウカワウ 
シュヒドウ ハマ ラタアルシカ、 ワ マラーイカ 
タカワジャミーアハルキカ、アンナカアン 
タツラーフラーイラー ハ イツラーアンタ 
ワハ ダカラーシャリーカラク。 ワ アンナ 
ムハンマダンアブドウカワラ スール ク。 （ X 4 
回） 

「ァッラーよ、私は朝を迎えました。（あるいは「晩 
を迎えました」）私は、あなたがあなたな外に真に崇 
拝すべきものがない唯一の並ぶ者無きァッラーであ 
り、 ムハンマドが あなたのしもべでありあなたの使 
徒であるということを、あなたとあなたの玉座を支 
える天使たちとその他の天使たち、全てのあなたの 
創造物の証言でもって証言します。」 

、 illJ 心 L ぶみシ'‘ J みすじ神0)- A 、 

. ((み I 逝山述 t ぶみ_^ 

アツラーフンママーアスバハビー（晚だったら 
「アムサービー」と言う）ミンニァマテイン 了 
勺 ビアハデインミンハルキク。ファミンカ 
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ワハダカラーシャリーカラク。ファラカ/レノ、 


ムドウワラカッシュクル。 

「アッラーよ、私あるいはあなたの創造物の誰かが 
朝（あるいは「晩」）を迎えた恩恵は、唯一で並ぶも 
の無きあなたからのものです。ですからあなたを讚 
美し、あなたに感謝します。」 


J 苗 しみ ly , 苗 

i o—c-IJ I. t ^ ilL i (jJ . cJl 、 t -isj 


. バムけん在シ，み 

アツラーフンマアーフイ ニー フイ ー 'ペヴニー。 
アツラーフンマアーフイ ニー フイーサムイー。 
アツラーフンマアーフイ ニー フイ ー バサリー。 
ラーイラーハイツラーアントウ。アツラーフ 
ンマイン ニー アウーズビカミナルクフリ、 
ワルファクル。ワアウーズビカミンアザー 
ビルカブル。ラーイラーハイツラーアントウ。 


( X 3 刚 


「アツラーよ、おの肉体を、聴覚を、視覚をお守り 
下さい。あなたの他に真に崇拝すべきものはありま 
せん。アツラーよ、私はあなたに不信仰からのご加 

護をホめます。そして墓の懲罰からのご加護を求め 
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ます。あなたの他に真に崇拝すべきものはありませ 
ん。」 

. い ; iJi 心 jijcJ み :5^ ji 、 ! 叫、如占 •：^))-Ar 

ハス ビヤ ツラー フ ラー イラ ーハ イツ ラー フ 
ワアライヒ タワッカルトゥ ワフワラツブ 
ルアルシルアズ イー ム。 （ X 7 回） 

「私にはァッラーだけで充分です。かれの他に真に 
崇拝すべきものはありません。私はかれに身を委ね 
ました。かれは偉大なる玉座の主であられます。」 

Jl ^しミ却 j 与 1j い llsliJlj ilf じ; j! 神 0)-A 乏 

. ぶ> お1神し j お.ぶじ毒咚 j 苗;过じ! 

<■ 一； <■ 夕 4^山^; t 去み み 山;ム か' 广 山し J と JJ じ 

■ (( J なレ;三户 (■ <, パ; 

アツ ラー フンマイン ニー アスアルカルアフワ 
ワルアーフイヤタフイツドウンヤーワルアーヒ 
ラ。 アツ ラー フンマイン ニー アスアルカルアフ 
ワワルアーフイヤタフイーデイ ーニ ーワ 
ドゥンヤーヤワァハリー、ワマーリー。ァッ 
ラー フンマストウルアウラーテイ ー、 ワアーミ 
ンラ ウ アーティ ー。 ア ッ ラーフンマハフ アズニー 
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ミンバイニヤダイヤ、ワミンハルフイー、 
ワアンヤ ミーニー、 ワアン シマー リー、 ワ 
ミンファウキー。ワアウーズビアザマティカ 
アンウグターラミンタハティー。 

「ァッラーよ、私はあなたに現世と来世におけるお 
赦しとご加護を願います。アッラーよ、私はあなた 
に私の宗教、現世、家族、お産においてお赦しとご 
加護を願います。ァッラーよ、私の恥部を隠し、私 
の恐れをお沈め下さい。アッラーよ、私の前、後ろ、 
左右、上から私をお守り下さい。私はあなたの偉大 
さに、足元から崩壊させられることに対することか 
らのご加護をホめます。」 


A0 


<■ 之^す t 、间、 j ’ i 

'(( 户ぶ 


I 0 j し O'J I 


アツラーフンマアーリマルガイビワツシャハー 
ダテイファーテイラッサマーワーテイワルアル 
ドウ。ラッノくクッリシャイインワマリーカ 
フ。アシュハドウアッラーイラーハイッラー 
アントウ。アウーズビカミンシャツリナフ 
スイー、ワ ミンシャツリツシャイ ターニ ワ 


シレキヒ。ワアン 了クタリファ アラーナフ 
スイースーアン、アウアジュッラフイラー 
ムスリム。 

「ァッラーよ、不可視なる世界と可視なる世界を知 
るおホよ、天地の創造主よ、万物の主•支配者よ、 
私はあなたな外に真に崇拝すべきものはないことを 
証言します。そして自分自身の悪、シャイターンと 
シルクのの悪から、あなたにご加護をホめます。そし 
て自分自身を害すること、ホいは誰か他のムスリム 
を害することからの庇護をあなたにホめます。」 
j-ij J 妈 しけ j ^ジしけづ 知 ^I ' 苗 jX :、 却加 户 ))- 乂 '\ 

ビスミッラ'ーヒッラ'ー ズィ’ ー ラ 'ーャドウッル 
マアスミヒシャイウンフイルアルディワラ 
ーフイッサマー。ワフワッサミーウルアリーム。 

( X 3 回） 

「その御《とともにあれば、天地にあるいかなるもの 
も害することのないアツラーの御《において。そして 
かれは全てを聞き知るお方です。」 


①36頁の訳注①を参照のこと。 
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^ 一 JLp ぶ)( し^一 一? t し^ i ぐ三し一苗 t し j ぶ)し ジ)一八 V 

' ' '(む 

ラディートウビッ ラー ヒラッバン、ワビルイ 
スラーミディーナン、ワビムハンマディンナ 
ビイヤー。 （ X 3 回） 

「私はアッラーが主であり、イスラームが宗教であ 
り、そしてムハンマドが使徒であることに満足しま 
した。」 



. ((み。 


ヤー ノ、イユヤーカイユーム。 ビラノ、マテイ 
カ ア スタギース ア スリフリー シャアニー 
クッラフ。ヮ ラー タキノ レニー イラ ー ナフス 
イータルファタアイン。 

「永遠に生き、自存するおホよ、私はあなたの慈悲 
によるお慰めをホめます。私に関する全ての物事を 
正し、私を一瞬たりとも見放さないで下さい。」 


ジ iifu:! Ji 神し odiiJi 

じ一 tijj S 户 ； t oIjlaJ (i 


:ふ dUil らホじ 

n 9 a 一/ 夕 / ® ご レい 

ぃ 4^9x3 ! > jjl 


が。が J ' 


(( ol；JU jij 
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アスバ ハナー ワアスバハルムルク（晚だったら 
「ァムサイナーワァムサルムルク J と言う）リツラ 
ーヒ ラツビルアーラミーン。アツラーフンマイ 
ンニーアスアルカ ハイ ラ ハー ザルヤウミ（晚 
だったら「ハーズイヒッライリ J と言う）：ファ トウハ 
フ、ワナスラフワヌーラフ、ワバラカタフ、 
ワフダーフ。ワアウーズビカミンシャツ 
リ マ'ー フイ’ ーヒ ワシャツリ マ'ー ノくァダ 
フ （晩 だったら「ファ トウハハー、 ワナスラ ハー ワ 
ヌーラ ハー、 ワバラカタ ハー、 ワフダー ハー、 ワア 
ウー ズビカミンシャツリ マー フイ ーハー ワ 
シャッリ マー バァダ ハー」 と言う）。 

「私たちは朝（あるいは「晩」）を迎えました。主権 
は全世界の主ァッラーのものです。ァッラーよ、私 
はあなたに今日（あるいは「今晩」）の良いこと：勝 
利、援助、光、祝福、導きをホめます。そして私は 
あなたに今日（あるいは「今晩」）とその後の悪から 
のご加護をホめます。」 

し 奇护 ? ぶ； *■ グんヴ I み Jpj 广乂 •1)/1 む ！!^ (Jp じ 4-^1))- い 

jl—S" じ J t Lwol L 少 J t ^lJLp 地', 

.((おみ I 
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アスノくハナーアラーフィトウラティルイスラー 
ム。ワアラーカリマティルイフラース。ワ マ 
ラーディーニナビーイナームハンマディン 
サツラツラーフアライヒワサツラム。ワア 
ラーミツラティ アビーナーイブラーヒーマ 
ハニーフアンムスリマンワ マー カーナミ 
ナルムシュリキーン。 

「私たちはイスラームという天性のもとに、そして 
純正の言葉のもとに、そして私たちの預言者ムハン 
マド（彼に アッラーからの 祝福と平をあれ）の宗教と、 
純正なムスリムでシルクのを犯す者ではなかった私 
たちの祖イブラーヒ ームの 宗教のもとに朝を迎えま 
した。」 


.((ojo 三祉 い 

スブハーナツラーヒワビハムデイヒ。（ X 100回） 

「アッラーよ、あなたに賞實と讚美あれ。」 

ぶぶぶ 1 1；山お dllil んな过^如、!巧、り - AY 

-((占■叫 く占 


①36頁の訳注①を参照のこと。 
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ラーイラーハイッラッラーフヮハダフラー 
シャリーカラフ。ラフルムルクワラフルハム 
ドウ。ワフワアラークッリシャイインカ 
ディ ーノレ。（巧を迎えた時10回言う。そうできない時は 
1回言う） 

「唯一で並ぶ者無きァッラーな外に崇拝されるべき 
ものはありません。主権と讚美はかれにこそ属し、 
かれは全てにおいて全能です。」 

ぶぶぶ 1 1;山み过 m な t な iL ^如、间 

'((占も^ 

ラーイラーハイッラッラーフワハダフラー 
シャリーカラフ。ラフルムルクワラフルハム 
ドウ。ワフワアラークッリシャイインカ 
ディール。（朝を迎えた時100回言う） 

「唯一で並ぶを無きァッラーな外に崇拝されるべき 
ものはありません。主権と讚美はかれにこそ属し、 
かれは全てにおいて全能です。」 


■il ム J ム i ぶ ^ jj C 立し ijj t 二心•： <ill j レ X— J))- A ミ 

■ ((夕お 


スブハーナツラーヒワビハムデイヒ：アダダ 
ハルキヒ、ワリダーナフスイヒ、ワズイナタ 
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アルシヒワミダーダカリマーティヒ。（朝を迎 
えた時3回言う） 

「創造物の数だけ、（アツラー）御自身の御満悦を得 
るまで、玉座の装飾の重さだけ、そして御言葉が書 
かれたインクの量だけ®私はアツラーを称實し、アツ 
ラーを讚えます。」 

■ ((ツを5 乂；^：5/每が^;心じ1；^过ムす1]!神。卜<\。 

アツラーフンマインニーアスアルカイルマン 
ナーフィアー。ワリズカンタイイバー。ワア 
マランムタカツバラー。（朝を迎えた時） 

「アツラーよ、おはあなたに有益な知識と良い糧、 
そしてあなたによって受け入れられる行為をホめま 
す。」 

. ((马こホ'ふい 

アスタグフィルツラーハワアトウーブイライ 
ヒ。 （1 日100回言う） 

「私はアツラーにお赦しをホめ、かれに ム から ‘瞎悟 
します。」 

■ (( JU じ ji シ/みじ灿ふ1 〇なも i 


①訳を注：つまりこれらに共通するものは、そのあや量の限りなさです。 
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アウーズビカリマ ー テイツラーヒツターン マー テ 
イミンシャツリ マー ハラク。（夜を迎えた時 
に3回言う） 

「私は完全なるアッラーの御言葉に、かれがお創り 
になった悪からのご加護をホめます。」 


. ((冷 班〇卜 U 


アツラーフンマサツリ ワサツリムアラー 
ナビーイナームハンマドウ。 （ X 10 回） 

「アツラーよ、私たちの預言者ムハンマドに祝福と 
平安を与えたまえ。」 


28 . 就寝時のズイクル 



み •衣-ふレ■じ^方をみぶ V 与 三 >^1ぶ參ドツグタふ1广 

. W ム を丄^し？ oULdl li あこじ!ふ一に 



「（ドアーの時にするように）両手を合わせ、そこに 
息をかきかけ、次の言葉を読む。 

『ビスミ ッ ラ 'ーヒッラ ハマ' ーニ ッ ラ' ーヒ'ーム《ク 
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ル つつッラーつ アハドウ*アッ ラー フッサマド 
ウ本ラムャリドウワラム ユーラ ドウ求ワ 
ラムャクッラフクフワンアハド》 

ビスミッラーヒッラ ハマー ニッラヒーム《クル 
アウーズビラッビルファラク*ミンシャッリ 
マーハ ラク*ワミンシャッリガースイキン 
イザ ーワカブ*ワミンシャッリンナッファー 
サーティフイルウカドウ*ワミンシャッリ 
ハース イデイン イザ ー ハサドウ》 

ビスミッラーヒッラ ハマー ニッラ ヒー ム《クル 
アウーズビラッビンナース*マリキンナース*イ 
ラーヒンナース*ミンシャツリルワスワースイル 
ハンナース*アッ ラズ イーユワスウイスフイー 
スドウーリンナース* ミナ ルジン ナティ ワンナー 
ス》』それから頭•顔-そこから近い部分から始め、 
出巧る限りの体の部分をその両手で撫でる。」（これ 
を3回繰り返す） 

「慈悲あまねく慈愛深きァッラーの御名において。 

『言え、《かれはァッラー、唯一なる御ホ。 * ァッ 
ラーは、自存される御ホ。*御産みなさらないし、 
御産れになられたのでもない。 * かれに比べ得る何 
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ものもない。》』【純正章：！〜4】慈悲あまねく慈愛 
深きアツラーの御ぶにおいて。『言え，《梨明の主に 
ご加護をたう。 * かれが創られるものの悪から。* 
更けゆく巧の闇の悪から。 * 結び目に息を吹き込む 
女たちの悪から。*また、嫉妬する者の嫉妬の悪か 
ら。》』【黎明章：1〜5】慈悲あまねく慈愛深きアツラ 
一の御《において。『言え、《ご加護をたう、人間の 
主に。*人間の王、 * 人間の崇拝するおちに。*頻 
繁に忍び込んでは嚼きかける者の悪から。*それは 
人間の胸に帰きかける。 * ジンであろうと、人間で 
あろうと。》』 【人間 章： 1 〜 6】 
j じ。がお已^ ■れ jiMi 。内如参-い. 
ぶじ广山；女み} i 〇ム S ' こ^じ山户 J J 今じ片 
4^夕 しろ夕^ J も 

『アツラーフラー イラ ーハイツラーフワル 
ハイユルカイユーム。ラータアフズフスイナ 
ト ウンワラーナウム 。ラフ マーフイツサ 
マー ワーテイ ワ マー フイルアル ドウ。 マン 
ザツラズイーヤシュフアウインダフイツラー 
ビイズニヒ。ヤアラムマーバ イナアイデ イー 
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ヒムワマーハルファフム。ワラーユヒー 
トウーナビシャインミンイルミヒイッラー 
ビマーシャー。ワスイアクルスイーユフッサマ 
ーワーテイワルァルダワラーャウードフ 
ヒフズフマー。ワフワルアリーユルアズイーム。』 
「ァッラー、かれはかれの他に真に崇拝すべきもの 
はなく、永生し自存される御ち。まどろみも熟睡も、 
かれをとらえることはない。天にあり地にある全て 
のものは、かれのものである。かれのお許しなくし 
て、誰がかれの御許で執り成すことが出来ようか。 
かれは（人々の）な前のこともな後のことをも知っ 
ておられる。かれの御意に適ったことの他、彼らは 
かれの御知識に就いて、何も会得するところはない 
のである。かれの玉座は、全ての天と地を覆って広 
がり、この2つを守って、疲れも覚えられない。か 
れは至高にして至大であられる。」【雌牛章： 255】 


ふ1^ J - S ' み j U-t も参-、.、 

Ll ふじじ^ I jJUj ^ ぶ j 其'、省';ぶろも 

じ Li 11 Hi 4 il 。おを占夕 II 站'じを如兴 
Ll おん^おをしを J ■け lJjI しつ却夕'、を^4^1じおら 
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乙 Jij 仁!白'ミム'、じ iikiSij を!!^山5 ぶおが^! 

■ i ； y,j\^\ ぶらふ U ム；店ぶ0若 ij じ 

『アーマナツラスールビマーウンズィライラ 
イヒミツラツビヒワルムウミヌーン。クツルン 
アーマナビツラーヒワマラーイカティヒワ 
クトウビヒワルスリヒ。ラーヌファツリク 
バイナアハディンミツルスリヒ。ワカールー 
サミァナーワァタァナーグフラーナカラツ 
ノくナーワイライカ/レマスィー/レネラーユカツ 
リフツラーフナフサンイツラーウスアハー。 
ラハーマ ■ ー カサノくトウワァライハーマク 
タサバトウ。ラツバナーラートウアーヒズナー 
インナスィーナーアウアフタアナー。ラツバ 
ナーワラータハミルアライナーイスラン 
カマーハマルタフアラツラズィーナミンカ 
ブリナー。ラツバナーワラートウハンミル 
ナーマーラーターカタラナービヒ。ワァ 
フアンナーワグフィルラナーワルハムナー 
アンタマウラーナーファンスルナーアラルカ 
ウミルカーフイリーン』 

『使徒は、 主から下されたものを信じる。信者たち 
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もまた同じである。（彼らは）皆、アッラーと天使た 
ち、諸啓典と使徒たちを信じる。「私たちは使徒たち 
の誰にも差別をつけない」（と言う）。また彼らはけ斤 
って）言う。《私たちは、（教えを）聴き、服従しま 
す。主よ、あなたの御赦しを願います。（おたちの） 
帰り所はあなたの御許であります。》*アッラーは誰 
にも、その能力な上のものを負わせられない。（人々 
は）自分の稼いだもので（自分を）益し、その稼い 
だもので（自分を）損う。《主よ、私たちがもし忘れ 
たり、過ちを犯すことがあってもをめないで下さい。 
主よ、私たちな前の者に負わされたような重荷を、 
私たちに負わせないで下さい。主よ、私たちの力で 
かなわないものを，担わせないで下さい。私たちの 
罪を消し、私たちを赦し、私たちに慈悲をおかけ下 
さい。あなたこそおたちの庇護者であられます。不 
信 屯、 の徒に巧し、私たちをお助け下さい。》』 【雌牛 章： 
28 日〜 286 】 


j 以 1t パー 、* ’ 


.(( 直击应 I ぶ接 S 左ないが3じじ t みが 

ビスミカラッビーワダアトウジャンビー、ワ 


ビカ 了〜つ7クフ 。ファインアムサクタナ 


93 


フスイーファルハムハー。ワインアルサルタ 
ハーファハファズハー、ビマータハファズビ 
ヒイバーダカッサーリヒーン。 

「私の主であるあなたの御《におぃて、私は体を横 
たえました。そしてあなたによって起き上がります。 
ですから、もしあなたが私の魂を（その死でもって） 
引きとめられるのなら、それにお慈悲をおかけ下さ 
ぃ。そしてもしそれを解き放って生き続けさせると 
ぃうのなら、あなたの敬虔なしもべたちを守るとこ 
ろのものでもって、それをお守り下さぃ。」 

j いじ辟；山 t Liu 夕こを L だぶ .LiUiLI 誤1))-、 • r 
.(( tsiiJiiifu :! 若 u をじ r ぃ 

アッラーフンマインナカハラクタナフスイー 
ワアンタタワッファーハー。ラカママートウ 

ハー ワ マハヤ ーハー。 インアハヤイタ ハ' — 
ファハファズハー。ワインアマッタ ハー ファ 
グフィルラ ハー。 アッラーフンマイン ニー ア 
スアルカルアーフイヤ。 

「ァッラーよ、あなたこそ私の魂を創造され、そし 
てそれを死なせるお方です。生かすも殺すもあなた 
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次第です。もし生かして下さるのであれば、それを 
お守り下さい。もし御許へ召されるというのであれ 
ば、それをお敵し下さい。アツラーよ、私はあなた 
にご加護をホめます。」 

. おが心苗み JI ))- 、•ミ 

アツラーフンマキニーアザーバカヤウマト 
ウブアスイバーダク （ X 3 回） 

「アツラーよ、あなたのしもべが復活させられるそ 
の日、私をあなたの罰からお守り下さい。」 

. ((钟 i 户神 I み■斗))-ぃ〇 

ビスミカツラーフンマアムートウワアハヤー。 

「アツラーよ、あなたの御《において私は死に、そ 
して生きます。」 

— 1 _ 5 が)地 J —— I _ __ i ))— 、 •1 

.(( ツ)夕 I 

スブハーナツラー （ X 33 回)。ワルハムドウリツラ 
一 （ X 33 回)。ワツラーフアクバル （ X 34 回)。 

「アツラーに称えあれは3回)。アツラーにこそ全て 
の賞讚あれは3回)。アツラーは偉大なりは4回)。」 
ぶ し: J t ド ^' ご …^' 〇 1 j 片 JI j ；；4^0)- 、 • V 
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»1し1 i jJi t jiijiJ みよろ j )/ じが真' J y^j w ク 6 4^' ぶ b 15 占 i 
* が とし M ぶ、 1 ム;ム;がぶ共 

こ J > お iiiji ；5 曲! cL も t お i み J 4 ii お却 cL も 

■((^ l ；>5 ぶ J 1 た^い;^み;為み O 

アッラーフンマラ ッノく ッサマーワーテイッサブイ 
ワラツバルアルシルアズイーム。ラツバナーワ 
ラ ツノく ウッラ シャイ。ファーリカ ルノ、ツビ ワ 
ンナワ ー、 ワムンズイラツタウラーテイワルイ 
ンジーリ、ワルフルカーン。アウーズビカミン 
シャツリクツリシャイインアンタアーヒズ 
ンビナースイヤティヒ。アツラーフンマアンタ 
ルアウワルファライサカブラカシャイ。ワ 
アンタルアーヒルファライサバァダカシャイ。 
ワアンタツザーヒルファライサファウカカ 
シャイ。ワアンタルバーテイヌファライサド 
ウーナカシャイ。イクデイアンナッダイナワ 
アグニナーミナルファクル。 

「ァッラーよ、7層の天の主、偉大なる玉座の主よ、 
私たちの主、万物の主、実と芽を芽吹かせるおホ、 
タウラート (トーラー）と Y ンジール（福音）とク 

ルアーンを下したおホよ、私はあなたに全ての物の 
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悪からのご加護をホめます。あなたはそれらのもの 
の前頭部をお捆みになるおホです®。ァッラーよ、あ 
なたは過ちの永遠から存在されたおホで、あなたの 
前には何も存在しません。あなたはホ来の永劫にか 
けて存在されるおホで、あなたの後には何も存在し 
ません。あなたは最も高きにおられるおホで、あな 
たの上には何も存在しません。あなたは最も近くに 
おられるおホで、あなたより近くには何も存在しま 
せん。私たちの負債を返済させ、貧困を取り除いて 
下さい。」 

JliM t 。ぶ j t じを j t じ li 二； (_5山14) llsLi ))- 、•入 

.((も]な 

アルハムドウリッラーヒッラズイーアトウアマナ 
ーワサカーナー、ワカファーナー、ワアー 
ワーナー。ファカムミンマッラーカーフイヤ 
ラフワラームウウイー。 

「私たちにをべさせ、飲ませ、満足させ、住まいを 
与えられるァッラーに賞营あれ。十分に満足するこ 
となく、保護され安らぐ場巧もない者たちも山ほど 


①訳を注：被造物は全てアッラーのま配下にあるということを表してい 
ます。 
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いるというのに。」 


ふ1お t 户か； 〇じ仁 1J1 み U 担じ苗 1 护；4^0)-、バ 
み j-ij <■ 户 lir ； 之户" す * ■ ム;、问! 、ゴ -4^' ^ぶよ；お 
. (( 心がづん1‘ 


I 0户 ' J ' t ，卢尸 t ^ i > 。如ん< 


アツラーフンマアーリマルガイビワツシャハー 
ダ。ファーテイラッサマーワーテイワノレアノレドウ。 
ラツバクツリシャイインワマリーカフ。ア 
シュ ハドウアッラーイラーハイッラーアン 
トウ。アウーズビカミンシャツリナフスイ 
一。ワミンシャツリツシャイターニワシル 
キヒ。ワアンアクタリファアラーナフスイ 
ースーアン、アウアジュツラフイラームス 
リム。 

「ァッラーよ、不可視なる世界と可視なる世界を知 
るおホよ、天地の創造主よ、万物の主•支配者よ、 
私はあなたな外に真に崇拝すべきものはないことを 
証言します。そして自分自身の悪、 シャイ ターンと 
シルク のの悪から、あなたにご加護をホめます。そし 
て自分自身を害すること、ホいは誰か他のムスリム 


①36頁の訳注①を参照のこと。 
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を害することからの庇護をあなたにホめます。」 

ムふ5 ち神 I も种 JJI ふみを 辟-、 い 

アッ=サジダ章（平伏礼章）とアル=ムルク章（大 
権章）を読む。 

一 占； ^ 、、、 

おもじ义が1谷； t がしくぶ iiitj.igi 

■ ((c-JL^jl しく 丄 !1 dl^j こ J ’ J し cJJl dLl::So c^l tdl^l 

アツラーフンマアスラムトウナフスイーイラ 
イク。ワフアウワドウトウアムリーイライク。 
ワワツジャハトウワジュヒーイライク。ワ 
アノレジャアトウザハリーイライク。ラグバタン 
ワラハノスタンイライク。ラーマノレジャアワ 
ラーマンジャーミンカイツラーイライク。 
アーマントウビキタービカツラズイーアンザル 
トウ。ワビナビーイカツラズイーアルサルトウ。 
「アッラーよ、おは我が身をあなたに服従させ、私 
のことをあなたに委ねました。そして私の顔をあな 
たに向け、私の背中をあなたの庇護のもとに置きま 
す。あなたを望み、あなたを畏れての。あなたからの 

①つまりアッラーの巧奨やお赦しを望み、かれのお怒りや懲罰を恐れる 
こと。 
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避難所も救済もあなたな外にはありません。私はあ 
なたが下されたあなたの啓典と、あなたが遣わされ 
たあなたの預言者を信じます。」 

29. 巧に寝返りを打った時のドアー 

おじ； 少か j 心 t 山 n 間 、)卜、、 Y 

.((jUjJl ぶ兴 I 

ラーイラーハイツラツラーフルワーヒドウルカ 
ツハール、ラツブツサマーワーティワルアルディ 
ワマーバイナフマルアズィーズルガツフアール。 

「唯一者で支配者であるアッラーの他に真に崇拝す 
べきものはありません。天地とその間にあるものの 
主、威光局く赦し深いおホよ。」 

30. 睡眠時の恐怖や寂しさを感じた時のドアー 

心；ぃ i じ P 

- ( りパ'みぶみ今が 

アウーズビカリマーティツラーヒツターン マー テ 
イミンガダビヒワイカービヒ。ワシャツ 
リイノくーディヒ。ワミンハマザーティツシャ 
ヤーテイーニワアンヤハドウルーン。 

「私はアッラーの完璧な御言葉をもって、かれのお 

怒り、懲罰、かれのしもべのもたらす悪、シャイタ 
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ーンの帰き、そしてシャイターンが私のもとへやつ 
て来ることからのご加護をホめます。」 

31. 悪夢を見た時にすること 

.jllg": •い <Ullj 之 j_p1- 、、ミ 

114 - 「左側に唾を吹く。 ’(X3 回）」 

「シャイターンと見た悪夢からのアツラーのご加護 
を求める （「アウ ーズビツラーヒ ミナ ツシャイタ 

一ニツラジーム （呪われるべきシャイターンからア 
ツラーの御加護をホめます)」と3回言う）。」 

「そしてそれまでとは逆のホを向いて寝る。」 

「誰にもその内をについて話さない。」 

115- 「もしそうしたければ、礼拝のために起き上が 
る。」 

32 . ウィ 户乂の礼拝時のクヌー户①のドアー 

苗お<■こ苗 、、 ■； 

わ ち3 t こ4^ じ yj ら t lei J ちら<■こよ^ 

を Ssp 占 (与；^ V:、み巧じ^ JJJ 、だいがじ 

①訳を注：「ウィトル」とは、イシャー後からファジュル前までに巧う 
のがスンナ•ムアツカダ（義をではないボ非常に推奨された行為）と 
されている、奇数回の形式をとる礼拝のことです。「クヌート」は、 
その最後のラクアのルクーウ前か後に行われるドアーのことを指し 
ます。 
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. (がみ 

アツラーフンマハディニーフィーマンハダ イト 
ウ 。ワアーフイニーフイーマンアーフ アイト 
ウ 。ワタワ ツラニーフィーマン タワ ツ ライト 
ウ 。ワ バー リクリー フィーマーアァ タイト 
ウ。ワキニーシャツラマーカダイトウ。フ 
ァインナカタク ディー ワ ラー ュク ダーア 
ライク。インナフ ラーヤズィツルマン ワー 
ライ トウ。 （ワ ラー ヤイ ツズマンアーダ イト 
ウ） タバーラ クタ ラツバナー ワ タアー ライト 
ウ。 

「アッラーよ、あなたが導かれた者のように私を導 
いて下さい。あなたが護られた者のように私を護っ 
て下さい。あなたがその諸事を引き受けられた者の 
ように、私の諸事をお引き受け下さい。そしてあな 
たがみえて下さったものにおいて私を祝福して下さ 
い。そしてあなたが運命付けた悪から私を御護り下 
さい。あなたこそは半リかを下されるおホで、半りかさ 
れる者ではありません。あなたは、あなたが保護さ 
れた者を辱めることはありません。（そしてあなたが 
敵対した者は、権勢を得ることはありません）私た 
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ちの主よ、あなたは祝福に溢れた崇高なおホです。」 

<• dJuj ン ciljliUtojj ン ■!] レ J i ipl (jJ 、、 V 

.((iLj ； Jp み ; f おこ J し il さ ^ お峰ん ilLiLi 
アツラーフンマイン ニー アウ ーズビ リダ ーカ 
ミンサハティク。ワビムアーファーティカミ 
ン ウ クー バティク。ワ アウ ーズビカミンク。 
ラーウフスィーサナーアンアライカ、アンタ 
カマーアスナイタアラーナフスィク。 

「ァツラーよ、私はあなたのご満悦によってあなた 
のお怒りからの、そしてあなたの寛をさによってあ 
なたの懲罰からの、あなたによる、あなたからのご 
加護をホめます。私たちはあなたが御自身を讀美さ 
れたようにあなたを護美することはできません。」 

.idlj . jiJJj djJj t 每苗な抑 0)-、、 A 

LI 神し をぶ シ _ 苗ぶ 1^ iL み ！) い iLlii ピ ぶ t ぶ j 
t みシ ' お tt 钟 聲ぶ t 

. (な兴シ'ぶみぶ UiJj 

アツラーフン マ イーヤーカナ ァブ ドウ。ワラ 
カヌサツリーワナスジュドウ。ワイライカ 
ナス アー ワナハフイドウ。ナルジューラ ハマ 
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タカ、ワナフシャーアザーバク。インナアザ 
ーバカビル カーフ イリーナムルハク。アツ ラー 
フンマインナーナスタイ ーヌ カ、ワナスタグ 
フイルク。ワヌスニーアライカルハイラ、ワラ 
ーナクフルク。ワヌウミヌビカ、ワナフダ 
ウラク。ワナフラウマンヤクフルク。 

「アツラーよ、あなたをおたちは崇拝し、あなたに 
ネ斤り跪き、あなたへと向かって奔走し奉仕し、あな 
たのご慈悲を願い、あなたの懲罰を怖れます。あな 
たの懲罰は必ずや不信仰者たちに降りかかります。 
アツラーよ、おたちはあなたにご援助とお赦しをホ 
めます。そしてあなたをよく讚美し、あなたへの不 
信仰には贿りません。私たちはあなたを信仰します。 
私たちはあなたに服従し、あなたを信仰しなレ、者か 
ら背きちります。」 

33. ウイ 户乂の礼拝のサブーぶ後のズイクル 

. ((gjjjij み油4^ジ) (( t パな I duli ろじ4^ ))- 、バ 

スブハーナルマリキルクツドウース （ X 3回）は回 
目は声に出して言い、次の言葉を付け足す。）ラツビ 
ルマラーイカ テイワツルーフ。 

「聖なる王者に称えあれは回目には「天使たちと 
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ジブ‘ツールの主」と付け足す)。」 

34. 苦悩と悲しみの隐のドアー 

じ t _!] 為 <, sA _i ] 谷扣 t み井 1))-、 Y • 

^ .ぶ ji 广二 I Jl ：； ilf じ ； 3 Jjl^ c 3 

J 4j i ザ ! 11 J し ^ たた j しみお过夕け (.ilLJtj 

i'A^j <■ iS>^ jyj <■ 分 お •■' が ' 。ぃ ^ 

■ (( ク 4^ じ ^ t 

アツラーフンマインニーアブドウク。イブヌ 
アブデイク。イブヌアマテイク。ナースイヤテイ 
ービヤデイク。マーデインフイーヤフクムカ、 
アドウルンフイーヤカダーウク。アスアルカ 
ビクツリスミンフワラカ、サンマイタビヒ 
ナフサク。アウアンザレタフフイーキタービ 
ク。アウアツラムタフアハダンミンハルキ 
ク。アウイスタアサルタビヒフイーイルミル 
ガイビインダク。アンタジュアラルクルアーナ 
ラビーアカノレビー。ワヌーラサドウリー。ワ 
ジャラーアフズ ニー。 ワザハーバハンミー。 

「アツラーよ、私はあなたのしもべです。あなたの 
男のしもべの息子で、あなたの女のしもべの息子で 
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す。おの前髪はあなたの御手に委ねられていますの。 
あなたの私に対する裁定は既に成され、私に関する 
あなたの半りホは公正です。私はあなたが自らそうぶ 
付けられた、あるいはあなたの啓典の中で下された、 
あるいはあなたがあなたの創造物に教えられた、あ 
るいはあなたが不可視なる知識においてそれを占有 
されている全ての御《において、クルアーンを私の 
屯、の春とし、私の胸中の光とし、私の悲しみや不安 
を取り除くものとして下さい。」 

t ^ ilL (jJ 、 Y 、 

.(( 與夕蘇;卢みおみじ 

アツラーフンマインニーアウー X をカミナ 
ルハンミワルハザン。ワルアジ ュズイ ワルカサ 
ル。ワルブフリワルジュブン。ワダライツダイ 
ニワガラバテイツリジャール。 

「アッラーよ、苦‘降と悲しみから、無能と怠惰から、 
吝普と臆病から、借金の重みと男たちの圧制からの 
ご加護をホめます」 


の訳を注： 97頁の脚注①参照。 
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35. むおを除去するドアー 

ん心如、间ん(：^1社 I 、牌、))-、パ 
. ( み/] I 心 j ^か心 j oij 妈1心如、间 

ラーイラーハイツラツラーフルアズィームノ レノ、 
リーム。ラーイラーハイツラツラーフラツブ 
ノレア/レシノレアズィーム。ラーイラーハイツラツ 
ラーフラツブツサマーワーティワラツブ/レア 
ルディワラツブルアルシルカリーム。 

「偉大かつ寛大なァツラーな外に真に祟拝すべきも 
のはなく、偉大なる玉座の主であるアツラーな外に 
真に崇拝すべきものはなく、天地の主•貴い玉座の 
主アツラーの他に真に崇拝すべきものはありませ 
ん。」 

J お占もみ•ぉ其ぶ苗ぶ■づ直占 J 、 Yf 

. (( 占け!巧ん盤ぶ i 

アツラーフンマラハマタカアノレジューファラ 
ータキルニーイラーナフスィータルファタ 
アイン。ワアスリフリーシヤアニークツラ 
フ。ラーイラーハイツラーアントウ。 

「ァツラーよ、あなたのご慈悲を願います。私を一 

瞬たりとも見放さないで下さい。私に関すること全 
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てを正して下さい。あなたな外に真に祟拝すべきも 
のはありません。」 

. ((苗曲 I シ ' JJsJl 占す如 、))-、 Y ミ 

ラー イラ ーハ イツ ラー アンタスブ ハー ナカ 
インニークントウミナツザーリミーン。 

「あなたな外に真に崇拝すべきものはありません。 
あなたに称えあれ。おは本当に罪悪者の類でした。」 

. ぶ、ぶ如如))-バ。 
アツラーフアツラーフラツビーラーウシュ 
リクビヒシャイアー。 

「アツラー、アツラーこそ私の主、私はかれに何も 
のも並べて拝しません。」 

36. かや暴君に会う時のドアー 

- ilL J 、 " 

アツラーフンマインナーナジュアルカフイー 
ヌ フー リヒム。ワナウーズビカミンシュ 
ノレーリヒム。 

「アツラーよ、おたちはあなたを彼らに巧する護り 
とし、あなたに彼らの諸悪からのご加護を求めま 
す。」 
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c り t i.i]j (. こ Jlj t こ J1 ji-^JJl))- 、 TV 

'((お 

アツラーフンマアンタアドウディー。ワアン 
タナスィーリー。ビカアジュール。ワ ピカ 了 
スール。ワビカウカーティル。 

「アツラーよ、あなたは私の力で、あなたは私の援 
助者です。あなたによって遠征し、あなたによって 
攻め入り、あなたによって戦います。」 

■ ((お户'•社 I 与一)-バ入 

ハス ブナ ツラー フワ ニア マルワキ ー ル。 

「私たちには アツラーが いれば十分です。 アツラー 
こそ最高の庇護者です。」 

37. 暴君の不正を恐れる者のドアー 

J お.ド^1 t 〇 1 ;妈 14 ^; 、け 

f 4^ 心すぶム jij : ん みじ t j 乂 ^ 

■ ((心け間、； t お6お； t 立お矣 t ぶ 

アツラーフンマラツノくツサマーワーテイツサブイ、 
ワラツバルアルシルアズイーム。クツリージヤ 
ーランミン フラーニブニフラーニン（ここに 
対をとなる者の名前をあてはめる）、ワアハザービ 
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ヒミンハラーイキカ、アンヤフルタアライ 
ヤアハドウンミンフムアウヤトウガー。ア 
ツザジャールカ、ワジャツラサナーウカ。ワ 
ラーイラーハイツラーアントウ。 

「アツラーよ、7層の天と偉大な玉座の主よ、 何某 

(ここに対•象となる者の《前を入れる） とその徒党 
が私を虐げることのないよう、おの隣人（守護者） 
になって下さい。あなたの隣人となった者こそ強大 
で、あなたへの讚美こそ崇高です。あなたな外に真 
に崇拝すべきものはありません。」 


Ur ぶし 4iL>- 一 _/S'l が。 )- 、 Y" • 

； ^:ゴ占 •Ul ふし^ 11 叫、 4 iL i 

Zr 斗' 苗心 5^1^ じ与 b 与谷 lir ? 占お％、 1 ろ' 

が L 4 jj <• が y-j お心お <■ JiiA し o ~^ y^j 

. ( けタリけ JlLlI 


アツラーフアクバル。アツラーフアアツズミ 
ンハルキヒジヤミーアー。アツラーフアアッ 


ズミンマーアハーフワアハザル。アウーズ 
ビッラーヒッラーズイー ラー イラ ーノ、 イッラ 
ーフ。アルムムスイキッサマーワーテイツサブイ 
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アンヤカアナアラルアルディイツラービイ 
ズニヒ、ミンシャツリアブディカ フラーニン 

(ここに対をとなるをのぶ前を入れる） 、ワジュヌ 
ーディヒワアトウバーイヒワアシュヤーイ 
ヒ、ミナノレジンニワノレインス。アツラーフンマク 
ツリージャーランミンシャツリヒム。ジャツ 
ラサナーウカワアツザジャーノレカ。ワタ 
バーラカスムカ、ワラーイラーハ ガイルク。 

( X 3 回） 

「アツラーは偉大なり。アツラーは全てのかれの創 
造物より偉大なり、アツラーはおが恐れおが警戒す 
るものな上に強大なり。私はかれな外に真に崇拝す 
べきものは無く、かれの許可なしには大地に崩れ落 
ちてしまうところの7層の天を支えるおホアツラー 
に、人とジンから成るあなたのしもべの 何某（ここ 
に巧象となる者のぶ前を入れる） と彼の軍隊 . 追従 
者たち • その一派の悪からご加護をホめます。アツ 
ラーよ、彼らの悪から私を護る隣人（守護者）にな 
つて下さい。あなたへの讚美こそ崇高で、あなたの 
隣人こそ強大です。あなたの御名は祝福に溢れ、あ 
なたな外に真に崇拝すべきものはありません。」 
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38. かに対するドアー 

^し 4^1 , ； J > し^じ中卜户。お] I J 誤 1)) -げ、 

アツラーフンマムンズイラルキターブ。サリーア 
ルヒサーブ。イフズイミルアハザーブ。アツラーフ 
ンマフズイムフムワザルズイルフム。 

「ァッラーよ、啓典を下されたおホよ、清算を敏速 
になされるおホよ、敵軍を敗をさせて下さい。アッ 
ラーよ、彼らを揺るがせ敗走させて下さい。」 

39. 人々を恐れる時に言うドアー 

アツラーフンマクフイニーヒムビマーシウタ。 

「アッラーよ、あなたが望まれるホ法で私を彼らか 
らお護り下さい。」 

40. 信仰むに疑問が生じたをのドアー 
133-「疑いを持ったことからアッラーにご加護をホ 
める。」 

アーマントウビツラーヒワルスリヒ。 

「私はアッラーとかれの預言者たちを信じます。」 
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. 聲'苗お鳥みみ那お—、み参-げ。 

フワルアウワルワルアーヒルワツザーヒル 
ワルバーテイヌワフワビクツリシャイイン 
ァリーム。 

『アツラーよ、あなたは過まの永遠から存在されたお 
ホ。未来の永劫にかけて存在されるおち。最も高きに 
おられるおホ。最も近くにおられるおホです。そして 
かれは全ての事物を熟知なされます。』【鉄章： 3】 

41. 重い負債を抱えた時のドアー 

■ (向;^み 4^,苗み みお^みん,み J 1))- 、 n 

アツラーフンマクフイニービハラー リカアン 
ハラー ミカワアグ ニニー ビフ ァド ゥリカア 
ンマンスイワ ーカ。 

「アツ ラーよ、私をハ ブー 乂のものではなくあなた 
のノ、ブールの もので充分として下さい。①そしてあ 
なたの恩恵によって、私をあなただけで足る者とし 
て下さい。」 


①訳を注：ハラームとはイスラームを上非合法とおをされた物事で、ハ 
ラールとはそこにおいて合法と規をされた物事。 

113 



t <• j 夕り J 片 1 苗み三弁す ji 户 ^1))— げ V 

' ( りお]1葬;卢却共;.みじ 

アツラーフンマイン ニー アウ ーズ ビカミナ 
ルハンミワルハザン。ワルアジュズィワルカサ 
ル。ワルブフリワルジュブン。ワダライツダイ 
ニワガラバティツリジャール。 

「アッラーよ、苦‘降と悲しみから、無能と怠惰から、 
吝普と臆病から、借金の重みと男たちの圧制からの 
ご加護をホめます。」 

42. 礼拝や読誦時の悪廃の曠きに対するドアー 

. ((一孔 jLk ；-^ l ；^ ふいげ入 
アウーズ ビツ ラーヒミナ ツシ ヤイター ニツ ラジ 
ーム。（そして左のホに3回唾を吐く） 

「私はアツラーに、呢われるべきシャイターンから 
のご加護をホめます。」 

43. 物事に困難を見出したをのドアー 

ojjLl こ一もツ^ J おじ 、I 、誤1)卜、パ 

'((如 

アツラーフンマ ラーサハライツラー マー 
ジヤアルタフサハラー。ワアンタタジュア 
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/ レ/レノ、 ズナイザーシウタサハラー。 

「ァツラーよ、あなたが容易くしたことだけが容易 
くなるのです。あなたが望めば悲しみも容易くなり 
ます。」 

44. 罪を犯した者が言い、行うこと 

140- 「罪を犯したしもべが体をよく清め、立ち上が 
って2ラクァの礼拝をし、それから ァツ ラーにお赦 
しをたえば、かれはその罪を赦されないことがな 
い。」 

45. 悪廃とその曠きを放逐するドァー 

141- 「ァツラーにシャイターンからのご 加護をホめ 
る。」 

142- 「ァザーン®を言う。」 

143- 「ズイクルの言葉を唱え、クルアーンを読む。」 

46. 望まないことや止むを得ないことが 
起こった時のドアー 

.((JJii ;じ!じ J ぶ)1 JJi ))— 、ミミ 

カダルツラーヒワマーシャーアファアル。 

「これこそはアツラーの定められたこと。かれはか 
れがお望みになることを行われた。」 

① 訳を注： 31 ページの 脚注参照。 
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47. 出産ないの言葉とその返事 

I slit を心ム ; t ill ^ j ぶ如おしつ )- u 。 

. (ち！ IJ み 

バーラカツラーフラカフイルマウフービラク。 
ワシヤカ/レタ/レワーヒブ。ワバラガアシユツ 
ダフ、ワルズイクタビツラフ。 

「あなたに授けられた子供に関してアツラーがあな 
たを祝福して下さいますように。そしてあなたが子 
供を授けたおホに感謝しますよう。そして彼が成長 
した晚には、あなたが彼の孝行を受けますように。」 

. : Lh/ ふ I iLijjj Il みが i4j 山社 I がし:)） 

■ (( がげ J みじ 

(そして巧福を受けた者は相手に次のように返す）バー 
ラカツラーフラカワバーラカアライク。ワ 
ジャザーカツラーフハイラー。ワラザカカツラ 
ーフミスラフ、ワアジュザラサワーバク。 

「アツラーがそのことを祝福しますように。そして 
あなたにも祝福あれ。アツラーがあなたにも良い報 
奨を授けて下さいますように。そしてアツラーがあ 
なたに同じように子をお恵みになり、あなたへ多く 

の報奨を授けて下さいますように。」 
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48. 子供のための 魔よ け 

アツラーの 御使いは孫の アル =ハサンと アル=フ 
サインに、次のような御加護の言葉を用いて巧願し 

た： 

ふ i お ^ j t だ Uj jU 4 i ■シだ创抽〇 口もだ 、 n 

. (は、 

ウイ' ーズクマ'ービカリマ'ーテイ ツラ' ー ヒ ツタ'ーン 
マ。 ミンクツリシャイ ターニン ワ ハーンマ。 
ワミンクツリアイ ニンラーン マ。 

「私はあなた方2人ののために、完全なアツラーの御 
言葉によって、全てのシャイターンと毒を持つ生物 
から、そして悪をもたらす全ての邪視からのご加護 
をホめます。」 

49. 見舞い時の病人へのドアー 

. (なじ、ミ V 

ラーバアサタフールンインシャーアツラー。 


①「あなた」と単数2人称で言う場合は、冒頭の「ウイ ー ズク マー」 を 
「ウイーズカ（男性)」あるいは「ウイーズキ（女性)」と言い換えま 
す。また「あなた方」と複数2人称で言う場合は、同様に「ウイーズ 
クム（男性、あるいは男か混合)」あるいは「ウイーズクンナ（か性）」 
と言い換えます。同様に「彼」 の 場合は「ウイーズ フ」、 「彼女」 の 場 
合は「ウイーズハー」、「彼ら」の場合は「ウイーズフム」、「彼女たち」 
の場合は「ウイーズフンナ」となります。 
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「大きな問題ではありません。ァッラーがそうお望 
みであるならば、あなたの（罪という）汚れが清め 
られますように®」 

■ (( ii 苗卜占し^;卜^向1 ぶ j ))_、 ミ入 

アスアルツラーハルアズイーマラツバルアルシル 
アズイーミアンヤシュフイヤカ。 （ X 7 回） 

「おは、偉大なるァッラー、偉大なる玉座の主にあ 
なたを癒して下さることをネ斤ります。」 

50. 病人を見舞うことの徳 
149-預言者（彼に ァッラーからの 祝福と平を あれ） は 
言った。「ムスリムの兄弟を見舞うをは、彼のもとを 
訪れてそこに腰を下ろすまで楽園の道を歩んでいる。 
そして腰を下ろしたときには、慈悲が彼を包み込む。 
もしそれが朝だったのなら、7万の天使が巧になる 
まで彼を祝福する。そしてもし巧だったのなら、や 
はり7万の天使が朝を迎えるまで彼を祝福する。」 


①訳を注：病や不幸やま難などは、ムスリムの瞻罪となります。預言を 
ムハンマドは言いました：「ムスリムに降りかかるお難で、それによ 
つて彼の罪が赦されることにならないものはない。例えそれが一本の 
とげによる痛みだったとしても。」（アルニブハーリーとムスリムの伝 
承） 
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51. 死期が迫った病人のドアー 

■ ((が 1おクし 二; ぶぶ若 1班…-、。. 

アツ ラー フン マグ フイルリーワルノ 、ムニー ワ 
アルヒク ニービツ ラフ イー キルア アラー。 

「アッラーよ、私を御赦し下さい。私にご慈悲をお 
かけ下さい。最局の同伴者の御許 ® へと、私をお巧し 
下さい。」 

. ((古1み古 laj « j 向け I 如、))-い、 
「預言者は自らの死に額した時、彼の両手を水につ 
けさせると、その手で顔を撫でて次のように唱えた： 

ラーイラー ハ イツラツラーフインナリル マ 
ウテイ ラサ カラートウ。 

『アッラーな外に真に崇拝すべきものはなし。本当 
に死とは苦しいものである。』」 

、: N 1 iJl 义 :: iJl 义夕 r ふじ如、! iJl 、))-、バ 
ぶ 、 j 、 j 如、!叫ん1;山みふ山な如、问!义なみ^ 

.((ふ叫 

ラーイラーハイツラツラーフワツラーフア 
クノくル。ラーイラーハイツラツラーフワハダ 

①訳を注：「最高の同伴を」とはアッラー、あるいはな前の預言をたち 
などから成る天国の住人、などという解巧の仕ちボあります。 
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フ。 ラー イラ ー ハイツラツ ラー フワハダフ 
ラーシャリーカラフ。ラーイラー ハイツ ラ 
ツラーつ ラフルムルクワラフルハムドウ。ラ 
■ ー イラ'ーハイッラツラ'ーフワ ラ'ーハウラ 
ワ ラークウ ワタイツ ラービツラー。 

「アツラーな外に真に崇拝すべきものは無し。アツ 
ラーは偉大なり。唯一のアツラーな外に真に崇拝す 
べきものは無し。唯一で並ぶ者無きおホアツラーな 
外に真に崇拝すべきものは無し。アツラーな外に真 
に崇拝すべきものは無し。主権と讚美はかれのもの。 
アツラーな外に真に崇拝すべきものは無し。至高至 
大のアツラーの他にいかなる威力も強大なるものも 
なし。」 

52. 死におした者への言葉 

. (な)1、1；]|、))-、げ 
ラーイラーハイツラツラー（っまり死に巧した者に 
この言葉を口にさせるために、周りの者がこの言葉を唱 
えること）. 

「最後の言葉が「アツラーな外に真に祟拝すべきも 
のは無し」であった者は天国に入る。」 
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53. 災難に見巧われた者のドアー 

J レ J 广み!' じ5^非|3ふろ))-ぃ乏 

''((も 

インナーリツラーヒワインナーイライヒ 
ラージウー ン。 アツラーフンマアジュル ニー フイ 
ームスイーバテイーワアフリフリーハイ 


ランミン ハー。 

「本当に私たちは アツラーのもの、 本当に私たちは 
アツラーの御 許へ 帰って 行きます。 アツラーよ、 私 
が受けた災難においておに報奨を与え、この災難の 
後に それよ り素晴らし いもの を私にお授け下さい。」 

54. 死人の目を閉じる時のドアー 


J ムム M j t をいらジみ J (ぉ二い j 刈若1弁1))- 


« »夕8 

なふご5 。 j な；^4卽 ‘ 


、〇〇 


;じみ白み I 




1 J 分 


アツラーフンマグフィルリ（ここにが人の名前を 


入れる）ワルフアウダラジャタフフィルマハデ 


イーイーン。ワフルフフフイーアキビヒフイ 
ルガービリーン。ワグフィル ラナ ーワラフ 
ヤーラツバルアーラミーン。ワフサフラフフ 
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イーカブリヒワナウウイルラフフイーヒ。 


「アッラーよ、何某( ここに故人のぶ前を入れる ) 
を赦したまえ。そして導かれた者たちの中において 
彼の位階を上げて下さい。彼の後に、私たち残され 
た者たちの中に彼を継ぐ者をお与え下さい。万有の 
主よ、私たちと彼をお赦し下さい。彼のためにその 
墓を広げて、その中をお照らし下さい。」 

55. 死人のために巧る時のドアー 


、 " 


尸 ^ jjt i-iy ^ 尸ホ t 心 • み かツ； 4J , - 、 

こ 4^' だしリ里I み t ミタじ jaL み iuAi 

<■ ° 一' 'ふ古心じ t y じ lir； 'J：^ しじ少た <■ ゾ J 丄! I 

よ iJl V た心 , を I iUStj t 产 ; j シ Urjjj 


.((向 


ア、 V ろーフンマグフィル 




アーフイヒ、ワァフアンフ。ワアクリムヌズ 
ラフ。ワワッスイァムドウハラフ 。ヴグスイル 
フビルマーイワッサルジワルバラドウ。ワ 


ナツキヒミナルノ、ターヤーカマーナツカイタ 
ツサウバルアブヤダミナツダナス。ワアブデイ 
ルフダーランハイランミンダーリヒ。ワ 
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アハランハイランミンアハリヒ。ワザウジ 
ャンハイランミンザウジヒ。ワアドウヒ /レ 
フルジャンナ。ワアイズフミンアザービルカ 
ブリワアザービン ナーノレ。 

「ァッラーよ、彼を赦し、彼にご慈悲を与え、彼を 
癒し、お守り下さい。そして彼によい住まいを与え、 
その 入り口を広げ、水と雪と霉で彼を清めて下さい。 
そしてあなたが白い服を汚れから清浄にされたよう 
に、彼をその過ちから清めて下さい。そして彼に（生 
前の）彼の住処よりも素晴らしい住処を、彼の（生 
前の）家族よりも素晴らしいま族を、彼の（生前の） 
配偶者より素晴らしい配偶者を引き換えにお与え下 
さい。そして彼を楽園に入れ、墓の災難と業火の懲 
罰から彼をお護り下さい。」 

C じ一户じ一り t t じ Jjb じ L-ji- jjipl 、 oV 

与じを 5 ぶ 5^ なら ^ 神し施 fj ij/ij 

. (( ; みお乂;:占 f た^、鼻し j がIぶお 

アツラーフンマグフイルリハイイナー、ワマイ 
イテイナー、ワシャーヒデイナー、ワガーイビ 
ナー、ワサギ ー リナ ー ワカ ビー リナー、ワザ 
カリナーワウンサーナー。アツラーフンママ 
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ンアハ ヤイ タフミンナーファアハイヒアラ 
ルイスラーム。ワマンタワツファイタフミン 
ナーファタワツファフアラルイーマーン。アツ 
ラーフンマラータハリムナーアジ ュ ラフワ 
ラー トウディ ッ ラナ ーバァ ダフ。 

「ァッラーよ、私たちのうち生きている者たちを、 
t くなった者たちを、この場に居合わせている者た 
ちを、不在の者たちを、老若男女をお赦し下さい。 
ァッラーよ、あなたが私たちの内で生かす者はイス 
ラームにおいて生かして下さい。あなたが私たちの 
内で死を与える者は、信仰をもった状態で死なせて 
下さい。ァッラーよ、その報奨®を私たちに禁じない 
で下さい。また私たちをその後で迷わせないで下さ 
い。」 

ち I 若お；* ■ と 与 j If. 。乂 j 主 广《 1! の - 、。入 

こ山|占3じな若 iS . みじ5ら JI み;こお i .ぶ I ぶ ]I 

アツラーフンマインナ (ここに故人の名前を入れ 
る）フイーズインマテイク。ワハブリジワー 


①訳を注：つまり葬儀の礼拝に参加することによって得られる報奨のこ 
と。 
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リク。ファキヒミンフイトウナティルカブリ 
ワ アザー ビン ナー ル。ワアンタア ハルルワフ 
マ ーイワルノ、ツク。ファグフイル ラフワ ルノ、 
ムフインナカアンタルガフールツラヒーム。 

「ァッラーよ、本当に何某( ここに故人のお前を入 
れる )はあなたの庇護のもとに、あなたを頼みの綱 ® 
としています。ですから墓の災難と業火の懲罰から 
彼を御守り下さい。あなたこそ約束を履行する真理 
のおホです。彼を赦し、彼に慈悲を垂れて下さい。 
本当にあなたはよく赦される慈悲深レ、おホです。」 

^ ^ こ 一も t Jl とに I 一 j 誤 1))- 、バ 

■ ((ajlp lx 一一 ( jlS * 0 レ心 aJ し ^ 三心 〇ピ oj _ cajI 

ァッラーフンマァブ K ゥカワブヌァマティカ 
ハタージャイラーラ ハマ テイク。ワアンタ 
ガ ニー ユン アンアザー ビヒ。 インカーナム 
フスィナンファズイドウフイーハサナーテイ 
ヒ。ワインカーナムスイーアンファタジヤ 

①訳を注：当時のァラブの1習慣として、旅人や商人などはある部族の 
支配巧域を巧全に通過したい時、その部族の長から庇護を得る習慣が 
ありました。これがここでは「頼みの綱」と意訳したレ、ブル•ジワ 
ーリカ」という言葉の由来です。ここでは故人ボアッラーの庇護のも 
とにあることを指し、それゆえに来世における諸々のお難や懲罰から 
の彼の巧全をネ斤っているのです。 
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ーワズアンフ。 

「アッラーよ、あなたのしもべ、そしてあなたの女 
しもべの息子はあなたのご慈悲を必要としています。 


そしてあなたは彼を罰さずとも済ますことが出来る 
おホです。もし彼が良い人物であったのなら彼の善 
行を増やし、もし悪い人であったのならそれを見逃 
してやって下さい。」 

56. t くなった子供のために巧る時のドアー 

.(( ぶ I 一おシ'加み JI ))- n . 

アツラーフンマアイズフミンアザービルカブル。 

「アッラーよ、彼を墓の苦しみからお助け下さい。」 


^ Ji! . Lli 呼苗 y Ijl 


'U 


^lis-J 



じみぶ 


が;が-が 

ソ J t シじ ( j —^ しじ a ] ム t 一石 aIj 

((*^^ら)^4む^ み。じ <■ 广み!し5^す lir ； し^ 

ザ/'ご 

■ 


そしてこう続ければ尚良い： アツラーフンマジュ 

アルフファラタンワズフランリワーリダイ 
ヒ。ワシャフイーアンムジヤーバー。アツラー 
フンマサッキルビヒマワーズイナフマーワ 
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アアズイムビヒウジ ュー ラフ マー。 ワアルヒ 
クフビサーリヒルムウミニーナ、ワジュアルフ 
フイーカファーラテイイブラーヒーム。ワキ 
ヒ ビラ ハマ テイカアザーバルジヤヒーム。ワ 
アブデイルフダーランハイランミンダーリ 
ヒ。ワアハランハイランミンアハリヒ。ア 
ツラーフンマグフイルリアスラーフイナー。ワ 
アフラーテイナー。ワマンサノ《カナービルイ 

—マー ン。 

「ァツラーよ、（夭折した子を）彼の両親の先駆の、 
そして来世での報奨とし、必ず受け入れられる執り 
成し人として下さい。アツラーよ、彼によって両親 
の善行の f 平を重くし、彼らの報奨を偉大なものにし 
て下さい。また（巧世において）彼を信仰者たちの 
中でも敬虔な者の仲間に入れ、そしてイブラーヒー 
ムの保護のもとにおいて下さい。あなたのご慈悲で 
彼を地獄のちしみからお護り下さい。そして彼に（生 
前の）彼の住処よりも素晴らしい住処を、彼の（生 
前の）家族よりも素晴らしい家族を、お与え下さい。 
アッラーよ、私たちの祖先たち、子孫たち、私たち 


①つまり天国に入ることにおいて、両親に先爾けるということ。 
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に先駆けて信仰に入った者たちをお赦し下さい。」 

.(0 >じ t 心 jt ム ' i 白'お I 誤1))-け、 

アツ ラー フンマジ ュ アルフラナ ー ファラ タン、 
ワサラファン、ワアジュラー。 

「ァツラーよ、彼を私たちの先駆とし、先人とし、 
報奨として下さい。」 

57. 弔問の隐のドァー 

... slip お お;，お；じな ji た' I じふ j が一 nY 
夕 / — イ 

/ / 8 〇/い 
.(、し一〜クー}夕 --'づ - 

インナリツラーヒマーアハザ、ワラフマ 
ーアァターワクツルシャイインインダフ 

ビアジャリンムサンマ^-•ファノレタスビ/レワ 

ノレタハタスイブ。 

「実にァツラーがお取りになったものとお与えにな 
られたものは、ァツラーに属する。そしてかれの御 
許にあるもの全てには、かめられた定命がある。- •• 
それゆえよく耐え、そこにおいて報奨をホめなさ 
い。」 

.(( t :) ■二占み过;^’ ぶ I 卜 lipl )) 
またこう言えばより良い： ァァザマツラーファ 

ジュラカ、ワァハサナァザーァカワガファ 
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ラリマイイテイカ。 

「アツラーがあなたの報奨を比類なく大きなものと 
して下さいますよう。あなたの哀悼をよきものとし、 
故人の罪が赦されますよう。」 

58. 遺体巧葬時のドアー 

■ (Uii 姜记ぶ J 油 

ビスミツラーヒワアラースンナティラスー 
リッラー。 

「アツラーの 御ぶにおいて、 アツラーの 使徒の スン 
«に従って。」 

59. 遺体巧葬後のドアー 

■ ((巧神 I な若1み]1))-、1ミ 

アツラーフンマグフイルラフ。アツラーフンマ 
サツビトウフ。 

「アツラーよ、彼を赦したまえ。アツラーよ、彼を 
堅固にしたまえ®。」 


① 訳を注：預言をムハンマド（彼に アッ ラーからの祝福と平をあれ）ボ 
人生のあらゆる分野において示した、ムスリムの従うべき規範■手 
を-道のこと。 

② 訳を注：人は死後、墓の中で彼のまと宗教と巧锻こついて質問されま 
す。その際に、堅固に正しい返答（つまりまはアッラー、宗教はイス 
ラーム、巧巧はムハンマドである、と言うこと）ボ出来ますように、 
という意ホです。 
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60. 墓地を訪問した隐のドアー 

;し^ じじ t 心 aLIA じ心 共 1 一 t jljjJi ^Jjfel パ。 

lif 却 jL ：!<,；^_ 式 iLlI じら jiixlli '4)1 ( U>:j t j み、み如 

.(( 马卽海 

アツサラームアライクムアハラツデイヤーリ、 
ミナルムウミニーナワルムスリミーン。ワイン 
ナーインシャーアツラーフビクムラーヒク 
ーン。ワヤルハムツラーフルムスタクデイミーナ 
ミンナーワルムスタアヒリーン。アスアルツラー 
フラナーワラクムルアーフイヤ。 

「信仰者とムスリムからなる墓の住人たちよ、あな 
たホの上に平安あれ。私たちはアツラーの思し召し 
とともに、あなたホに追いつきます。アツラーが私 
たちの内の先人たちと後人たちに、ご慈悲を垂れて 
下さいますように。私はアツラーに、私たちとあな 
たホのご加護を巧ります。」 

61. 風がかいた時のドアー 

. (がシ-み i ぶ j t Li ぶ；と uUf 

アツ ラー フン マ イン ニー アスアルカ ハイラハ 
一。ワアウ ーズ ビカミンシャツリ ハー。 

「アツラーよ、私はあなたに風の良きことを願い、 
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その悪からのご加護をホめます。」 

4_j じ t L_^ じ t L&j^ iXULll f^\ V 

.((女 dJLj U ji j 1U ji j . U ji iL i ぶ j 

アツラーフンマインニーアスアルカハイラハ 
一、ワハイラマーフイーハー、ワハイラマ 
ーウルスイラトウビヒ。ワアウーズビカ 
ミンシヤツリハー、ワシヤツリマーフイー 
ハー、ワシャツリマーウルスイラトウビヒ。 

「ァツラーよ、私たちはあなたに風の良き事と、そ 
の中にある良きものと、そのために送られたところ 
の良き事を願います。そしてその悪と、その中にあ 
る悪と、そのために送られたところの悪からのご加 
護を求めます。」 

62. 雷鳴の時のドァー 

. ((心 i 户 。V 该乂 i じ。丄:>三^ 。じ 4^))- 'HA 

スブハーナツラズイーユサツビフツラァドウビ 
ハムデイヒワルマラーイカトウミンヒーファ 
ティヒ。 

「アッラーに称實あれ、雷はかれを讚えて唱念し， 
また天使たちもかれを畏れて唱念する。」 
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63. 雨乞いのドアーより 

ふ i 乂 i ぶ uiiJt 'お^ 咚 ilpf 班 1))-、 " 

'(が 

アツラーフンマアスキナーガイサンムギーサ 
ンマリーアンマリーアン、ナーフイアンガイ 
ラダーツリン、アージランガイラアージル。 

「アツラーよ、日延べすることなく、私たちに害の 
無い有益な、祝福された豊棲の恵みの雨を降らせて 
下さい。」 

.((Lipf . Lipf . llipf 班 1 ))-、V • 

アツラーフンマアギスナー、アツラーフンマア 
ギスナー、アツラーフンマアギスナー。 

「アツラーよ、私たちに恵みの雨を降らせて下さい。 
アツラーよ、私たちに恵みの雨を降らせて下さい。 
アツラーよ、私たちに恵みの雨を降らせて下さい。」 
ぶじ t ぶ巳 し ^1))- 、 V 、 

■((巧1 

アツラーフンマ スキ イバー ダカ、 ワ ノスハーイマ 
力、ワンシュルラハマタカ、ワアハイーノくラ 
ダカ ルマイイ トウ。 


132 


「アッラーよ、あなたのしもべたちと香獣たちに雨 
を降らせ、あなたのご慈悲を広く行き渡らせ、あな 
たの枯れ果てた±地を蘇らせて下さい。」 

64. 雨が降った時のドアー 

.((Uilj W Y 

アツ ラー フンマサ イイ バン ナー フイア ー。 

「アッラーよ、有益な雨を降らせて下さい。」 

65. 雨が降った後のドアー 

ムテイルナービフアドウリツラーヒワラハマ 
ティヒ。 

「アッラーの恩恵と慈悲によって、おたちは雨に恵 
まれました。」 

66. 雨が止んで欲しい時のドアー 

j ぶ j. 一 ipJij (.LiSli ^し踩 Nj 

.((OuLwOj i. i 

アツラーフンマハワーライナーワラー アラ 
イナー。アツラーフンマ アラ ルアーカー ミ ワツ 
ズイラービ、ワ ブト ウーニル アウディヤ テイワ 
マナービティツシヤジヤル。 

「アッラーよ、私たちの真上ではなく私たちの周囲 
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に®アッラーよ、山や丘に、溪谷に、苗木に。」 

67. =日月を見た時のドアー 

す ! じ o^LUljt j じ、じらじ泣 4 神しお r ふ W- 、 V0 
. ( 、が I とら ； llj 4^ ^ 安 
アッラーフアクバル。アッラーフンマアヒッラ 
フアライナービルアムニワルイーマーン。ワ 
ッサラーマテイワルイスラーム。ワッタウフイー 
キリマートウヒッブラッノくナーワタルダ 
一。ラッブナーワラッブカッラー。 

「アッラーは偉大なり。アッラーよ、おたちが安寧 
とその継続、そして平安とその継続の状態にあるま 
ま、月を=日月にして下さい。そしてあなたがお望 
みになり御満悦されることにおける成功によって。 
私たちとあなたの主はアッラーです。」 

68. y ブターノレ谅戒巧けのをま）時のドアー 

. (な lUli ji 占 ‘VI み ‘ j t 山み I UJiJi こぶ))-、 VI 

ザハ ノくッ ザマウワブタッラテイルウルーク、ワ 
サバタルアジュルインシャーアツラー。 


①訳を注：つまり被害を及ぼすような大雨ではなく、適度かつ有益な雨 
を願います。 
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「喉の渴きを癒し、血管を湿らせ、そしてァッラー 
の思し召しならば（齋戒の）報奨を確実なものとさ 
れたまえ。」 

. ((4 み-もぶ i み 為过 じ; ( jl ^- s ^ O )- WV 

アツラーフン マ インニーアスアルカビラ ハマ 
テイカツラテイーワスイアトウクツラシャイ 
インアンタグフイラリー。 

「ァッラーよ、私は万有に満ち広がるあなたのご慈 
悲において、私を赦して下さることをネ斤ります。」 

69. を前のドアー 


. (( 油六 )-、 VA 


ビスミツラー。 

「もしあなたホがをべ物を食べる時には、『アツラー 
の御名において。』と唱えよ。そしてもしそれを最初 
に言い忘れた時には、『その始まりと終わりに、アツ 
ラーの御名において。』と言うのだ。」 


. ((も I 斗じム jU もし:誤1))-、パ 

「アッラーによって食べ物を与えられた者は、次の 
ように言う： 


アツラーフンマバーリクラナーフイ ーヒ 。ワ 
アトウイムナーハイランミンフ。 
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『アッラーよ、それにおいて私たちを祝福し、それ 
な上に良いものを私たちに施して下さい。』 

また、アッラーによってミルクを与えられた者は、 
次のように言う： 

アッラーフンマバー リク ラナーフイーヒワ 
ズイドウナーミンフ。 

『アッラーよ、それにおいて私たちを祝福し、それ 
を私たちに増やして下さい。』」 

70. を後のドアー 

、 j ^ 以^ t aAYjj , I ピ占ム 1 しく 如ふ1；山))-、 A • 

' '(が 

アルハムドウリッラーヒッラ ズ イーアトウア マニ 
ーハー ザ ー、 ワラザカ ニー ヒ 、ミンガイリ ハ 
ウリンミン ニー ワラー クウ ワ。 

「私の力が少しも介在することのないところにおい 
て、これを私にをべさせ、お恵みになったアッラー 
に称えあれ。」 

心 己兵 i ジ t 心 j お马呼 I 户 I ぶふ1；山))-、 A 、 

. ((を ila :•ぶ 
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アノ レノ、 ム ドウ リツラーヒハムダンカスイーラン 
タイイバンムバーラカンフイーヒ。ガイラマ 
クフイーインワラームワツダイン、ワラー 
ムスタグナンアンフラツバナー。 

「限りない、素晴らしい、祝福された讚美で私たち 
の主アッラーを称えます。私たちの主よ、（かれに巧 
しての）讚美はこれで充分ということはなく、また 
それは途絶えることもなく、かつ不可欠です。」 

71. を事を振る舞った者へのドアー 

共お挺 ちし : み J1))- 、 AY 

アツラーフンマ ノくー リクラフムフイ ー マーラ 
ザクタフム、ワグフイノレラフムワ/レハムフム。 

「アッラーよ、あなたが彼らに御恵みになったもの 
において、彼らを祝福して下さい。そして彼らを赦 
し、彼らにご慈悲をおかけ下さい。」 

72. 飲み物を与える者、それを行おうとするをへの 

ドアー 

アツラーフンマアトウイムマンアトウアマニ 
ーワスキマンサカーニー。 

「アッラーよ、私に食事を施した者に食事を恵みた 
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まえ。そしておに飲み物を与えた者に飲み物を与え 
たまえ。」 

73. y ブターノがを施したをへのドアー 

バ I -jyi 冷 ui が J t 。 

■(( み如 

アフタラインダクムッサーイムーナ、ワアカラ 
タアーマクムルアブラール、ワ サッ ラトウアラ 
イクムルマラーイカ。 

「あなたホのもと でサーイム®たもが サウを解き、 
正しくよき人々があなたホの食べ物ををべ、あなた 
方■に巧し天使たちが折りますように。」 

74. サクぶ中にをまを出された場合のドアー 

185-「もしあなたホが食事に招待されたら、それに 
応じよ。もし斋戒中ならば析願してやり、もしそう 
でないならを べるのだ。」 

75. 喧唾をけしかけられた時に サーイムが言 うこと 

■ ( おじいじ Jp)- 、入 '' 

イン ニー サーイム、イン ニー サーイム。 

① 訳を注：イフタールとは、サウム（いわゆる断を：日の出前から日没 
まで、飲をや性行為など諸々の巧為をアッラーへの崇拝を意図して絶 
つこと）を行うそボ日没後に核るを事。 

② 訳そ注：つまり スイ ヤームを斤うを。上記の脚注を参照のこと。 
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「私は斋戒中です。私は斋戒中です。」 

76. 植物に実が付き始めたのを見た時のドアー 
JLiJi] ，じ； JlU もし 'j ぶ j LlJ んし : 14UI))-UV 

.(( に i j 白 ' もら t 已じ 

アツラーフンマ ノくー リク ラナ'ーフイーサマ 
リナー。ワ ノくー リクラナーフイーマデイー 
ナテイナー。ワバーリクラナーフイーサー 
イナー。ワノくー リクラナーフイームツデイ 
ナー。 

「アツラーよ、私たちの果実において私たちを祝福 
して下さい。私たちの町において私たちを祝福して 
下さい。おたちのサーア（穀物の計量単位）におい 
て私たちを祝福して下さい。私たちの乂ツド（穀物 
の計量単位）において私たちを祝福して下さい。」 

77.くしやみをした時のドアー 

.(( ふ 1 ；山 ) 卜、 AA 

アノレハムドウリツラー。 ' 

「あなたホの誰かがくしやみをしたら『アツラーに 
称えあれ。』と言いなさい。 

'(細 ぶぶ ) 

ヤノレハムカツラー。 
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そうしたら彼の同胞、あるいはそばにいた者は、 
『アツラーがあなたにご慈悲を垂れますよう。』と言 
いなさい。 

■((み'し:お如み其)） 

ヤハデイークムツラーフワユスリフノくーラクム。 

そしてそばに居た者が、『アツラーがあなたにご慈 
悲を垂れますよう。』と彼に言ったならば、『あなた 
方•に アツラーの お導きがありますように。またあな 
たホの状態を正して下さいますように。』と言いなさ 
い。」 

78. ムスリムでない者がくしやみをし、 

ア ツ ラーを讚えた時に彼に言うこと 

. (( み ' し : 4U43 如み共 ))- 、入 4 

ヤハ デイー クム ツラー フワ ユ スリフ バー ラク 
ム。 

「あなたホに アツラーの お導きがありますように。 
またあなたホの状態を正して下さいますように。」と 
言いなさい。 

79. 結婚する者へのドアー 

'((ぶ‘参を苗ぶ j t み'がら t ilJ 411 がしつ)-パ. 

バーラカツラーフラカ、ワバーラカアライク。 
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ワジャマア ノ《イナクマーフイーハイル。 

「アツラーが（あなたの結婚において）あなたに祝 
福を与え、降り注いでくれますように。そしてあな 
たホニ人をよきものにおいて、縁結びして下さいま 
すように。」 

80. 結婚する者、及び家畜を買う時のドアー 

^ iL , 14 ^じぶ;；にジよ dUUt ji 誤…-、い 

. (( みお吟じ ji ; Uji 

アツラーフン マ インニーアスアルカハイラハ 
ーワハイラ マー ジャノくルタ ハー アライヒ 
ワアウーズビカミンシャツリハーワシ 
ャツリ マー ジャノくルタ ハー アライヒ。 

「アツラーよ、私はそこにある良きものをホめ、あ 
なたがそのように創造されたところの良きものをホ 
めます。そしてそこにある悪から、そしてあなたが 
そのように創造されたところの悪しきものからのご 
加護をホめます。」 

81. ホ入り前のドアー 


. ふ 1 (^)) -バ Y 


• じ(1)し 

ビスミツラー。アツラーフンマジャンニブナツシ 
ヤイターナ、ワジャンニビッシャイターナ マー 
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ラザクタナー。 

「ァッラーの御ぶにおいて。ァッラーよ、私たちか 
らシャイターンを退けて下さい。そして私たちに授 
けて下さったものからシャイターンを退けて下さ 
ぃ。」 

82. 怒った時のドァー 

. ((一 皆 シーふい ^ W- バ r 

アウ ーズビッラー ヒミナ ッ シャイみ 一ニッ ラジ 
—ム。 

「私はアッラーに、化われるべきシャイターンから 
のご加護をホめます。」 

83. 災難に遭った者を見た時のドアー 

一 ; JUlij ぉ ツ马 jlilp 4) JdSLW - 、い 

ア / レノ、 ムドウ リッ ラ'ー ヒッラ ズイー マ' ーファーニ 
ー ミンマブ タラー カビヒ 。ワファ ッダ ラニー 
アラー カス イー リンミンマン ハラ カタフ デ 
イーフー。 

「あなたに降りかかった災難から私を守って下さっ 
た、そして私をかれが創造された多くのものより尊 
んで下さった アッラーに 称えあれ。」 


142 


84. 集まりにおいて言うドアー 

ラッビグフィルリーワトウブアライヤイ 
ンナカアンタッタウワーブルガフール。 （ X 100 刚 

「主よ、私をお赦し下さい。私の悔悟を受け入れて 
下さい。本当にあなたはよく‘瞎悟を受け入れ、よく 
お赦し下さるおホ。」 

85. 集まりの解散に隐してのドアー 

斗若<1二 f t こ J け I U 1 、ゴしぶじ 4*^))- 、い 

. (妈おぶ 

スブハーナカッラーフンマワビハムデイカ、ア 
シュハドウアッラーイラーハイッラーアン 
夕、アスタグフィルカワアトウーブイライカ。 

「アッラーよ、あなたに賞實と讚美あれ。私はあな 
たな外に真に崇拝すべきものはないことを証言しま 
す。おはあなたにお赦しをホめ悔悟します。」 

86. 「アッラーがあなたを赦して下さります 
ように」と言ったをへの言葉 

. ((逝)トバ V 

ヴラク。 

「そしてあなたに巧しても。」 
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87. あなたに善いことをした者へのドアー 

.((お如立兵))-バ八 

ジャザーカツラーフハイラー。 

「アツラーがあなたに良き報奨を与えて下さります 

よつ。」 

88. 偽メシアからの護身 

199-「洞窟章の最初の10節を覚えた者は偽 メシア 
の災難から護られる。」そして各礼拝の終わりに悪魔 
からのご加護を アツ ラーに請うこと。 

89. 「私はアツラーゆえにあなたを愛します」と言 
った考■へのドアー 

. ((な。其;; if 如がり)- い. 

アハツバカツラズ イー アハバブ タニー ラフ。 

「あなたが私を愛した所なとなられたそのおちが、 
あなたを愛されますように。」 

90. あなたに財を施した者へのドアー 

.((iUUj ilUI J ilT ふ I が Q)- い、 

ノ スーラカツラーフラ カ フイーアハ リカワ 
マーリク。 

「アツ ラーがあなたの家族とあなたの財産に関して 
あなたを祝福して下さいますよう。」 
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91. 借金返済時の債権者へのドアー 

1^1 ._iLUl l\yJr ピい iUUj iUil J 山' 社 I もしつ：) - い Y 

. もの Ij 

バーラカツラーフラカフィーアハリカワ 
マーリク。インナマージャザーウツサラフィルノ、 
ムドウ ワルアダー。 

「アツ ラーがあなたの家族とあなたの財産に関して 
あなたを祝福して下さいますよう。貸付の報奨は、 
その返済と賞貴です。」 

92. 不信仰に恐怖を抱いた時のドアー 

、 4 み若じ 一 心斗; ui j II i ji iL Ji ^ 1 ))- Y • r 

'((解 

アツラーフンマインニーアウーズビカアン 
ウシュリカビカワアナーアアラム。ワア 
スタグフイルカリマーラーアアラム。 

「アツラーよ、私はあなたに、それと知りながらあ 
なたに他の者を並べて崇める罪からのご加護を求め 
ます。そして、私が知らずに犯した罪へのあなたの 
御赦しをホめます。」 
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93. 「アツラーがあなたを祝福して下さいます 
よう」と言った者へのドアー 

'((如がし:み j ))- いミ 

ワフイーカ ノスーラカツラー。 

「あなたにも アツラーからの 祝福がありますよう。」 

94. テイヤブ®に対•する嫌悪のドアー 

アツラーフンマラータイライツラータイル 
ク。ワラーハイライツラーハイルク。ワラ 
ーイラーハ ガイルク。 

「アツラーよ、あなたを差し置いて（吉凶の原因と 
なるような）鳥などはいません、あなたの善の他に 
善はありません、あなたな外に真に祟拝すべきもの 
はありません。」 

95. 乗り物に乗る時のドアー 



①訳を注：「ティヤラ」とは、ある種の烏の出現を物事の吉凶と結びつ 
ける、イスラームな前の時代の迷信。鳥に限らず、 アッ ラーな外の何 
ものかボ何かを益したり害したりすると考えることは、シルクの一種 
です （36 ページの訳を注参照)。 



お t 峰ぶ ijjiiji 班 I ぶじ 4^ t が苗し夕 r 却 

■ (む f 、 心な I 

ビスミツラー。ワノレノ、ムドウリツラー。『スブノ、一 
ナツラズィーサツハラ ラナ ーハー ザ ーワ 
マー クンナーラフムクリニーンネワイン 
ナーイラーラツビナーラムンカリブーン』ア 
ルノ、ム ドウリツラー。アル ノ、ム ドウリツラー。 
アルハムドウリツラー。アツラーフアクバル。 
アツラーフアクバル。アツラーフアクバル。ス 
ブ ハー ナカツラーフン マ インニーザラムトウ 
ナフスイーファグフイルリー。ファインナフ 
ラー ヤグ フィルツズヌーノくイツラーアン タ。 
「ァツラーの御《において、ァツラーに称えあれ。 
『これらのものを私たちに服従させた御ホを讚えま 
す。これは私たち自身では出おなかったことです。 

* 本当に私たちは，私たちの主の御許に必ず帰るの 
です。』【金の装飾章：13〜 I 4 】ァツラーに称えあれ。 
ァツラーに称えあれ。ァツラーに称えあれ。ァツラ 
一は偉大なり。ァツラーは偉大なり。ァツラーは偉 
大なり。ァツラーよ、あなたに称えあれ。本当に私 
は自分自身に不正を働きました。ですから私を御赦 
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し下さい。本当に罪を御赦しになられるのは、あな 
たの他におりません。」 


96. 旅立ちのドアー 

。じじ； iii 白；^ピ丄!1 j じ4^参 t お f - ふしぶ r ふしだ r ふ I-Y .v 


SJI 11^ じ ^ J duLijui t4jJ')) お j4 山•をぶじじホな若 
皮 jJrlj lli ら i —： み i 許しじ , 料 1 シ J W みじ 

Ji 1 j iL^\j 4^ 包 I こ J; 神し ;:) J4 

( が 、 6 jdi jt t 戸おも t JlH\ 5 み^み 

. ((Oj 丄^レ ■ し三 t (j^jjLc- (. ij yj\j c (j_^0) 


アツラーフアクバル。アツラーフアクバル。ア 
ツラーフアクバル。『スブハーナツラズイーサツ 
ハラ ラナ’ ーハ'ーザ'ー ワマ'ー クン十 'ー ラ 


フムクリニーン求ワインナーイラーラッビ 
ナーラムンカリブーン』アッラーフンマインナ 
ーナスアルカフイーサファリナーハーザル 
ビッラワッタクワー。ワミナルアマリマー 
タルダー。アッラーフンマハウウインアライナ 
ーサファラナーハーザー。ワトウウイアンナ 
ーブウダフ。アッラーフンマアンタッサーヒブ 
フイツサファル。ワルハリーファトウフイルアハ 
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ル。アツラーフンマインニーアウーズビカ 
ミンワアサーイツサフアリ、ワカアーバテイル 
マンザリ、ワスーイルムンカラビフィルマーリ 
ワルアハル。（旅から帰ってきたらこれらの言葉の化に、 
更に次の言葉を付け加える）アーイブーナ、ターイブ 
ーナ、アービドウーナ、リラツビナーハーミドウ 
—ン。 

「アツラーは偉大なり。アツラーは偉大なり。アツ 
ラーは偉大なり。『これらのものを私たちに服従させ 
た御ホを讚えます。これは私たち自身では出来なか 
ったことです。*本当に私たちは，私たちの主の御 
許に必ず帰るのです。』【金の装飾章；13〜 I 4 】アツラ 
一よ、私たちはこの私たちの旅において、善行と敬 
虔さを請います。そしてあなたのご満悦される行い 
をホめます。アツラーよ、おたちのこの旅をを易く 
して下さい。そしてその距離を縮めて下さい。アツ 
ラーよ、あなたは旅の道連れであり、（残した）家族 
の後見人です。アツラーよ、私はあなたに旅の困難 
と風景がもたらす倦息さから、そして財産とま族に 
万一のことがないよう、あなたにご加護を求めま 
す。」（そして帰ってきたら「私たちは帰り、悔悟し、 
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崇拝します。そして私たちの主を称えます。」と付け 
加える。） 

97. 村や町に入る時のドアー 



. ((知じ与叫 


アツラーフンマラツノくツサマーワーティツサブイ 
ワマーアズラルン。ワラツバルアラディーナ 
ツサブイワマーアクラルン。ワラツバツシ 
ヤヤーティーニワマーアドウラ/レン。ワラ 
ツバツリヤーヒワマーザライン。アスアルカ 
ハイラハーズイヒルカルヤテイワハイラア 
ハリハー、ワハイラマーフイーハー。ワア 
ウーズビカミンシャツリハー、ワシャツリ 
アハリハー、ワシヤツリマーフイーハー。 

「アツラーよ、7層の天とその影が覆うものの主よ、 

7層の大地とそれが運ぶものの主よ、多くのシャイ 
ターンとそれらが迷わせたものの主よ、風とそれが 
吹き飛ばしたものの主よ、私はこの村の良きものと 
その住人の良きものを、そしてそこにある良きもの 


をホめます。また私はあなたにその悪とその住人の 
悪とそこにある悪からのご加護をホめます。」 

98. 市場に入る時のドアー 

^ Jliil 。 t 。 J 社け I 叫、)) -Y バ 

.のも^ぶぶぶ.み I 嗔.三苗、ぶも苗 

ラーイラーハイツラツラーフワハダフラー 
シャリーカラフ。ラフルムルクワラフルハム 

ドウ。ユフイーワユミートウワフワハイ 

ユンラーヤムートウ。ビヤデイヒルハイル、ワ 
フワアラークツリシャイイン カディール。 

「唯一の アツラーな 外に真に崇拝すべきものはなく、 
かれに並ぶ何ものもありません。主権はかれに属し 
讚美もかれに属します。生死を司る御ち、かれは死 
めことなく永遠に生きるおホ。全ての良いことはか 
れの手中にあり、かれは全てにおいて全能です。」 

99. 乗り物の調子が悪い時のドアー 

. ((ふ I 户))-,、• 

ビスミツラー。 

「アツ ラーの 御《において。」 
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100. 旅人の居住をへのドアー 

. ((みお 向 I ミみ f))-Y 、、 

アスタウディウクムッラーハッラズィーラータ 
ディーウヮダーイウフ。 

「私は、信託を破棄することのないアッラーの御許 
にあなたちをまねてお別れします。」 

101. 居住をの旅人へのドアー 

.((iiui 卜 t ぶじじ心ぶ / ふ I 含 i こ二 i))-Y 、 Y 
アスタウディウッラーハディーナカ、ワアマー 
ナタカ、ワハワーティーマアマリカ。 

「私は、あなたの宗教と信託とあなたの行為の集大 
成をアッラーの御許に委ねてお別れします。」 

じと 4^ ジ JLI 山-' ご 心が i L liil iiS}；))- Y ^ r 

.((ぶ' 

ザウワダカッラーフッタクワー。ワガフアラザ 
ンノく力。 ワヤッサララカル ノ 、イラハイス マ 
ークントウ。 

「アッラーがあなたに敬虔さを増大させ、あなたの 
罪を赦し、そしてどこにいても善を容易くして下さ 
いますよう。」 
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102. 旅の道中におけるタクビーノシとタスビープ！ 

214—ジヤービル（彼にアツラーのご満悦あれ）は 言つ 
た。「私たちは乗り物に乗った時は、タクビールを口 
にしたものでした。そしてそこから降りた時には、 
タス どーブを口にしたものでした。」 

103. サノ、乂持（巧巧け前）の旅人のドアー 

み邸4 乂:户 油じ 

'(しなシふ iJo たらじふぶ J 
サンマアサーミウンビハムデ'イツラーヒ、ワ 
フスニバラーイヒアライナー。ラツバナーサ 
ーヒブナー、ワアフデイルアライナーアーイ 
ザンビツラーヒミナンナ ー/レ。 

「（天使たちよ、）私たちへの素晴らしい恩寵に対す 
るおたちのアツラーへの讚美を、アツラーに伝えて 
下さい。主よ、私たちの同伴者よ、私たちに恩恵を 
降り注ぎ、そして業火からのご加護をお与え下さ 

い。」 


① 訳を 注：「タクビール」 とは 「アツラーフアクバル（アツラーは偉 
大なり）」、 「タスビーフ」 とは 「スブ ハー ナツラー（アツラーはあら 
ゆる不完全‘性や欠随から無縁な、崇高なおち）」と念じて言うことで 
す。 
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104. 旅において他の家や場巧に泊まる時のドアー 
.(( ぶよじ^ 〇じ白 I ふ I 〇みち i _^ t))-Yn 
アウーズビカリマーテイツラーヒツターンマーテ 
イミンシャツリマーハラク。 

「おはアッラーの完璧な御言葉に、彼が創造した悪 
からのご加護を求めます。」 

105. 旅から戾った時のズイクル 


" Aj , 1； 山 あ ふ 山ん3 みふけ I 叫 、))- Y 、 V 

し 3 J ーク t (1) _ o[s>- LJo (. t (j C (1)a_ol(. yj^ ミ 

' 共户え; t ;； i；a 知 

ラーイラーハイツラッラーフワハダフラー 


シャリーカラフ。ラフルムルクワラフルハム 

ドウ、ワフワアラークッリシャイインカ 

ディール。アーイブーナ、ターイブーナ、アービド 

ウーナ、リラッビナーハーミドゥーン。サダカッ 

ラーフヮァダフ、ヮナサラアブダフ、ヮハ 

ザマルアハザーノく ヮハダフ。 

「唯一のアッラーな外に真に崇拝すべきものはなく、 

かれに並ぶ何ものもありません。王権はかれに属し、 

讚美もかれに属します。かれは全てにおいて全能で 

す。私たちは帰り、悔悟し、崇拝します。そして私 
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たちの主を称えます。アッラーは御自身のお約まを 
履行し、そのしもべを勝禾リさせ、部族連合を敗走さ 
せました。」 

106. 嬉しい事や嫌な事があった時に言うこと 

.((oa-L^I P じピ JJI ふ1； 山 ))- Y 、入 
アル ノ、ム ドウ リッラーヒッラ ズ イービニアマ テ 
イヒタテインムッサ ーリハー トウ。 

預言者は彼に嬉しいことがもたらされると、次の 
ように言った：「アッラーに称えあれ。善行はかれの 
恩恵によって完遂されます。」 

. (( ji^ ぶぶふ！;も w 

アルハムドウリッラーヒアラークッリハール。 

また預言者は、彼に嫌なことがもたらされると次 
のように言った：「どのような状況であれ、アッラー 
を称えます。」 

107.巧言者（彼にアッラーからの祝福と平を 
あれ）のためにが廣すること①の徳 

219-預言者（彼に アッ ラーからの祝福と平まあれ）は 
言った。「私のために1 回折 願した者には、アッラー 


①具体的なネ斤願の仕方については、本書12頁の脚注①参照のこと。 
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が彼のために 10 回が願する。」 

220- 預言者（彼に ァツラーからの 祝福と平を あれ） は 
言った。「私の墓をイー/''®としてはならない。私の 
ためにネ斤願しなさい。あなたホのネ斤願はあなたホが 
どこにいようと私に届くのであるから。」 

221- 預言者（彼に ァッラーからの 祝福と平を あれ） は 
言った。「吝舊な者とは、私の名を述べた時に私への 
巧願をしない者である。」 

222- 預言者（彼に ァツ ラーからの祝福と平をあれ）は 
言った。「アツラーのもとには私のクンマ®からのサ 
ブー乂を私に伝える、地上を周遊してまわる天使た 
ちがいる。」 

223- 預言者（彼に ァツラーからの 祝福と平を あれ） は 
言った。「私に挨おする者にはァツラーが私に私の魂 
を戻し、そして私は彼への挨搂を返すのである。」 


① 訳を注：「イード」とはを巧的に訪れるところのもの、そして時節的 
なものであれ、場所的なものであれ、何かを定期的に行うことを指し 
ます。それゆえ預言を（彼に ァッ ラーからの祝福と平安あれ）は人々 
が定期的に彼の墓を来訪することを諫めたのであり、本文の後半部分 
にもあるよ弓に、彼へのネ斤願はどこからでも届くのです。 

② 訳を注：預言を ムハンマド （彼に アッラーからの 祝福と平安あれ） の 
共同体のこと。 
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108. サラーム (挨接）のを広めること 

224- 預言者（彼に アッラーからの 祝福と平を あれ） は 
言った。「あなたちは信仰するまで天国には入らない 
だろう。そしてあなたホはお互いに愛し合うように 
なるまで、信仰したことにはならないだろう。だか 
らもしそれを実行すれば、あなたホがお互いに愛し 
合うようになるホ法を教えてやろう。あなたホの間 
にサラーム (挨按リを広めるのだ。」 

225- 「次の3つの特實を備えたをは信仰を結集し 
たと言える：まず自らに公正であること、人々に巧 
して自分から挨接を行うこと、困窮の中での施し。」 

226- アブドウッラーブン ウマル（彼らにアッラ 
一のご満悦あれ）は伝える。「ある男が預言者（彼にァ 
ッラーからの 祝福と平安あれ）に『どのようなイスラ 
ームが最も優れているのでしょうか？』と尋ねた。 


①訳を注：ムスリムの一般的な挨接の言葉「アツサラームアライクム 
(あなた方に平安がありますよう）」のこと。あるいはそれに続けて 
「ワラ ハマ トウツラー（そしてアツラーのご蕴悲を）」、更に「ワバ 
ラカートウフ（そしてアツラーの祝福を）」と付け足せば尚良いとさ 
れます。そして挨搂を受けたムスリムは、それと同様かそれより良い 
サラームを返すべきとされます。至高のアツラーは仰られた：《そし 
てあなた方■が挨接を受けたら、それより良い挨接を返すか、あるいは 
同じ挨撰を返すのだ。実にアツラーは全てのことを精算されるお方で 
ある。〉〉（女人章： 86) 
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預言者は言った。『食事を施し、あなたの知り合いに 
も知らない者にもサブー乂（挨接）をすることであ 
る。』」 

109. 不信仰をが挨搂した時の返事 

'(( 媒リトバ V 

ワアライクム。 

「啓典の民があなたホに挨接した時には『そしてあ 
なたホの上にも。』と返しなさい。」 

110.ニワトリとロバの鳴き声を聞いた時のドアー 
228 - 「あなたホが雄鶏の鳴き声を聞いたらアツラー 
に彼の恩恵をホめなさい。雄鶏は天使を見たのだか 
ら。そして ロバの 鳴き声を聞いたら、アツラーにシ 
ャイターンからの助けをホめなさい。 ロバは シャイ 
ターンを見たのだから。」 

111.夜、犬のがえる声を聞いた時のドアー 
229-「あなたホが巧、犬のがえる声やロバの鳴き声 
を間いたらアツラーにそれらからのご加護をボめな 
さい。それらはあなたホに見えないものを見るのだ 
から。」 

112. 悪口を言ってしまった者■へのドアー 

. (み呼 I お ig ] ななが之お U も W おが; 4^1))- げ. 
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アツラーフンマファアイユマームウミニンサ 
バブトゥフファジュアルザーリカラフクル 
ノ《タンイライカヤウマルキヤーマ。 

預言者（彼に ァツ ラーからの祝福と平まあれ）は言っ 
た。「ァツラーよ、私が悪口を言ってしまった信者に 
関しては、それを審半りの日にかれがあなたに近付く 
ための善行と換えて下さい。」 

113. 誰力>他のムスリムををめる時に言うこと 

.((^t 油ぶ L J ■夕 、 j t 苗じむ i ■す))-げ、 

アハスイブ (乏こでぶ前を言う )ワツラーフハス 
イーブフ、ワラーウザツキーアラツラーヒ 
アハダンアハスイブフ (ここでその者の誉められ 
るべき性質を言う） 。 

「誰かを誉めずにはいられない時にはこう言いなさ 
い。『ァツラーこそ真の裁定をされるおちであり、ァ 
ツラーに巧して誰のことを称えるつもりもありませ 
んが、私は某（ぶ前を言う）を〜（その者の誉めら 
れるべき性實を言う）と思います。』」 

114. 誰かに眷められた時にムスリムが言うこと 
ろ心:、じ J 知 ； t ぶら y こが、 ；4 uo )- げ Y 
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.(6ぶらお 

アツラーフンマラー トウアーヒズ ニー ビ マー 
ヤクールー ン。 ワグフイルリー マー ラーヤ 
アラムーン。ワジュアル ニー ハイランミン マー 
ヤズンヌーン。 

「アツラーよ、彼らが言うことに関して私ををめな 
いで 下 さい。そして彼らが知らないことに関して私 
を御赦し下さい。そして私を、彼らが思っているな 
上に良い者として下さい。」 

115. ノ 、ツジ. ク乂ブ中のタノシど卡①の仕ホ 

.U^l jU が ' 山 ' も、が '. が ' が '))- YVT 

. ((过み六 t diliIjiU お 

ラツバイカツラーフンマラツバイク。ラツバイカ 
ラーシャリーカラカラツバイク。インナノレノ、 
ムダ、ワンニアマタ、ラカワルムルカ、ラーシ 


①訳を注：「ハッジ」とはヒジュラ暦12月上旬にマッカで行われるいわ 
ゆる大巡礼のことで、イスラームの日柱の1つです。一方「ウムラ」 
もやはりマッカ巡礼ですが、特定の時期は定められておらず、かつ行 
われる宗教儀式もハッジに比べて怪減されています。ウムラはハナフ 
イー.マーリキー学派で スン ナ（推奨行為）、 シャーフ イイー. ハン 
バリー学派では義務とされています。また「タノレビヤ」とは巡礼の禁 
忌が態にある特定の時期に念じることを推奨、あるいは義務かけられ 
ている（学派によって相違あり）一連の言葉のことを指します。 
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ャリーカラク。 

「アツラーよ、あなたの御許に馳せ参じました。あ 
なたの御許に馳せ参じました。あなたに並ぶ者はい 
ません。讀美と恩恵と主権は、並ぶ者無きあなたの 
物です。」 

116. 黒石のある柱 ® に巧た時のタク ビール 

234-「預言者（彼に アツラーからの 祝福と平を あれ） 
はクアノ卿殿の周りを駱晓に乗ってタクーブし、黒 
石のある柱に辿り着くたびに持っていた物でそれを 
指し示し、タク どーノ 仁をした。」 


117. y エメンがと黒石のある柱の間のドアー 
'(しな三山な；と二占ぶを二三たにを))- Yr 。 
ラッノくナーアーテイナーフイッドウニヤーハ 
サナ。ワフイルアーヒラテイハサナ。ワキナ 
ーアザーノくンナーノ レ。 


① 訳を注：イス ラーム 第一の聖地 マッカのハラーム.モスクの 中と、にあ 
るカアバ神段は立ち体においおをしており、その4つの巧には支柱が 
ありますボ、を々の支柱にはを称ボあります。「黒おのある柱」は义 
字通り黒いおのはまっている柱で、タワーフ（下記訳を注参照）する 
ときの出発点です。 

② 訳を注：「タワーフ」 は 巡礼の諸義あ行為の内の1 つ。アッ ラーを崇 
拝するためにカアバ神殿の周囲を7回逆時計回りに迴ることです。 

③ 訳を注：「イエメン柱」とは、黒おのある柱からタワーフを始めたと 
き最後に通る柱。 
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「おたちの主よ，現世で私たちに良きものを与え， 
また来世でも良きものを与えたまえ。そして業火の 
懲罰から私たちを守りたまえ。」 

118. サブ グーとマノ レヴの丘 ® に立った時のドア ー 

. バ女抽 おらお; 4 ふ I ろ。^ ミ jjiljll 三] い 换}}-げ1 

『インナッサファー’ワルマルワタミンシヤア 
ーイリッラー。』アブダウビマーバダアッラーフ 
ビヒ。 

「預言者（彼に ァッラーからの 祝福と平まあれ）はサ 
ブァ ーの 丘に近づいた時、言った。『《本当にサブ グ 
一と マルクは，アッラーの みしる しの内の 1 つで あ 
る。》私は アッラーが それでもって始められたものに 
おいて、始める。』 

若 jj •ぶみ;1；山巧 di 山んなみ^、社け i 叫、)) 
み' J k ぶ t « jJ.j お Jf ん占^ 

. (心; 

ラーイラーハイッラッラーフワハダフラー 
シャリーカラフ。ラフルムルクワラフルハム 


①訳を注：「サファーとマルワの丘」とは、全長め 400 m の回廊を挟む2 
つの丘。「サファーの丘」から始めてその間を3往復半することは「サ 
ァイ」と呼ばれ、巡礼の諸義あ行為の内の1つです。 
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ドウワフワアラークツリシャイインカ 
ディ ール。ラーイラー ハ イツラツラーフ ヮハ 
ダフ。アンジャザヮァダフ、ヮナサラアブダ 
フ 、ワハザ マルア ハザーバワハ ダフ。 

こうしてサブグーの丘から始め、クグノ々申殿が見 
えるところまで上ると牛ブ‘ブのホ向のを向き、タウど 
ードとタクビールの言葉②を唱え、言った。『唯一の 
アツラーな外に真に崇拝すべきものはなく、かれに 
並ぶ何ものもありません。主権はかれに属し讚美も 
かれに属します。かれは全てにおいて全能です。唯 
一のアツラーな外に真に崇拝すべきものはいません。 
かれは約束を履行し、そのしもべを勝利させ、槽信 
の）徒党を敗走させました。』 

また マルクの 丘でも、 サフ グーの 丘でした通りに 
行った。」 


①訳をを：つまりカアバ神殿のち向。 

③訳をを：「タウ ヒード」 の言葉とは 「アツラーが 唯一であり、かれに 
並ぶものは何もない」ということを示す言葉を念唱すること。最も一 
般的なのは 「ラーイラ ーハイ ツラツラー（アツラーが 外に真に祟 
拝すべきものはなし）」という言葉。 
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119. グブブグのの日のドアー 

お lij 山 I を di 山んな iL 4 、如 、问け))- YfV 

■のみ^ぶ 

ラーイラーハイツラツラーフワハダフラー 
シャリーカラフ。ラフルムルクワラフルハム 
ドウワフワアラークツリシャイインカ 
ディール。 

「唯一の ァ ツ ラーな 外に真に崇拝すべきものはなく、 
かれに並ぶ何ものもありません。主権はかれに属し 
讚美もかれに属します。かれは全てにおいて全能で 
す。」 

120. 乂ス'ダクブブ 2 におけるズイク/レ 

238 —「預言者は（彼にァッラーからの祝福と平をあれ） 
カスワー (彼の愛用の驗蛇のぶ前）に乗って乂ス’夕''グ 
ブァに着くと、キブタのち角を向いた（そしてドア 


①訳を注：「ァラファ」とはヒジュラ暦12月の9日目、ハッジの巡礼を 
たちがおくことを義務付けられているマッカ近郊の台地。この日この 
地でアッラーを念じ、タルビヤを唱え、ネ斤り、犯した罪の赦しを乞う 
きは、預言を（彼にァッラーからの祝福と平安あれ）のレ、ッジはァ 
ラファである。」という言葉が示す通り、ハッジのメインイベント的 
意ホ合いを持っています。 

質訳者を：「ムズダリファ」とは、ヒジュラ暦12月9日の夜を過ごすこ 
とになっているマッカ近郊の場所。 
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一をし、タク ビールとタノ、リールと タクどードの言 
葉のを唱えた）。そして空が明るくなるまでそのまま 
立ち続け、日が昇る前に出発した。」 

121. ジヤマ ブー/' ® の投石の隐のタクビール 
239 - 「3つのジャマブー/'で小ちを投げるたびに夕 
ク ビールを 唱える。 そして1番目と2番目の ジャマ 
ブー/«へのおちの後に立ち止まり 、キブラのホ角を 
向いて両手を上げながらドアーする。グクノ、''は番 
目のジャマブー/0のおちに関しても同様にタクど 
ールしながらおちするが、その後は立ち止まらず立 
ちちる。」 

122. 驚嘆や嬉しい時のドアー 

.((加 

スブ ハーナツラー。 

「アツラーに 称え あれ。」 

. ((ぶな l ))- Y い 

アツラーフアクバル。 


①訳を注：「タハリール」の言葉とは「タウヒード」の言葉と同義。163 
頁の脚注②参照のこと。 

® 訳そ注：マッカ巧巧の巡礼をを営地「ミナー」にある、大小中3本の 
投石塔。ヒジュラ暦12月10日に最大の柱に7個、そして11、12、 
13日にはををに7個ずつの小石を投おすることになっています。 
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「アツラーは偉大なり。」 

123. 嬉しい事が起こったをがすること 

242-「預言者（彼に アツラーからの 祝福と平まあれ） 
は彼に嬉しい事が起こった時には、祝福された崇高 
なるアツラーへの感謝のためにサジダ’（平伏礼）を 
した。」 

124. 体に痛みを感じた者が言うこと 

■ (なにじ1^;じ共心 ' Aij jij i ^ り） （ Ull 卜 o ))- Y げ 
「体の痛みを感じたところに手'を置き、’こう言いな 
さい： 

ビスミツラー （ X 3 回)。 

『アツ ラーの 御《において。』 

そして次のように7回言いなさい： 

アウーズビツラーヒワクドウラティヒミン 
シャツリマーアジドウワウハーズィル。 

『私は アツ ラーとかれの力において、私が出遭い、 
警戒するところの悪からのご加護をホめます。』」 
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125. 邪巧（ア①による災難を恐れるをのドアー 

244-「あなたホの同胞、あるいは自分、あるいはそ 
の財産に羡望を感じた時には、彼のために祝福を巧 
りなさい。本当に邪視は真実であるから。」 

126. 恐怖に見舞われた時に言うこと 

. (なけ!叫、)) - Y い 

ラーイラーハイツラツラー。 

「アツラーな外に真に崇拝すべきものはありませ 
ん。」 

127. 屠殺時に言うこと 

■ ((ふぶミ抑しぶ；み許しが如 j 油^))- Y け 

ビスミツラーヒワツラーフアクバル。アツラー 
フンマミンカワラク。アツラーフンマタカ 
ツノく ルミン ニー。 

「アツラーの 御名に おいて、アツラーは 偉大な り。 
アツラーよ、 これはあなたからであなたへのもので 
す。 アツラーよ、 私から（この捧げ物を）受け入れ 
て下さい。」 


①訳を注：巧視（アイン）とは、がみや羡望などをもった他人の視線。 
本人の意図とは関ななく、それによって視線を受けたをにお難や悪事 
をもたらすことボあります。 
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128. 悪魔たちの策略を阻止するドァー 

今 '^ 自 * 加〇段ろ之 y ： "l))-Y ミ V 
*■ こづ じ户 tlnS ^ J 夕じ O^j <■ h'^J 甲ぶ * ■ J-^ 

j4ji 共ジ hniJ ^ こ <• ろ ' J すみ じ > 山 ?5 
. ((が j Ij UjUs Ml (ijUs JS'_p. t 

アウーズビカリマーティッラーヒッターンマーテ 
ィッラティーラーユジャーウィズフンナノ《ッ 
ルンワラーファージルンミンシャツリ 
マーハラカ、ワバラァワザラァ。ワミン 
シャッリマーヤンズィルミナッサマー。ワ 
ミンシャツリマーヤァルジュフイーハー。 
ワミンシャッリマーザラアフイルアルド 
ウ。ワミンシャツリマーヤフルジュミン 
ハー。ワミンシャッリフイタニッライリワ 
ンナハール。ワミンシャッリクッリターリ 
キンイッラーターリカンヤトウルクビハイ 
リンヤーラハマーン。 

「慈悲深きおちよ、私は善人であろうと悪人であろ 
うと超えることの出来ないァッラーの完全なる御言 
葉のもとに、ァッラーが創造した悪、天から下りて 

くるものに起因する悪、そこに上昇するものに起因 
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する悪、大地に創造したものに起因する悪、そこか 
ら出現するものに起因する悪、昼巧の災難の悪、良 
きものをもってドアをノツクする者な外の全ての巧 
訪者の悪からのご加護をホめます。」 

129. 罪の赦しをたい、悔悟すること 

248 - アツラーの使徒（彼に ァッ ラーからの祝福と平ま 
あれ）は言った。「アッラーに誓って、本当に私は一 
日に 70 回な上アッラーにお赦しをホめ、かれに悔悟 
しま寸。」 

249 - 預言者（彼にァッラーからの祝福と平をあれ）は 
言った。「人々よ、ァッラーに悔悟しなさい。本当に 
私は一日に100回の悔悟を行います。」 

.(( aUI こぶ;^真し。みふ川卜凶1'油 ,4^ D )- Y 。. 

預言者（彼に ァッ ラーからの祝福と平をあれ）は言っ 
た。 

アスタグフイルツラーハルアズイーマツラズイー 
ラーイラーハイツラーフワルノ、イユルカイユ 
ームワアトウーブイライヒ。 

「『私は永遠に生き、自存される、かれの他に真に崇 
拝すべきものが無いところの偉大なアッラーにお赦 
しをホめ、彼に悔悟します。』と言った者は、例えそ 
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の者が敵に背を向けて逃げた者であっても、アツラ 
一が彼の罪をお赦しになるであろう。」 

251- 預言者（彼に アツラーからの 祝福と平 まあれ） は 
言った。「主がしもべに最もお近付きになられるのは 
真夜中の終わりである。だからその時間にアツラー 
を念唱することができるのなら、そうしなさい。」 

252- 預言者（彼に アツラーからの 祝福と平 まあれ） は 
言った。「しもべが彼の主に最も近付くのは、彼がサ 
ジタ''(平伏礼）している時である。だからその時に 
ドアーを沢山しなさい。」 

253- 預言者（彼に アツラーからの 祝福と平 まあれ） は 
言った。「実に私の心は怠慢に襲われるの。そして私 
は一日100回アツラーに赦しをホめるのだ。」 

130. タス ビース タハミード K タハリール、 
タク ビーノムの徳 

. ((。丄；^; 4115じ 4^))- いミ 

① 訳を 注： 預言を ムハンマド （彼に アツ ラーからの祝福と平巧あれ）は 
非常にをくのズイクルやイバーダ（諸々の崇拝巧為）などを自らに課 
し、またそこにおいて常日頃から厳しく自己監視していました。そこ 
でそれらを不注意などから怠ってしまった場合には、それを自らのを 
準において罪と見なしました。 

質 訳を 注： 「タ ハミード」 とは、 「アルハムドウリツラー （全ての賞實は 
アツラーに こそあれ)」と念唱することです。 
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スブ ハーナツラー ヒ ワビハムデイ ヒ。 （ X 100) 

預言者（彼に アツラーからの 祝福と平まあれ）は言っ 
千こ。 「一日100回『アツラーよ、あなたに賞實と讚美 
あれ。』と唱えた者は、例え彼の過ちが海の泡の数ほ 
どあったとしても、それを赦されるであろう。」 

ぶみ1；山おふ山んな如、!叫、) M 。。 

-((占■苗 

ラーイラーハイツラツラーフワハダフラー 
シャリーカラフ。ラフルムルクワラフルハム 
ドウワフワアラークツリシャイインカ 
ディール。 ( X 10) 

預言者（彼に アツ ラーからの祝福と平をあれ）は言っ 
た。「『唯一の アツ ラーな外に真に祟拝すべきものは 
なく、かれに並ぶ何ものもいません。主権はかれに 
属し讚美もかれに属します。かれは全てにおいて全 
能です。』と10回言った者は、4人のイスマーイー 
ルの子ら①をが放したようなものだ。」 

. ふい良;ふい白; 

スブハーナツラーヒワビハムザイヒ。スブノ、 


① 訳を注： イスマーイールの子 おで あるアラブの 4 人の 奴隸 のこと。 
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ーナツラーヒルアズイーム。 

預言者（彼に アツラーからの 祝福と平まあれ）は言っ 
た。「舌には軽いが善行の f 平においては重く、慈悲深 
きおホがお悦びになられる2つの言葉は、『アツラー 
を称え感謝し、偉大なるアツラーを称えます。』であ 
る。」 

. ((が如 j /ふ I 过 t ふ 14)1 ろじ 4*^))- い V 

スブハーナツラー。ワルハム'ドウリツ'ラー。ワラ 
ーイラーハイツラツラー。ワツラーフアクバ 
ル。 

預言者（彼に アツラーからの 祝福と平まあれ） は 言っ 
た。「『アツ ラーよ、 あなたに賞實と讚美あれ。アツ 
ラーな 外に真に祟拝すべきものはなし。アツ ラーは 
偉大なり。』と言うことは、私にとって太陽の下にあ 
るもの全てよりも愛すべきものだ。」 

258 -預言者（彼に アツラーからの 祝福と平を あれ） は 
言った。「『毎日千の善行を積むことの出巧ない者が 
いようか？』するとそこに座っていたある者が訊ね 
た。『どうやって千もの善行を積むことが出来るので 
すか？』預言を（彼に アツラーからの 祝福と平を あれ） 
は言った。『100 回 タスどーブ（「スブハーナツラー」 
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という言栽を言えば千の善行が書き留められるか、 
あるいは千の過ちが放免される。』」 


■ 。辟 I 祉 

スブハーナツラーヒルアズイーミワビハムデイ 


ヒ。 

預言者 （彼にァッラーからの 祝福と平を あれ） は言っ 
た。「『偉大なる アッラーを 称えます。 アッラーに 賞 
實あれ。』と言った者は、天国に彼のためのナツメヤ 
シの木が植えられる。」 

. ((ふパ!な 、 j J>、))-YV 

ラー ハウラワ ラー クウワタイッ ラー ビ 
ッラー。 

預言者（彼に ァッラーからの 祝福と平を あれ） は言っ 
た。「『アブドウッラーブンカイス、お前に天国 
で最も素晴らしい財宝を教えてやろうか？』私は言 
った。『はい、 アッ ラーの使徒よ。』預言者（彼に ァッ 
ラーからの 祝福と平を あれ） は言った。『至高至大のア 
ッラーの他にいかなる威力も強大なるものもありま 
せん。』と唱えることだ。」 

. ((が如 j /却、 I 过 t ふ j t 4)1 じ 4* i ))- n 、 

スブハーナッラー。ワルハム'ドウリッ'ラー。ワラ 
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ーイラーハイツラッラー。ワッラーフアクバ 


ル。 

預言者（彼に アッラーからの 祝福と平安 あれ） は言つ 
た。「アッラーが最も好まれる言葉は4つあり、それ 
らは『アッラーに称えあれ、全ての讚美はアッラー 
にあり、アッラーな外に真に崇拝すべきものは無し、 
アツ ラーは偉大なり』である。そしてそれらのどれ 
から始めても害は無い。」 


J 若ふ！;んじ J ■夕 r ふしな 

.(( 广矣 LI ぶ兴 I ふパ I ヴ、； J > ん占^削おぶ15じ 

ラーイラーハイツラッラーフワハダフラー 


シャリーカラフ。アツラーフアクバルカビー 
ラー。ワルハムドウリツラーヒカスイーラー。ス 
ブハーナツラーヒラツビルアーラミー ン。 ラー 
ハウラワラークウワタイツラービツラー 
ヒルアズイーズイルハキーム。 

「ベドウインのある者がアツラーの使徒（彼にアッラ 
一からの 祝福と平まあれ）のもとにやってホて 言った。 
『私が言うべき言葉を教えて下さい。』預言者は言っ 
た。『《彼に並ぶ者無き唯一のおホアッラーな外に真 
に崇拝すべきものは無い。アッラーは本当に偉大で 
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ある。アツラーに限りない感謝をします。全世界の 
主アツラーに称えあれ。至高至大のアツラーの他に 
いかなる威力も強大なるものもありません。》と言 
ぇ。』 

■ ((み iji ; がみ i お <■ ■若 I (^0) 

アツ ラー フンマグフイル リー、 ワルノ 、ムニー、 ワ 
ハディ ニー、 ワルズク ニー。 

その男は言った。『それらは私の主のための言葉で 
す。私自身のためには何を言うべきでしようか？』 
預言者は言った。『《アツラーよ、私を御赦し下さい、 
おにお慈悲をおかけ下さい、私をお導き下さい、私 
にお恵みを与えて下さい。》と言え。』」 

. ((み ij じおがみ <■ み ! w-nr 

アツ ラー フンマグフイルリー。ワルハム ニー。 ワ 
ハディ ニー。 ワ 了ーフィニー 。ワルズク ニー。 

預言者 （彼にアツラーからの 祝福と平を あれ） はある 
者が入信すると、彼に礼拝を教え、それからこれら 
の言葉で析願することを命じた。「アツラーよ、私を 
御赦し下さい、私に慈悲をおかけ下さい、私をお導 
き下さい、おをお守り下さい、おに恵みを与えて下 
さい。」 
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. ((如、 1 叫、）） t ((ふ！;も 1))-ロミ 

ア ノレハム ドウリッラー。 ' 

ラー イラ ーハ イッ ラッラー。 

「最も良いドア ーは 『アッラーに称えあれ。』で、最 
も良いズィクルは『アッラーな外に真に崇拝すべき 
ものは無し。』である。」 

4 )ljMl t ふ1；山 j t 祉5占; i ))- n 0 

'((ふみ 、 j 

スブハーナッラー。ワルハムドウリッラ'^。ワラ 
ー イラ ーハイッラッラー。ワッラーフアクバ 
ル。ワラーハウラワラー クウ ワタイッ 
ラービッラー。 

「来世に残る報奨高い行いとは、『アッラーに称えあ 
れ。全ての賞貴はアッラーにあり。アッラーな外に 
真に崇拝すべきものは無し。アッラーは偉大なり。 
至高至大のアッラーの他にいかなる威力も強大なる 
ものもなし。』という言葉である。」 

131. 巧言者（彼に アッラーからの 祝福と平をあれ） 
の タスビーフの仕方 ■ 

266-アブドウッラーブンアムル（彼らにアッラ 

一のご満悦あれ）は言った。「私は預言者（彼にアッラ 
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一からの 祝福と平安あれ）ろ s 、 彼の右手でタス どーブ 
を数えるののを見た。」 

132. 善行と礼儀の集大成から 
267-「夜の帳が下りたら、あなたホの子供たちをま 
に入れるのだ。シャイターンたちはその時に散開す 
るのであるから。そして暫くたったら彼らを放って 
おくのだ。そして扉を閉め、アツラーの御名を唱え 
よ。シャイターンは閉じられた扉を開けることはな 
いのだ。また水入れの袋を縛り、アツラーの御名を 
唱えよ。そして何かを上に置くだけでも良いからあ 
なたホの器を覆い、アッラーの御名を唱えるのだ。 
そして明かりを消しなさい。」 


私たちの預言者ムハンマドとその系謗、その教友全 
てにアツラーのな福と平安がありますよう。 


①訳そ注：本書1閒頁にあるような特をの回数のズィクルをする場合、 
右手の指を巧って回数を数えるのボ推奨された行為です。 
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